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第８話　ディスタンス





「鉄てつ之の介すけの代わりに創つくられた、生体アンドロイドなの」

　あまりにも突然に。

　僕の姉──いや、姉だったはずの桜さくら鈴すず音ねは、そう告白した。

「ね、姉さん。いきなり何を言ってるのさ？」

　微かすかに震える声で訊たずねる。

　だって、僕は桜鉄之介だ。

　この半年間桜鉄之介として高校デビューを頑張ってきたし、ちゃんと生まれてからの記憶だって持っている。それに、僕はやっとあの夏祭りの日の記憶を思い出して、克服して、あいつと仲直りできたんだ。

　桜あるみ。

　僕の義妹いもうとである、彼女と。

　それなのに──。

「──どういうことですか、鈴音お姉ちゃん」

　そこで口を開いたのは、あるみ。

　灰色の髪を揺らしながら、彼女は義あ姉ねのことを強く見つめていた。

「マスターが……おにぃちゃんが二年前に死んでしまったというのは……」

「ごめんね、あるみ。それは本当のことなの。鉄てつ之の介すけは、二年前に死んじゃったんだ」

「………っ。そんな……だったら、今ここにいるおにぃちゃんは……」

「さっきも言ったでしょ？　代わりに創つくられた生体アンドロイド。あるみみたいに人間の身体をベースに創られたものじゃないけどね。言っちゃえば、そこにいるくるみと一緒だよ。ただ──こヽのヽ子ヽにヽはヽ鉄ヽ之ヽ介ヽのヽ記ヽ憶ヽがヽ入ヽっヽてヽるヽけヽどヽ」

「記憶？」

　訝いぶかしげな表情で訊きき返すあるみ。

　すると、姉さんは「ふぅっ」と一度ため息をついた。

「そう。自分が桜さくら鉄之介だって信じるように、お姉ちゃんが入れておいたんだ」

「………っ！　そんなことが……」

「サーカスインダストリアルの技術なら、可能だよ」

　きっぱりと断言する姉さん。

　確かに、サーカスインダストリアルの技術ならあるみやくるみのような生体アンドロイドを造り出すのも可能だろう。

　でも、記憶を入れたっていうのはどういうことなんだ？

「まあ、記憶のほとんどは事実を元にしてお姉ちゃんが作ったものなんだけどね。いわば、鉄ヽ之ヽ介ヽがヽ体ヽ験ヽしヽたヽでヽあヽろヽうヽ記ヽ憶ヽをインストールしておいたわけ。そう、完かん璧ぺきにね」

「じゃ、じゃあ……ここにいるおにぃちゃんはあの夏祭りの日の事故を……」

「もちろん体験してないよ？　だって──」



　実際に体験した鉄之介は、もう死んじゃってるから。



「………っ」

　その言葉にあるみの顔が一気に青ざめた。

　……当たり前だ。

　だって、姉さんの言葉が本当なら僕は、桜鉄之介なんかじゃない。姉さんが創作した桜鉄之介の記憶を入れられた──ニセモノなんだ。

「でも、鈴すず音ね。コイツが生体アンドロイドだとしたら……身体のメンテナンスとかはどうしてたのよ？」

　あるみの横にいるくるみが訊たずねた。

　……そうだ。

　もし僕が生体アンドロイドなのだとしたら、定期的に身体のメンテナンスを受ける必要があるはずなんだ。だって、くるみやあるみはそれを行っているって話だし──。

「もちろん、彼もメンテナンスは受けてたよ？　ただ、自ヽ分ヽでヽはヽ憶ヽえヽてヽいヽなヽいヽだろうけどね」

「なっ──」

「彼がメンテナンスを受けるたびに、お姉ちゃんはその記憶を改ざんしちゃったから」

「き、記憶を改ざんって……そんなことが……」

「今さら不思議がることでもないでしょ？　ねぇ──きヽみヽは不思議に思わなかったの？　幼い頃ころにあるみと一緒にいた記憶を、どうして思い出すことができたのか？」

「………っ！」

　姉さんの言葉に背筋が凍る。

　そう、僕は夏休みに入る前からあるみが義妹いもうとであるという記憶を徐々に思い出し始めていた。

　まさか──あれ自体、姉ヽさヽんヽがヽ仕ヽ組ヽんヽだヽこヽとヽだヽっヽてヽいヽうヽのヽかヽ？

　記憶を改ざん。

　さっき姉さんはそんなことを言った。だとしたらこの人には可能だったのかもしれない。僕の記憶を操作して、タイミング良くあるみが義妹だってことを思い出すようにしておくことも──。

「まあ、今年の四月に入ってからはメンテナンスをしてないけどね。四月からはあるみが一緒に住んでたから、メンテナンスをする隙すきがなかったんだ」

「でも、それじゃどうしてお姉さまと引きこもりを一緒に住ませたりなんか……」

「それは簡単だよ、くるみ。そう、すべては──」

　ふうっと。

　姉さんは息を吐いてから、



「──あるみのためなの」



　たった一言、そう断言した。

「あるみは鉄てつ之の介すけに会いたいって気持ちだけを支えにして、機械化義肢の訓練……生体アンドロイドとして日常生活を送るためのリハビリをしてきたんだよ？　二年前まで、それはすごく上う手まくいってたんだ。でも──二年前に鉄之介は死んじゃった」

「………」

「そこでお姉ちゃん……ううん、Ｅプロジェクトのメンバーはこう思ったんだよ。きっと、桜ヽあヽるヽみヽにヽ桜ヽ鉄ヽ之ヽ介ヽのヽ死ヽをヽ伝ヽえヽたヽらヽ、こヽのヽ子ヽはヽリヽハヽビヽリヽをヽ全ヽうヽでヽきヽなヽいヽ。それどころか、自分の生きる意味すら失っちゃうかもしれないって」

「………っ。だから、姉さんは……」

「大正解。あるみに鉄てつ之の介すけの死を感づかれないように、彼を完かん璧ぺきに演じることができるスヽペヽアヽを用意したの。それが──彼。Ｅプロジェクトが開発したＧＭＴナンバーズ代用機──桜さくら鉄之介」

　言って、姉さんは僕を指さした。

　……なんだよ、それ。

　じゃあ、本当に僕は桜鉄之介の代用品スペアだっていうのか？

　彼が死んでしまったということを知ったら、桜あるみは辛つらいリハビリに耐えられなくなってしまう。

　だから、僕という代用品スペアを用意してそのモチベーションを持続させようとした──。

「それに、スペアを用意するには色々と都合が良かったの。死んじゃう寸前──二ヽ年ヽ前ヽかヽらヽ鉄ヽ之ヽ介ヽはヽ引ヽきヽこヽもヽりヽにヽなヽっヽちヽゃヽっヽたヽしヽねヽ」

「………」

「だから、きみもずっと引きこもりをしていればよかった。これが学校に行くとなったら結構大変だったから。二年前、生体アンドロイドの技術はそこまで発展してなかったし」

「……姉さん」

「すべては上う手まく行ってたんだよ。きみには鉄之介の記憶がインストールされてるから、いつかはあの夏祭りの事故のトラウマを乗り越えなくちゃならなかった。そう──あるみと仲直りするためにね。あるみもそれを望んでたから」

「………っ。じゃあ、僕は──」

「うん。お姉ちゃんは、きみに死んじゃった鉄之介の代わりをしてもらいたかったんだ。そうやって──これからもあるみと一緒に生きて欲しかった。自ヽ分ヽがヽ生ヽ体ヽアヽンヽドヽロヽイヽドヽだヽっヽてヽ気ヽづヽかヽなヽいヽまヽまヽでヽ」

「け、けど、姉さんはさっき言ったろ？　生体アンドロイドにはメンテナンスが──」

「そうだね。だから──そろそろきみにもメンテナンスが必要だって思ってたところなの。この四月からきみは休むことなくずっと稼働し続けたしね。あるみの隙すきをついてこっそりメンテナンスしちゃおうって思ってたんだけど……」



　もう、その必要もないかな。



「なっ……」

　ゾクッと。

　その言葉に鳥肌が立った。

「くるみが、きみが鉄之介じゃないってことをバラしちゃったし。だったら、もうきみはいらないでしょ？」

「い、いらないって……」

「だって、きみは代用品スペアだもん」

「………っ」

　……嘘うそだ。

　こんなの嘘だ。

　まさか姉さんは僕が桜さくら鉄てつ之の介すけのスペアで、そのことがあるみにバレてしまったから……処分するつもりなのか？

　だとしたら、僕の高校デビューはどうなる？

　それに、そんなことになったらもうあるみやロボ研のみんなと会うことも……。

「──待ってください」

　と。

　そこで動いたのはあるみ。

　彼女は姉さんの前に立ちはだかるようにして佇たたずんでいた。

　まるで、僕のことを守るみたいに──。

「……納得できません」

　彼女は、たった一言そう告げた。

















　そして──。

「お願いです。私の話を聞いてください、鈴すず音ねお姉ちゃん。私にはまだ──わからないことがたくさんあります。だから──」



　マヽスヽタヽーヽを鈴音お姉ちゃんに渡すわけにはいきません。



　そう言って、僕の掌てのひらを掴つかんできた。

「どうして？　さっきも言ったけど、彼は鉄てつ之の介すけのスペアで──」

「そヽれヽでヽもヽでヽすヽ。鈴音お姉ちゃんの言葉が本当なら、マスターは私のおにぃちゃんじゃありません。けど、四月に私がこの街に来てから……私とマスターはずっと一緒に高校デビューをがんばってきたんです」

　言って、あるみはぎゅっと僕の手を握りしめてくれた。

「………っ」

　……ああ。

　コイツは、僕のことをそこまで慕ってくれてたのか。

　──半年間。

　あるみが来てからずっと、僕は高校デビューをがんばってきた。僕たちがこの半年間で積み上げてきた時間は嘘うそなんかじゃない。

　たとえ僕が桜さくら鉄之介じゃなくても、あるみは僕のことを必要として──。

「それに、マスターは私のチョコレート奴隷ですから」

「結局はチョコレート目当てですか!?」

　あまりのことにツッコミを入れる僕。

　すると、あるみは「むっ」と小さく唸うなった。

「当たり前じゃないですか。それ以外になんの理由があるっていうんです？」

「あ、あはは、やだなぁ、あるみさん。こんなときまで毒舌全開だなんて、そこまでして場の空気を和ませようとしなくても……」

「ノープロブレムですマスター。場の空気は十分和んでいます。なにせ久しぶりの家族団だん欒らんですし」

「こんな家族団欒嫌すぎるよっ！」

　僕は姉に自分の存在すら否定されてんだぞ!?

　どうやったら団欒できるんだよ！

「まあ、とりあえずその話は置いておいて」

「置いておくな」

「………」

「あの、あるみさん？　いきなり僕のことを無視するのは……」

「さて、鈴すず音ねお姉ちゃん。さきほどの話の続きですが」

「お願いだから僕の話を聞いて！」

　……すげえ。

　マジですごいよ、桜さくらあるみ。このシリアスな空気にまったく流されないとは。相変わらずのクールっぷりである。

「鈴音お姉ちゃんにはマスターを渡しません」

「ふうん。でも、いいの？　彼は四月からずっとメンテナンスを受けてない。だから、生体アンドロイドとして生きていくためにはサーカスインダストリアルの研究所に戻らなくちゃいけないよ？」

「ですが、研究所に行ってしまったら、マスターは帰って来れないのでは……」

「うーん、そうだね。何度も言うけど──その鉄てつ之の介すけはスペアだもん。スペアだってことがバレちゃった以上、もうあるみの傍そばに置いておくわけにもいかないでしょ？」

　やけに頑固な態度で言う姉さん。

　……なんだ？

　どうして姉さんは僕とあるみが一緒にいることにここまで反対するんだ？　たとえ僕がスペアだとしても、今まで通り暮らしていける可能性もあるはずである。

　なのに、ここまで反対するのは──。

「──わかりました」

「………っ！　あるみ!?」

　グイッと、あるみは僕の腕を強引に引っ張ったまま部室を飛び出た。

　そのまま一気に廊下を全力疾走。

　まるで、姉さんから逃げるみたいに──。

「お、おい、あるみ！　どこに行く気だよ！」

　あるみに手を引かれて走りながら叫んだ。

　コイツのことだ。きっと、何か考えが──。

「いえ、ちょっとお腹なかが空すいたので」

「まさかチョコレートを買いに行くの!?」

「そうですね。一度チョコレートを食べて落ち着くのも悪くないのではないかと思います。冷静に見えるかもしれませんが……私も結構混乱していますから」

「あるみ……」

「これじゃせっかくマスターにチョコレートを奢おごってもらってもお腹八分目くらいしか食べられません」

「せめてそこは『食べ物が咽のどを通りません』くらい言えよ！」

　どこまでマイペースなんだコイツは。いや、それでこそあるみって感じがするけどさ。相変わらずの無愛想で無感情なロボットボイスである。

「けど、これからどこへ行く気だよ？」

「とりあえず姫ひめ宮みやさんやカレンさんと合流して、どちらかの家にでもかくまってもらいましょう。私たちの家に行くよりはマシなはずです」

「まあ、僕らの家に帰ったらすぐ姉さんに捕まるだろうしな」

　でも、大丈夫なんだろうか？

　姫宮先輩とカレン。

　この二人は僕が生体アンドロイドだったということを知らない。その事実を知ったら、二人とも今まで通りに接してくれるか……。

「……大丈夫ですよ」

　ぎゅっと。

　安心させるように、あるみが僕の手を握ってくれた。

「そんな不安そうな顔しないでください。きっと、ちゃんと事情を説明すれば姫宮さんとカレンさんもマスターを避けたりしません」

「えっ……そうかな」

「はい。それにマスターは最初から重度の引きこもりでしたし、今さら生体アンドロイドだと言われても周囲はそこまでショックは受けないかと」

「わけのわからない理屈を言うのはやめてくれ」

　引きこもりと生体アンドロイドじゃショックを受ける度数がまったく違うと思う。

「それに、くるみはどうするんだよ？　部室に置いてきちゃったけど」

「ノープロブレムです。さすがに鈴すず音ねお姉ちゃんもあの子を人質にするようなことはないと思います。だから、今は逃げることが先決かと。それに……さっきも言ったように私にはまだ納得できないことがありますから」

「納得できないこと……」

「はい。そこで──マスターに質問があります」

　真剣な口調で、あるみは僕に訊たずねてきた。

「どうしてマスターは……いえ、おヽにヽぃヽちヽゃヽんヽはヽ引ヽきヽこヽもヽりヽにヽなヽっヽてヽしヽまヽっヽたヽんヽでヽすヽかヽ？」

「えっ……」

　あるみの言葉に思わず息が詰まった。

　桜さくら鉄てつ之の介すけが引きこもりになった理由。

　そんなの決まってるじゃないか。

「……姉さんが、いたからだよ」

「鈴音お姉ちゃんが？」

「ああ。昔から、僕はあの人にどんな分野でも敵かなわなかったからさ。そのことで周囲から比べられるのが嫌だったんだ」

　──天才。

　それが桜さくら鈴すず音ねの肩書だった。

　だから、僕は嫌だったんだ。

　姉弟きようだいとして、優秀すぎる姉に比較されるのが──。

「──マスター」

　しかし。

　あるみは、僕の思考を遮るように言葉を紡いだ。



「本当に、それだけなのですか？」



「──えっ？」

　不意に。

　背中に氷を叩たたき込まれたような悪寒を感じた。

「確かに、鈴音お姉ちゃんは昔から色々とすごかったです。今の私たちくらいの歳としには海外の大学に留学していましたからね。おにぃちゃんがコンプレックスを抱くのも無理はないと思います。でも──本ヽ当ヽにヽそヽれヽだヽけヽなヽんヽでヽすヽかヽ？」

「ど、どういう意味だよ？　だって、僕が引きこもりになった理由なんてそれだけしか──」

「しかし、鈴音お姉ちゃんは言っていました。マヽスヽタヽーヽのヽ記ヽ憶ヽをヽ改ヽざヽんヽしヽてヽいヽたヽ、と。もしかしたら……おにぃちゃんが引きこもりになった本ヽ当ヽのヽ理ヽ由ヽも、マスターは忘れているんじゃないですか？」

「………っ」

　記憶の改ざん。

　確かに、姉さんの言う通り僕は今まで幾度か生体アンドロイドとしてメンテナンスを受けてたけど、そのことをすっかり忘れてしまっていたらしい。

　実際に、あの夏祭りの日の──幼い頃ころのあるみとの思い出だってすっかり忘れてしまっていた。

　──だとしたら。

「───っ」



　僕は、自分が引きこもりになってしまった本当の理由を忘れているのか？



　けど、どうしてだ？

　僕が引きこもりになった理由が別にあるのだとしたら、どうして姉さんは記憶の改ざんなんか……。

「マスター。私はこう考えます」

　そこで口を開いたのはあるみ。

　彼女は、やけに真剣な口調で語り出した。

「鈴すず音ねお姉ちゃんがマスターの記憶を改ざんした理由。それは──その記憶が、おヽにヽぃヽちヽゃヽんヽがヽ死ヽんヽじヽゃヽっヽたヽこヽとヽとヽ関ヽ係ヽあヽるヽかヽらヽなヽんヽじヽゃヽなヽいヽでヽすヽかヽ？」

「なっ……」

　じゃあ、何か？

　桜さくら鉄てつ之の介すけが死んだことと、僕が引きこもりになった理由と繋つながってるっていうのか？

　一体、それは──。

「だから、調べましょう」

「あるみ……」

「私は、どうしてこんな事態になってしまったのか、気になります。それに……マスターと離ればなれになるのも嫌です。たとえスペアだろうと、私はこの半年間マスターの妹をやってきました。こんなことを言われたら迷惑かもしれませんが……私は、マスターのことを兄妹だって思っています。だから……」

　ふうっと。

　あるみは覚悟を決めるみたいに息を吐いた後──一言。



「私と一緒に、いてくれますか？」



「───」

　沈黙。

　文化祭の喧けん騒そうが窓の外から響く部室棟の廊下を、少しだけ沈黙が満たした。

　姉さんが僕の記憶を改ざんした理由。

　もしそれに桜鉄之介が死んだことが関かかわっているだとしたら、僕だってその事実をはっきりさせたい。それは、妹であるあるみだって一緒なはずだ。

　だから……。

「……当たり前だろ」

　僕はあるみの……妹の小さな掌てのひらをぎゅっと握り返した。

　……断れるわけなんかない。

　姉さんの言葉が真実なら、僕は桜鉄之介の代用品スペア。

　言うなればニセモノだ。

　けど、それでも──。

「一緒に──桜鉄之介僕のことについて、調べてみよう」

　そう、この半年間が嘘うそになるわけじゃない。

　四月にあるみがやってきてから、僕たちはずっと一緒に高校デビューがんばってきたんだから。

　そう、兄妹として──。

「じゃあ、とりあえず姫ひめ宮みや先輩とカレンと合流しなくちゃな」

「そうですね。まあ、二人とも混乱すると思いますが」

「いきなり僕が生体アンドロイドだなんて言われたらな……」

　僕自身未いまだに現実を受け入れきれてないし、あの二人だってかなりの衝撃を受けると思う。

「……いえ、間違えました。あの二人は今現在も混乱しているかもしれません」

「は？　どういう意味だよ？」

「だ、だって……」

　どうしてか、あるみは微かすかに頬ほおを赤くしながら僕から目を逸そらして、

「マスターが私に……こ、告白してしまったじゃないですか」

「………」

　……そうだった。

　文化祭のバンド演奏の後、そこで僕はあるみに告白しちゃったんだった……。

　でも、なんていうのかな。

　姉さんから伝えられた事実があまりにも衝撃的すぎて……。

「マスター。もしかして、鈴すず音ねお姉ちゃんのことがあったせいで私に告白したことを今の今まで忘れていたんですか？」

「！」

「……そうなんですね」

「ご、ごめん。でも、さすがに自分が生体アンドロイドだなんて教えられたら……って、あるみ？　どうして僕の腕をそんなにぎゅっとああああああああ！　あるみ！　僕の腕にアイアンクローをキメるのはやめろ！」

「うるさいですね。自分が告白したことも忘れてたうっかりもののマスターにはこれぐらいの報復は当然です」

　言ってから、あるみは「はあっ」と息を吐いた。

「まあ……告白の件についてはとりあえず保留しましょう。正直な話、今はそれどころじゃありませんし。それに……」

「それに？」

「わ、私も、いきなり告白されてビックリしたので、少し考えたいというか……」

　言いながら頬ほおをさらに顔を赤くするあるみ。

　……ヤバイ。リアクションが純情すぎるぞコイツ。はっきり言って可愛かわいすぎる。でも、あるみさん。顔を赤くしながら僕の腕をさらに握りしめるのはやめてくれません？　このままじゃマジでデンジャラスなことになっちゃうから。

「そんなわけで。とりあえずは姫ひめ宮みやさんたちと合流しましょう」

「あ、ああ、そうだな」

　ひとまず今後の方針を決めてから、僕たちは部室棟から飛び出した。

　校内の空気は文化祭のせいで騒がしかった。記憶によればもうすぐ後夜祭が始まるはずだけど、とりあえず姫宮先輩とカレンを捜さなくちゃ。

　そんなことを考えながら、僕は彼女たちに連絡を取るためにケータイを取り出そうとしたが──。



「あら。どこに行くの、あるみちゃん」



　不意に、凛りんとした声が響いた。

　その声の方に目を向けると──そこに立っていたのは黒髪に白衣がトレードマークの教育者。

　黒くろ医い猫ねこ子こ。

　僕たちロボ研の顧問である彼女は、僕とあるみのことを見つめていた。

　その隣には──姫宮先輩とカレンの姿。

　二人とも着替えたのか、バンドのときの衣装とは違って制服姿である。

　けど──。

「ひ、姫宮先輩。どうして黒医先生と？」

「えっ……それはバンドが終わった後で偶然会ったので……その後、一緒に鉄てつ之の介すけさんとあるみさんを捜していて」

「僕を？」

「う、うん。ほら……バンドが終わった後色々あったしさ」

　カレンがどこか気まずそうに応こたえた。

　……ああ、たぶんこの二人は僕があるみに告白したことについて僕たちに事情を訊ききたかったんだろう。なにせいきなりだったし、バンドが終わった後あるみは強引に僕のことを部室まで連れてっちゃったしな。

　でも、どうして黒医先生まで一緒に……。

「ところで」

　と。

　空気を変えるように、黒くろ医い先生は僕とあるみを見つめてから。

「鈴すず音ねから本当のことを聞いちゃったらしいわね、二人とも」

「！」

　その言葉に、息を呑のむ。

　まさか、黒医先生は……。

「ごめんなさい。さっき鈴音からメールが来たの。『あるみたちが秘密を知っちゃったから、見つけたら捕まえておいて』って」

「………っ！」

　その言葉に、僕は思わずあるみを庇かばうように前に出た。

　そう、黒医猫ねこ子こ。

　姉さんの話だと、この人もサーカスインダストリアルの社員。そして、Ｅプロジェクトのメンバー。

　だとしたら、知っているはずなんだ。

　僕が、生体アンドロイドだってことも──。

「───」

　──沈黙。

　もはや夜に染まり始めた空の下。

　黒医先生と僕たちはただ無言で互いに視線を交錯させていた。

　そして──。

「──まあ、いいわ」

　唐突に。

　沈黙を破ったのは黒医先生だった。

「早く行きなさい。先生はあなたたちを見なかったことにしておくから」

「えっ……それは……」

「見ヽ逃ヽしヽてヽあヽげヽるヽっヽてヽ言ヽっヽてヽるヽのヽよヽ。鈴音はあなたのことを連れ戻したいみたいだけど……あなたにだって事情があるだろうしね」

「先生……」

　……ああ、なんてことだ。

　まさか黒医先生が僕のことを助けてくれるなんて。今まで僕はこの人のことを救いようのない末期のサディストだと思ってたけど、少しは人間っぽいところが──。

「それに、そっちの方が楽しそうだし」

「……え？」

「だって、あなたたちが逃げればきっと鈴すず音ねが慌てるわ。慌てる鈴音なんて滅めつ多たに見られないもの。だから、観察のしがいがあると思わない？」

「………」

　……訂正。

　この人の人間っぽいところなんて一切ありはしない。他人を実験動物マウスとしか見ていない黒猫保健医である。まさか姉さんのことを観察したいと思ってたとは。この人はこの人で姉さんとは違ったレベルでの変人である。

「けど、それだけじゃつまらないから……あなたたちにもヒントをあげるわ」

「ヒント？」

「そう。あなたたちも気になるんじゃない？　たとえば、桜さくら鉄てつ之の介すけが引きこもりになってしまった本当の理由……とか」

「なっ……！」

　まるでこちらの思考を読み取ったかのような言葉に、息を呑のむ。

「──教えてあげる」

　そして、黒くろ医い先生は優雅に黒髪をなびかせてから。



「あなたちが求める答えのヒントは、彼が死んだ場所──夏祭りの事故が起きた町にあるわ」



「───っ！」

　どういうことだ？

　だって、僕は両親が死んだあと祖母の家に引き取られた。そして、祖母が死んだ後でこの街に引っ越してきた。

　だから、二年前は祖母の家がある町に住んでいたはずだ。

　なのに、どうしてあの事故があった町に僕が引きこもりになった理由があるんだ？　それに、桜鉄之介があの町で死んだっていうのは……。

「じゃあ、がんばってね」

　それだけ言ってから、黒医先生は部室棟へと入っていった。

　時刻は午後六時。

　夕ゆう闇やみに染まった空の下、校内の雰囲気は後夜祭に向けてざわめきを増していた。










第９話　リトルリトルリトル





「──というわけで、マスターは生体アンドロイドだったわけです。姫ひめ宮みやさんにカレンさん。何か質問はありますか？」

　時刻は午後八時。

　そして、場所は狼かみ谷や家の屋敷のカレンの部屋。

　高校を出た後、僕たちは場所を移動した。幸い、姫宮先輩とカレンも「話したいことがある」と言ったらついてきてくれた。

　そして、たどり着いたカレンの部屋で。

　あるみが──事情を話した。

　あの夏祭りの事故。

　僕との本当の関係性。

　自分が生体アンドロイドになった理由。

　そして、僕自身も生体アンドロイドであるということを……。

「え、えっと、ちょっといいかな、あるみん」

　カレンが少しぎこちない声で質問してきた。

　……無理もない。

　きっとカレンは僕が生体アンドロイドだって知らされてビックリしてるんだと思う。僕自身だってかなりのショックを受けたしな。だから、カレンも……。

「つまり、そうちょーはロボだったってことだよな？」

「………」

　いや、ロボって。

　その言い方は緊張感がなさすぎだろ。さすが狼谷カレン。不良を目指しているくせにいつの間にか我がクラスのマスコットキャラになってしまった女の子。その天然っぷりは筋金入りである。

「カレン。ロボって言い方はやめて欲しいんだけど」

「じゃあ、メカとか？」

「似たようなものだから」

「でも、実際そうちょーは生体アンドロイドなわけだし。それに……本当のそうちょーは死んじゃってるらしいし……」

「カレン……」

　フクザツそうな表情を浮かべる彼女に、僕はかける言葉が見つからなかった。

　……そうだよな。

　いくら天然のカレンでも、ショックを受けて──。

「でも……いいんじゃないかな？　そうちょーはそうちょーだし。そこまで大した問題じゃないと思う」

「うんうん、そうだよね。僕は僕だし……って、マジで!?」

「うわー、そうちょー。いくら自分がロボだってわかったからってわざわざノリツッコミをしなくても……」

「僕だって好きでノリツッコミをしてるわけじゃない！」

　というか、ロボとノリツッコミはまったく関係ない。今のは驚いたからついやっちゃっただけ……って、今はそんな場合じゃなくて。

　どうしよう。

　意外にカレンのリアクションが薄い……。だって、実は僕は生体アンドロイドで、本物の桜さくら鉄てつ之の介すけは死んじゃってるんだぞ。なのにここまで反応が薄いとは。ある意味自分が生体アンドロイドだってバラされたときよりインパクトが強い気がする。

「えっと、カレンは驚いてないの？」

「確かにビックリしたけど、初めてあるみんに会って生体アンドロイドだって聞かされたときの方が驚いたし」

「いや、それはそうだろうけど……」

「だから正直ネタが被っちゃったっていうか、二番煎せんじっていうか、一回目ほどの驚きはなかったっていうか」

「………」

　……ひどい。

　まあ、わからないでもないよ？　たぶん初めて生体アンドロイドであるあるみに会ったときカレンはかなりの衝撃を受けたはずだし。僕自身も大分ビックリしたしね。

　でも、まさかここまで冷静でいられるとは……。

「けど、カレンだってまったくショックを受けてないわけじゃないぞ？」

「……え？」

「この半年間、カレンはずっとそうちょーと高校デビューをがんばってきたんだしさ。なのに、いきなりそうちょーが生体アンドロイドだったなんて言われたら……ビックリしちゃうよ」

「で、でも、じゃあ……」

　どうして。

　カレンは『大した問題じゃない』なんて言ったんだろう。

「だけど、それでも──」

　と。

　カレンはぎゅっと胸の辺りを両手で押さえながら、



「そうちょーは、そうちょーだから」



　そんな言葉を、言ってくれた。

「だって、カレンとそうちょーは四月に初めて会ったじゃないか。だから、それより前のそうちょーのことは知らない。だから──カレンは、今現在の……生体アンドロイドのそうちょーのことしか知らないんだ」

「………」

「だけど、今のそうちょーは四月にカレンが挫くじけそうになっちゃってたときに助けてくれた。あのときそうちょーが助けてくれなかったら、カレンは高校デビューを続けてなかったと思うしさ」

「……カレン」

「だから、カレンにとってのそうちょーは今のそうちょーだよ。生体アンドロイドか人間かなんて関係ない。そうちょーは、そうちょーなんだ」

「………っ」

　しばらく黙った後で、僕は「……ありがとう、カレン」と小さな声で応こたえた。

　本音を言うと……すごく嬉うれしかった。

　狼かみ谷やカレン。

　この子は、僕のことを認めてくれたんだ。

　生体アンドロイドだろうが人間だろうが関係ない。僕は僕だって……今の僕を肯定してくれた。

　それは、とても嬉しいことで──。

「──待ってください」

　しかし。

　そこで声を出したのは姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　我らが部長は、僕のことを真剣な目で見つめていた。

「今の鉄てつ之の介すけさんが生体アンドロイドだということにカレンさんは納得しているようですが……残念ながら、わたくしは素直に納得できませんわ」

「姫宮先輩……」

「……ごめんなさい、鉄之介さん。わたくしだって素直にあなたのことを肯定してあげたいですわ。でも、わたくしは、死ヽんヽでヽしヽまヽっヽたヽ鉄ヽ之ヽ介ヽさヽんヽのことも知っていますから」

「………っ」

　ああ、そうか。

　姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　この人は、僕と同じ中学校だった。そして、引きこもる前の僕を──死んでしまう前の僕を知っている。

　だから、カレンみたいにすぐに気持ちを切り替えるわけにはいかないのかもしれない。

「ですので、確ヽかヽめヽてヽみヽまヽしヽょヽうヽ」

「……はい？」

　突然の宣告に、きょとんとする僕。

　確かめる？

　一体何を確かめるって言うんだよ。

「何を不思議そうにしてるんですか、鉄てつ之の介すけさん。確かめることはたった一つ。あなたが本当に生体アンドロイドなのかってことですわ」

「えっ……でも、姉さんが……」

「そう、問題はあなたのことを生体アンドロイドだと言ったのが鈴すず音ねさんだということなのです。あの人は十代でサーカスインダストリアルなんて大企業に就職したハイスペックな方ですが……なんていうか、変わった人でしたからね」

「もしかして……姫宮先輩は姉さんが嘘うそをついてるかもしれないって思ってるんですか？」

「その通り。鈴音さんならやりかねないでしょう？」

「いや、姫宮先輩の言うこともわかりますが……くるみだって、黒くろ医い先生のパソコンのデータを見たって言ってましたよ？」

「それも手の込んだ悪戯いたずらかもしれません。あの方々なら十分ありえそうですわ」

　うんうんと頷うなずく姫宮先輩。

　確かに姉さんは筋金入りの変人だった。昔からあの人はトラブルメーカーだったし、僕が生体アンドロイドだって嘘をついてもおかしくはないかもしれない……。

「………」

　けど、どうしてだろう。

　なぜか、僕には今日の姉さんの言葉が嘘には思えなかったというか……。

「というわけで、鉄之介さんが生体アンドロイドかどうか確かめるということで」

　にっこりと。

　こちらの思考を遮るように姫宮先輩はとびっきりの笑顔を浮かべてから。

「まずは裸になってください」

「………」

　……落ち着け、僕。

　きっと姫宮先輩なりにジョークを言って場の空気を和ませようとしてくれているんだ。じゃなかったら、こんなことを言うはずがない。きっと。

「ひ、姫ひめ宮みや先輩。冗談を言うのは……」

「あら、わたくしは本気です。これから鉄てつ之の介すけさんの身体を確かめないと」

「確かめるって……何をですか？」

「えっ……て、鉄之介さん、わたくしの口から説明させる気なんですか？　そんなことをするのはさすがに恥ずかしい気が……」

「一番恥ずかしいのはおかしなことを考えてる姫宮先輩ですよ！」

「し、失礼なことを言わないでくださる？　わたくしはただちょっと確かめたかっただけです。ほら、何も解剖するわけじゃないんですから」

「当たり前です……」

「でも、鉄之介さんが生体アンドロイドだとしたら解体の方が正しいのかしら？」

「地味に傷つくことを言うのはやめてくれません!?」

　解剖でも解体でもどっちでも同じだ。

　この人まで黒くろ医い先生みたいなことを言い出すのはやめて欲しい。……いや、この人はあのサディスティックティーチャーの従妹いとこだし、もしかしたらそういう危険な趣味があるかもしれないが。

「そうだよ、ひめのん。そうちょーの服を脱がすのはマズい」

「え？　カレン、もしかして僕にフォローを……」

「だって、ここはカレンの家だし。脱がすんなら外でやってくれ」

「外でやる方がもっとマズいって！」

　屋外で異性の先輩に服を脱がされる。なんだよそのファンタジックなプレイは。残念ながら僕はそこまでアブノーマルじゃない。

「でも、家の中で騒いだらパパが来ちゃうし」

「まあ、あの人ならそれぐらいしそうだけど」

　ここに来る前、カレンが狼かみ谷や父に電話して僕たちが屋敷に泊まることを伝えてくれていた。あの人も詳しい事情は聞かずに僕たちを泊めることを承諾したらしい。だが、あのエキセントリックな人がこの場に合流するのはなんとしても避けたい。

「───」

　──でも。

　きっと、あの人は姉さんや黒医先生と同じで僕たちの事情を知っているのだろう。

　サーカスインダストリアル。

　重傷を負った幼いあるみを生体アンドロイドにして、桜さくら鉄之介のスペアを創つくった大企業。あの人は、その代表なのだから。

　けど──きっとあの人も姉さんと同じで教えてくれないと思う。それに狼谷父はカレンＬＯＶＥの親バカだし、ここで僕が裸になるようなことがあれば無理やりに追い出されそうな気さえする。

「……ふう」

　とにかく。

　ここは落ち着いて対処しよう。

　そうさ、姫ひめ宮みや先輩だって話せばわかってくれるはずだ。

「冷静に考えてください、姫宮先輩。服を脱いでも生体アンドロイドか判別するのは難しいと思いますよ？　あるみがそうだったように、生体アンドロイドの身体は人間と見た目が変わりませんし」

　もっともなことを主張する。

　そう、あるみだって普通にしてれば人間の女の子と見分けがつかないんだし、服を脱いでも判別できるわけじゃ……。

「そうなのですか？　でも、そんなに詳しいということは──もしかして、鉄てつ之の介すけさんはあるみさんの裸を見たことがあるんですか？」

「………」

　……ヤバイ。

　落ち着いて行動をしたつもりが、僕は最大限の地雷を踏んでしまった気がする。確かに、僕はあるみと初めて出会ったときコイツの裸を見ちゃったけど……。

「あら、答えがないということは、図星ですか」

「！」

「うふふ。知りませんでしたわ、二人がそんな関係だったなんて」

「っ。ど、どうしてそこで私を見るのですか姫宮さんっ。別に、私はマスターとエッチなことをしたわけじゃ……」

「でも、裸は見られたんでしょう？」

「そ、それは……っ」

　顔を真っ赤にしたまま黙ってしまうあるみ。

　うわー、そのリアクションはやめてくれ。それじゃ僕に裸を見られたことを認めるみたいな……って、うわー、カレンが「そうちょー……」と呟つぶやきながらいぶかしげな目つきで僕をロックオンしてるんですけど。今にも警察に通報しちゃいそうなノリである。

「くっ……」

　マズい。

　どうにかして話を逸そらさなければ。じゃないと恥ずかしくって仕方ない。あるみの顔も真っ赤になってるし、このままじゃ生体アンドロイドのコイツはまた回路をオーバーヒートさせちゃうんじゃ……。

「あっ……」

　そう言えば、一つだけあったかもしれない。

　僕が、生体アンドロイドかどうか見分ける方法が。

「？　マスター、何か思いついたのですか？」

「う、うん。ほら、おまえってよく回路がオーバーヒートするだろ？　それは生体アンドロイドとしての欠陥なはずだ。だったら、僕にも何か欠陥があるんじゃないかと思って」

　そう、僕が生体アンドロイドだとしたら、あるみと同じように回路がオーバーヒートしちゃう可能性だってある。いや、同じ生体アンドロイドであるくるみはしないから個体差があるのかもしれないが。

　それでも、試してみる価値はあるだろう。

「──わかりました」

　と。

　そこで姫ひめ宮みや先輩が微笑ほほえんでいた。

　なぜか、すごく楽しそうに。

「………」

　……あれ？

　どうしてだろう。

　上う手まく話を逸そらしたはずなのに、なぜか特大の地雷（二発目）を踏んづけてしまった気が……。

「姫宮さん。どうしてそんなに楽しそうにしてるんですか？」

　僕同様に不穏な空気を感じ取ったのかあるみが訊たずねていた。

　すると、我らがお姫様は「うふふ」と口唇を緩ませてから、

「だって、これから鉄てつ之の介すけさんに欠陥があるかどうか確かめればいいんでしょう？　ちなみにあるみさん。あなたはどんな風になるとオーバーヒートしてしまうんですか？」

「えっ……それは、感情が高ぶってしまったり、後は……」

　あるみはどこか落ち着かない表情で「は、恥ずかしいことをされたときとか……」と呟つぶやいた。

　………。

　ヤバイ。

　この展開は、まさか……。

「では、鉄之介さんに恥ずかしいことをしてもらいましょう」

「！」

　予感的中。

　隣を見ると姫宮先輩がさっきよりもさらににっこりと……うわああああなんで僕の肩を掴つかんでるんだこの人！　これじゃ逃げられないんですけど！

「お、落ち着いて下さい姫ひめ宮みや先輩！　どうして僕がそんなことをしなくちゃいけないんですか！」

「だって、欠陥があるかどうか確かめるって言ったのは鉄てつ之の介すけさんじゃないですか。心配ありません。そこまで恥ずかしいことをさせるつもりはありませんから」

「ホントですか？」

　訊たずねると姫宮先輩は「はい」と呟つぶやいてから、どうしてかあるみの方をチラッと見た。

　そして──。

「では、聞きますね」

　僕とあるみを交互に見ながら、どこか真剣な声で──一言。



「鉄之介さんとあるみさんは、もう付き合っているのですか？」



「………」

　あまりのことに絶句する僕。

　……いやいやいや。

　いきなり何を言い出すんだ、このお姫様は。

「ひ、姫宮さん、それはどういう意味ですか？」

「だって、あるみさんは鉄之介さんに……告白されたじゃないですか？」

「た、確かにそうですが……」

「だったら、もしかしたらもうすでに告白の返事をして……いやらしい関係に……」

「そそそそそんなことはしていませんっ！」

「じゃあ、まだ告白の返事はしてないのですか？」

「っ!?」

　カァアアアアアアっと真っ赤になるあるみ。

　そしてそのまま彼女は「……マ、マスター」と微かすかに瞳ひとみを潤ませながらこっちを見つめてきた。うわー、やめて。そんな捨てられた子猫みたいな目で僕を見るのはやめてくれ。これじゃ僕が悪者みたいな……。

「けど……そうちょーだって告白したんだから、ちゃんとした答えは欲しいんじゃないか？」

「!?」

　予想以上に鋭いカレンのツッコミに驚きよう愕がくする僕。

　……言えない。

　まだ自分の中でのあるみへの気持ちとか完全に整理できてなくて、しかも姉さんに自分が生体アンドロイドだってバラされたせいでうっかり告白したことすら忘れていたなんてマジ言えません。

　けど──。

「………っ」

　桜さくらあるみ。

　やっと子供の頃ころの記憶を──あるみに対する気持ちを思い出したんだ。

　そう、僕はコイツのことを──。

「──ノープロブレムです」

　と。

　こっちの思考を遮るようにあるみは呟つぶやいた。

「えっ……あるみ？」

「大丈夫です、マスター。何も問題はありませんから」

　少しだけ顔を赤く染めながら、あるみはこっちの顔を見つめてきた。

　……落ち着け、僕。

　さっきあるみは『ノープロブレム』って言った。つまりそれは僕の告白の返事をくれるってことで……うわああああ待ってくれ。告白したのは僕だけど、何も姫ひめ宮みや先輩たちがいる前で返事を言わなくてもいい気が……。



「…………マスター」



　そして。

　あるみは、僕のことを真まっ直すぐ見つめながら、



「服を脱いでください」



「………」

　……あれ？

　おかしいな。

　今、あるみが姫宮先輩みたいなことを言ったような……。

「簡単な話です」

　背中からダラダラと冷や汗を流す僕を尻しり目めに、あるみは言いやがった。

「私は感情が高ぶると回路がオーバーヒートしてしまいます。マスターだってそれは同じかもしれません。だったら、姫宮さんが言うように恥ずかしいことをしてもらいましょう」

「あ、あるみ、おまえ、まさか……」

「──はい。ですから、服を脱いでください」

　かなりマジな目つきで断言するあるみ。

　……緊急事態発生。

　コイツ、僕からの告白の返事を言うのが恥ずかしいからってかなりの強硬手段を実行する気だ。けど、いくらなんでもあるみたちの前で服を脱ぐのは……って、うわああああどうして突然僕の腕を掴つかんでくるんだコイツ!?

「ちょ、あるみ、放せ！」

「すみません、マスター。これは仕方がないことなんです。──さあ、脱ぎ脱ぎしましょうか」

「勝手に僕の上着を脱がそうとするな！　姫ひめ宮みや先輩！　あなたも黙ってないであるみを止め──」

「耐えてください、鉄てつ之の介すけさん。これもあなたのためなんです。大丈夫。鉄之介さんが生体アンドロイドかどうか確かめる映像は、しっかりとわたくしのケータイのカメラで撮影しておきますから」

「それのどこが大丈夫なんですか!?」

「……がんばれ、そうちょー。あきらめたら、そこで試合終了だ」

「このままじゃ僕の人生が終了しちゃうんだって！」

　妹に服を脱がされる映像を撮影される。いくらなんでも羞しゆう恥ちプレイすぎだ。もしその映像がネット上に流出でもしたら僕の人生はフィナーレを迎えてしまう。

「さあ、マスター。覚悟を決めてください」

　そんなことを言いながら、あるみがガッと僕の上着を掴んだ。

　……ああ。

　せめて下が脱がされないことを祈っておこう。

　そんなことを考えながら、僕はこんな状況を作り出した元凶である姉さんのことを呪のろっておいた。



「……ああ、ひどい目にあった」

　狼かみ谷や家の一角にある客室。

　そこにあるベッドの上に座りながら、僕は一人ため息をついた。

　──結局。

　服を脱いでも僕の回路があるみのようにオーバーヒートすることはなかった。……いえ、誤解がないように言っておくけど、脱がされたのは上着だけですよ？　さすがに最終防衛ラインだけは死守しておいた。こんなところで新しいトラウマを作りたくない。

　ともかく。

　僕が生体アンドロイドであるのかないのかは、ひとまず確かめる方法がなくなった。

　けど、それでも──。

「……やっぱり、姉さんの言葉が嘘うそとは思えないんだよな」

　そう──きっとあの人が言っていたことは本当なんだ。

　生体アンドロイド。

　桜さくら鉄てつ之の介すけの代用品スペア。

　きっと、それが僕で──。

「───っ」

　不意に、目の前が暗くなったような気がした。

　……やめろ。

　今自分のことについて考えても仕方ない。

　そう、今すべきなのは──桜鉄之介がどうして死んだのか確かめることだ。

「とりあえず、今日はもう寝よう」

　自分に言い聞かせるように言ってから、部屋の電気を消してベッドへと潜り込む。

　現在の時刻は午後十時。

　文化祭の後の疲れも残っているだろうということで、僕たちは早めに就寝することになった。もしここに姉さんが来ても、おそらく狼かみ谷や父はこっちの味方をしてくれそうだし、早めに寝ておこうという判断である。

「まあ、みんなこれからのことについて考えたいのかもしれないけどさ」

　小さくため息を吐つきながらそんなことを呟つぶやいた。

　きっと、あるみたちも僕のことで少なからずショックを受けているはずだ。

　だからみんな一人になってこれからのことについて考えたいんだと思う。

　でも──。

「……わからないよな」

　誰だれもいない部屋で一人呟いた。

　桜鉄之介が死んだ理由。

　あるみの推測だと、それは僕が引きこもりになったことに原因があるらしいけど、一体二年前に何があった？

　僕は──どうして引きこもりになったんだ？

「……そうちょー」

　と。

　そんなことを考えていると、部屋のドアをノックする音と共に消え入りそうなほど小さい声が響いた。

「え？　カレン？」

　そう、狼かみ谷やカレン。

　部屋の外にいるのは、僕のクラスメイトに違いなかった。

「う、うん。まだ起きてたか？」

「まあね。けど、どうしたの？」

「いや、ちょっとそうちょーと話したいことがあって」

「話って……」

「だから……そっちにいってもいいか？」

「………」

　どうしてか。

　僕はその言葉を断れなかった。

　断っちゃいけない、気がしたんだ。

「わかった」

　一言だけ、呟つぶやいてから部屋のドアを開ける。

　そこにいたのは、ヌイグルミっぽい枕まくらを抱えたパジャマ姿のカレン。

　彼女は顔を俯うつむかせたまま部屋に入ってきてから、

「お、お邪魔します」

「カレン。ここはきみの家なんだし、そんなに律儀に挨あい拶さつしなくても」

















「うっ……でも、少し緊張しちゃって」

「え？　どうして緊張するのさ？」

「そ、それは……」

　カレンは顔を俯うつむかせたままで「……そうちょーにお願いがあったから」と呟つぶやいた。

　そして──。

「──そうちょー」

　彼女は、パッと覚悟を決めたように顔を上げてから。



「カレンと一緒に寝てくれないか？」



「………」

　あまりのことに言葉を失う僕。

　い、一緒に寝るって……それはつまり……！

「あっ、ち、違うぞ！　寝るって言っても、別にいやらしい意味じゃなくてだな！」

　バタバタと手を振りながら必死に否定するパジャマカレン。

　ヤバイ。小動物チックなカレンがこんなリアクションをするのはかなり可愛かわいくて思わず見み惚とれそうに……って、クールクールクール。落ち着け桜さくら鉄てつ之の介すけ。

　つまり、カレンが言いたいのは……。

「要するに、僕に添い寝して欲しいってこと？」

「ま、まあ、簡単に言えばそういうことだな」

「でも、どうしてそんなことをしようと思ったのさ？　いくらカレンがちっちゃくて子供っぽいからって僕と添い寝をするのは……」

「ちっちゃいのは関係ないだろっ！」

　むーっと子犬のように唸うなるカレン。

　いや、十分関係あると思う。なにせカレンって見た目だけなら小学生ぐらいに見えるし。まるでオバケが怖くて親のベッドに潜り込んできた子供である。

「……全部、パパが悪いんだ」

　はあっと息を吐ついてから、カレンは語り始めた。

「さっき、パパがカレンの部屋を訪ねてきて『カレン。今日は色々なことがあって眠れないだろうから、子供の頃ころみたいに添い寝をしてあげよう』って」

「まあ……ちょっとお節介だけどいい父親なんじゃない？」

「でも、ビデオカメラを持ってたぞ？」

「………」

　さすがは狼かみ谷や父。

　娘の寝顔を録画する気満々じゃん。

「だから、カレンは言ってやったんだ。『そうちょーのところに行くからパパは部屋に帰っていいよ』って」

「えっ……だ、大丈夫だったの？　ほら、カレンのお父さんってちょっとエキサイティングな人だし、僕とカレンが一緒に添い寝するなんて聞いたら怒り狂うんじゃ……」

「大丈夫。保険があるって言ってたから」

「保険？」

「もしそうちょーがカレンにいやらしいことをしたら、そうちょーの身体に仕掛けられた自爆装置を作動させるって」

「地味に怖いことを言い出すのはやめてくれない!?」

　ていうか、自爆装置って。えっと……冗談ですよね？　僕の身体を創つくったのは姉さんだけど、さすがのあの人でも自爆装置を搭載するはずが……。

「………」

　……ダメだ。

　あの人ならやりかねない。

　なにせ桜さくら家ナンバー１のトラブルメーカー。サーカスインダストリアルの最先端技術が詰め込まれたこの身体を守るために自爆装置を積み込ませたのかも。やってることがどっかの国の秘密諜ちよう報ほう部みたいである。

「とりあえず、事情はわかったよ。カレンは狼かみ谷や父から逃げるために僕の部屋まで来たわけだね」

「う、うん。それに……眠れなかったのは本当のことだし」

「えっ……どういうこと？」

「だ、だって……今日は色んなことがあっただろ？　だから……」

　そこまで言って、カレンは気まずそうに黙ってしまった。

　……ああ、そうか。

　カレンは今日僕が生体アンドロイドだって知らされてしまった。

　さっきは『大した問題じゃない』なんて言ってたけど……実際は結構ショックを受けてるのかもしれない。

「───」

　けど、そんなのは当たり前だ。

　僕だって友だちが生体アンドロイドだって……人間じゃないって知らされたらビックリするしさ。

　だから、カレンは──。

「それに……そうちょーと話したいこともあったし」

「話したいこと？」

「うん。だから、カレンと添い寝して欲しいんだ。それとも……そうちょーはカレンと一緒に寝るのは嫌なのか？」

「うっ……」

　うわー、そんなすがるような目で見つめられたら非常に断りづらい。まあ、嘘うそか本当かわからないけど自爆装置の件があるから僕はカレンに手を出せないわけだし、添い寝をするぐらいなら問題ないか……。

「……わ、わかった。じゃあ、一緒に寝よっか」

「ホントか!?　ありがとう、そうちょー！」

　ぱあっと輝くスマイルを浮かべるチビオオカミ。

　ああ、こんなに喜んでくれるんなら断らなくてよかったのかもしれない。……いえ、女の子と添い寝をするとかかなり恥ずかしいけどね。

「じゃあ……お、お邪魔します」

　僕が先にベッドに入ると、カレンが緊張した様子でさっきと同じセリフを言った。

　そして、暗くら闇やみの中で微かすかに感じるカレンの温かさ。

　どうやらカレンもベッドに入って来たらしい。

「………」

　……なんだこれ。

　これは予想以上に恥ずかしいぞ。

　ついつい僕はカレンから視線を外すように彼女に背中を向ける。よく考えたらカレンは可愛かわいい女の子だし、ドキドキするのは無理もない話である。

　でも、カレンは僕に話があるって……。

「!?」

　瞬間、呼吸が止まりそうになった。

　ぎゅっと。

　カレンが僕の背中に抱きついていた。

「カ、カレン？」

「……ごめん、そうちょー。少しだけ、こうさせてくれ」

「えっ……ど、どうして？」

「実は……前から一度ロボに抱きつきながら眠りたいって思ってたんだ」

「そんなあからさまな嘘を吐つくのはやめようよっ！」

　いくらなんでもそんな突飛な願望はありえない。いや、狼かみ谷や父と添い寝をすればすぐに叶かなえられるお手軽な夢だけどさ。

「もしかして……そうちょーは、カレンとこうしていたくない？」

「………っ」

　……卑ひ怯きようだ。

　そんな弱々しい声を出されたら、とてもじゃないが断れないじゃないか。

「わ、わかったよ。今はカレンの頼みを聞くから」

「……ホントか？　……ありがとう、そうちょー」

　お礼を言ってから、僕の身体を強く抱きしめるカレン。

　トクントクンっと背中に伝わってくる彼女の鼓動。服越しに感じる女の子の柔らかさ。微かすかに漂う甘い香り。

　狼かみ谷やカレン。

　ロボ研のメンバーにして、僕のクラスメイトの女の子……。

「………」

　でも、どうしてだろう。

　なぜか、今のカレンはすごく心細そうに見えて──。

「──そうちょー」

　そして、

　ぎゅっと僕の身体を抱きしめながら、

　ゆっくりと、カレンは言葉を紡いだ。



「そうちょーは……いなくなったりしないよな？」



「……え？」

　一瞬、彼女の言葉の意味がわからなかった。

　しかし──すぐに理解する。

　今日、僕とあるみはカレンたちに事情を話した。

　僕とあるみの本当の関係性。

　僕が生体アンドロイドであるという事実。

　そして、姉さんが僕のことを連れ戻そうとしていること。

　それは僕が代用品スペアで、桜さくら鉄てつ之の介すけ本人じゃないからで──。

「あっ……そ、そうちょー？」

　カレンが驚いたような声を上げる。

　彼女の言葉に応こたえるように、僕は彼女の手を握りしめていた。

　──ああ。

　きっと、カレンは怖かったんだと思う。

　高校デビュー。

　この半年間、僕たちは自分たちの目標を叶かなえるためにがんばってきた。

　だからこそ、怖かったんだ。

　カレンは僕がいなくなったりしないか……そんな不安に怯おびえていたんだ。

　だから──。

「………っ」

　ぎゅっと。

　さらに強く、カレンは僕の身体を抱きしめてきた。

　──静寂。

　どこか温かい静寂だけが部屋を満たしていく。

「………」

　その中で僕は考える。

　なぜ姉さんは僕を連れ戻そうとするのか？

　そして、桜さくら鉄てつ之の介すけが引きこもりになってしまった理由について──。

「───」

　そして、夜が更けていく。

　背中から伝わってくる小さなクラスメイトの鼓動に耳を澄ませながら、僕はゆっくりと瞼まぶたを閉じた。



「あら。おはようございます、鉄之介さん」

　翌朝。

　顔を洗おうと洗面所まで行くと、そこにいたのは制服姿の姫ひめ宮みや先輩だった。

「姫宮先輩、早いんですね」

「それはあなたも同じでしょう？　まだ朝の六時なのに」

「まあ、それもそうですが」

　気まずさを誤ご魔ま化かすように寝癖の付いた髪を触る。

　昨晩は……あまり眠れなかった。

　当然だ。なにせ隣には無防備なクラスメイトの女の子が寝ているのである。しかもカレンは僕の身体に抱きついたまま眠ってたし。あの状況で安眠できるほど僕の心臓はタフじゃない。

「………」

　でも、昨日のカレンの言葉は忘れられそうになかった。

　最初は隠そうとしていたけど、きっと彼女は僕が生体アンドロイドだってことにショックを受けていたんだろう。

　だから昨日僕と添い寝しようなんて言ってきた。

　けど──。

「───」

　だとしたら、姫ひめ宮みや先輩とあるみはどうなんだろう？

　二年前の──死んでしまう前の僕を知らないカレンならまだしも、彼女たちは僕のことを知ってるんだ。

　桜さくら鉄てつ之の介すけ。

　本当の僕のことを──。

「ところで、鉄之介さん」

　と。

　姫宮先輩はやけに真剣な表情で。

「昨日の夜は、カレンさんとベッドを共にしたんですか？」

「………」

　……どうしよう。

　僕の人生に関かかわるトップシークレットがものの見事に漏ろう洩えいしちゃってる。

「ど、どういう意味ですか、姫宮先輩？」

「ふふっ。しらばっくれないでください。昨日の夜、廊下を歩いていたら偶然あなたの部屋に入っていくカレンさんを見ましたの」

「へ、へえー、そうなんですか。でも、僕はおかしなことは何も……」

「では、カレンさんの方から？　もう、いくら自分の屋敷だからって、カレンさんったら意外に大胆で……」

「そういう意味でもなくて！」

「わかっていますわ。カレンさんはそんなことしませんもの」

「だったらからかうのはやめてください……」

　なんだか心配して損した気がする。

　この様子なら姫宮先輩は僕が生体アンドロイドだったってことにあんまりショックを受けてないんじゃ──。

「でも──カレンさんの気持ちもわかる気もします」

　けれど。

　どうしてか、姫宮先輩はそんな言葉を零こぼした。

「昨日の話は、なかなかショックが大きかったですから」

「姫宮先輩……」

　……ああ。

　もしかしたら、昨日この人もカレンと同じようなことをしようとしたのかもしれない。



『昨日の夜、たまたま廊下を歩いていたら偶然あなたの部屋に入っていくカレンさんを見ましたの』



　さっき姫ひめ宮みや先輩はそう言った。

　でも、どヽうヽしヽてヽこヽのヽ人ヽはヽタヽイヽミヽンヽグヽ良ヽくヽ廊ヽ下ヽをヽ歩ヽいヽてヽいヽたヽんヽだヽ？　その答えが、カレンと同じように僕の部屋を訪ねることだったとしたら──。

「───」

　つまり、姫宮先輩は僕と話をしようとしていた。

　だけどカレンの方が先に部屋に入っていってしまった。

　だから、彼女は──。

「──鉄てつ之の介すけさん」

　と。

　考え込む僕に、姫宮先輩はにっこりと微笑ほほえんでから。



「これから、デートしませんか？」



「──はい？」

　あまりにも突然の申し出に、驚いてしまう。

　デートって……なんでそんなことをしなくちゃいけないんだ？

「お願いします、鉄之介さん。わたくしには──確かめたいことがあるんです」

　ひどく真しん摯しな表情で告げる姫宮先輩。

　その言葉にドクンッと大きく心臓が脈打った。

　確かめたいこと。

　もしかしたら、それは……。

「一緒に確かめに行きましょう、鉄之介さん」

　そう言って。

　彼女は、僕の腕をぎゅっと掴つかんだ後で──。

「わたくしはどうしても知りたいんです。二年前に──どうして桜鉄之介あなたが死んでしまったのかが」










第10話　ヴァンパイアデート





「はい、どうぞ。これはわたくしの奢おごりですから」

　揺れる電車内。

　対面の席に座った姫ひめ宮みや先輩が、僕に清涼飲料水のペットボトルを差し出してきた。

「……ありがとうございます。でも、よかったんですかね？　二人だけで出てきちゃって……」

　ペットボトルを受け取りながら質問する。

　そう──今朝の姫宮先輩のデート宣言の後、僕と彼女はこっそりと屋敷を出てきた。

　二人きりで外出するのはどうかと思ったけど……どうしてか、僕には姫宮先輩の申し出を断ることができなかったんだ。

「大丈夫ですわ。一応、あるみさんとカレンさん宛あての置手紙をしておきましたから。『少しだけ鉄てつ之の介すけさんと出かけてくる』と」

「そうなんですか。じゃあ、大丈夫ですね」

「ふふっ。当たり前ですわ。このわたくしの行動に間違いなんてありませんもの」

「あの、姫宮先輩？　自信満々なのはいいんですけど……一つ質問してもいいですか？」

「何かしら、鉄之介さん」

「どうして……僕はこんな恰かつ好こうをしなくちゃいけないんですか？」

　自分が身に纏まとっている衣装に目を向けながら訊たずねた。

　制服。

　しかも、僕たちが通う春原すのはら高校の女子制服である。カレンの屋敷を出た後、一度姫宮先輩のアパートに連れて行かれた僕はどうしてかコスチュームチェンジを強要されたのだ。

　いわゆる、『サクラさん』スタイルである。

　もう文化祭は終わったってのに、こんなことをする必要はないような……。

「あら、その恰好には重要な意味があるんですのよ？　今鉄之介さんとわたくしはデートの真っ最中。なのに、暗い雰囲気になってしまったら敵かないませんからね。だから、女装をして雰囲気を明るくしてもらおうかと」

「姫宮先輩。はっきり言っておくんですが、女装をしたからって雰囲気が明るくなるわけじゃ……」

「でも、テンションは上がるでしょう？」

「上がりませんよっ！」

　どうやらこの人とは僕の性癖について一度真剣に話し合わなければならないようだ。確かに文化祭前はよく女装をしてたけど、あれだって好きでやってたわけじゃない。すべてはバンドを成功させるためだ。

「いいじゃないですか。とっても似合ってますよ」

「嫌な褒め言葉ですね」

「どうせなら女の子に改造してもらったらどうですか？」

「改造って何!?」

「だって、鈴すず音ねさんの言葉が真実ならあなたは生体アンドロイドなんでしょう？　だとしたら、そういう変形もできるんじゃ……」

「お願いですからさらっと怖いことを言わないで！」

　そのトランスフォーム機能は恐ろしすぎる。そして、もっと恐ろしいのが姉さんなら好き好んでそういう機能をつけそうだってことだ。あのトラブルメーカーの思考はかなりぶっ飛んでるからな。

　けど……姉さんか。

「姫ひめ宮みや先輩。一つ質問なんですが、姉さんは何を考えていると思いますか？」

　対面に座る姫宮先輩に訊たずねた。

　──昨晩。

　結局姉さんからのアプローチはなかった。もしかしたら狼かみ谷や父が何らかの圧力をかけてくれたのかもしれないけど、カレンの屋敷を出た後も何も接触してこない。

　あんなに僕のことを捕まえようとしてたのに……。

「そうですわね」

　ふうっと。

　一度だけ、姫宮先輩は息を吐いてから。

「わたくしの個人的な意見ですが──鈴音さんは、わヽたヽくヽしヽたヽちヽをヽ試ヽしヽてヽいヽるヽよヽうヽなヽ気ヽがヽしヽまヽすヽわヽ」

「えっ……どういう意味ですか？」

「簡単です。昔から仲が良かったのであの方の性格はよく知っていますからね。鈴音さんが本気で鉄てつ之の介すけさんを取り戻す気なら、きっと昨日の夜のうちに何かしらアクションを起こしていたとしても不思議じゃありません」

「確かに、姉さんはやると決めたらすぐに実行する人でしたからね」

「なのに、何もしなかったということは……鈴音さんはわたくしたちをあえて自由にしているんじゃないかと思いますの。まあ、どうしてそんなことをしているかまではわかりませんけどね」

「………」

　……あえて自由に、か。

　でも、だとしたら、僕たちに一体何をさせる気なんだ……？

「ですから、今のうちにやれることをやっておきましょう。まあ、だからこそこうして電車に乗っているわけですが」

　窓の外を流れる景色を眺めながら言う姫ひめ宮みや先輩。

　そう、この電車は夏休みに僕がくるみと乗ったものと同じ。

　つまりは──僕の生まれ故郷へと向かう列車。



『あなたちが求める答えのヒントは、彼が死んだ場所──夏祭りの事故が起きた町にあるわ』



　昨日の夜、黒くろ医い先生は僕たちにそう言った。

　だから僕たちはそこに向かうことにしたんだ。

　僕たちが求める答えのヒント──桜さくら鉄てつ之の介すけが引きこもりになった本当の理由。そして、彼の死因を探るために。

「けど、気になることがありますわね」

　姫宮先輩は、少しだけ憂ゆう鬱うつそうな声で、

「どうしてくるみさんは、わたくしたちのところに来ないんでしょう？」

「あっ……」

　そうだった。

　桜くるみ。

　昨日の夜、部室で別れてしまった後もあいつからは何の音おと沙さ汰たもなかった。もしかしたら姉さんや黒医先生と一緒にいるのかもしれないけど……だったらあるみに連絡の一つぐらいよこしても不思議じゃない気がする。あいつって重度のシスコンだしさ。

「………」

　──けど。

　ひょっとしたら、くるみはあヽるヽみヽとヽ会ヽいヽたヽくヽなヽいヽ理ヽ由ヽでヽもヽあヽるヽのヽだヽろヽうヽかヽ？

　姉想おもいなくるみがあるみに会いに来ない理由はそれしか思いつけない。

「───」

　そう言えば、くるみは昨日部室でこう言っていた。



『猫ねこ子このパソコンに入ったデータを解析してるうちにわかったんです。桜鉄之介って人間は……二年前にいなくなっちゃったはずなんです』



　くるみは黒医先生のパソコンからサーカスインダストリアルが行っていたＥプロジェクトのデータを盗み見た。

　もしそこで、くヽるヽみヽがヽ何ヽかヽをヽ見ヽつヽけヽてヽしヽまヽっヽたヽとヽしヽたヽらヽ？

　たぶんそれは僕たちが知らない情報。

　そして、それを僕やあるみに伝えたくなくて、わざと会いに来ないんだとしたら──。

「まあ、大丈夫でしょう。たぶんくるみさんは鈴すず音ねさんたちと一緒にいるんだと思いますが、あの二人もくるみさんに危害は加えないでしょうし」

「……そうですかね？」

　どうも不安になる。なにせ、一緒にいるのが姉さんと黒くろ医い先生。トラブルメーカーとサディスティックティーチャー。たとえ時給が発生したとしても一緒にいたくないコンビである。

「それに──わたくしはもっと気になることがありますの」

「気になること……ですか？」

「はい。それで、鉄てつ之の介すけさん。一つ質問したいのですが──」

　どうしてか。

　姫ひめ宮みや先輩は少しだけ恥ずかしそうに顔を染めてから──。



「あなたは、あるみさんのことをどう思っているのですか？」



「………」

　……助けて、神様。

　どうして僕は女の子の先輩からこんなことを訊きかれなくちゃいけないんですか？

「答えてください。これは大事なことなのです」

「だ、大事って……どうしてそこまで気にしてるんですか？」

「そ、それは……だって、昨日あなたはあるみさんに告白していたじゃないですか。わたくしはロボ研の部長。部員同士の恋愛関係に気を配るのは当然ですっ」

「まあ、理屈はわかりますが……」

　ついつい姫宮先輩の言葉に考え込んでしまう。

　確かに、僕は昨日の文化祭であるみに好きだって言った。

　それに──思い出したんだ。

　初恋。

　子供の頃ころ、僕はあいつのことを好きだった。身寄りを失くしてしまって、桜さくら家に引き取られた小さな女の子。最初は心を開いてくれなかったけど、徐々に仲良くなった僕の妹。

　僕は、いつからかあいつに惹ひかれていた。

　だからそのことを思い出した僕は、昨日あいつにその気持ちを伝えてしまったんだと思う。

　けれど──。

「───っ」

　ゾクッと。

　頭を過よぎった考えに背筋が凍り付きそうになった。



　だって──あるみのことを好きだったのは、桜ヽ鉄ヽ之ヽ介ヽだヽ。



　子供の頃ころにあいつの心を開いて、兄妹になったのは今の僕じゃない。

　所しよ詮せん、僕は桜さくら鉄てつ之の介すけの代用品スペア。

　あるみを好きだったっていう記憶を入れられただけの生体アンドロイドニセモノに過ぎない。

　だったら、告白の返事なんか聞けるわけがない。

　だって、今の僕は──。

「大丈夫ですか、鉄之介さん」

「あっ……」

　気付いたら、姫ひめ宮みや先輩が心配そうに僕の顔を覗のぞき込んでいた。

　……くそっ、ネガティブに考えるな。

　きっと姫宮先輩だって僕が生体アンドロイドだってことにショックを受けてるはずなんだ。

　だから、こんな風に僕とデートしようなんて言い出したんだと思う。

　昨日のカレンと一緒で、僕に伝えたいことがあったから──。

「───」

　それなら、僕はちゃんと向かい合わなくちゃいけない。

　姫宮姫ひめ乃の。

　この半年間、彼女は先輩として僕の高校デビューを支えてくれたじゃないか。

　そう、いくら僕が桜鉄之介の代用品スペアでもこの半年間高校デビューのために頑張ってきたことだけは嘘うそじゃない。

　それなら──。

「僕なら大丈夫です。ちょっと気分が悪くなっただけですから。それと──あるみへの告白の件ですが、改めて自分でも考えてみようかと思います。姉さんに僕が生体アンドロイドだって伝えられて、あるみも混乱してるようでしたし」

「鉄之介さん……」

「心配してくれてありがとうございました、姫宮先輩。おかげで、少し楽になれた気がします」

「っ。こ、これくらいのことは当然ですわっ。わたくしは部長なのですから」

　少しだけ顔を赤く染めながら、

　……よかった。

　姫ひめ宮みや先輩に気を遣わせちゃいけない。勘のいいこの人のことだから、桜さくら鉄てつ之の介すけの代用品スペアだってことに僕自身がショックを受けてることに気付いてると思う。だから、僕のことを気遣ってくれる。

　自分もショックを受けてるのにも拘かかわらず……だ。

　だから、今は僕もしっかりしなくちゃいけない。

「ところで、姫宮先輩。そろそろ目的地に着きますけど、どうするんですか？」

　現在の時刻は午前十時すぎ。

　予定だとあと十数分で故郷の町に辿たどりつけるはずだ。

　でも、そこからどうすれば──。

「そうですわね。とりあえず、町を回ってみましょうか」

「まずは探索ですか」

「ええ。ただ、鈴すず音ねさんの口調だと鉄之介さんが死んでしまったということは公にされていないみたいでしたわ。あるみさんのために、その事実を隠していたはずですから」

「じゃあ、町に行っても桜鉄之介が死んだ記録は残ってないかもしれませんね」

　だとしたら、どうすればいいんだろう？

　桜鉄之介の故郷。

　そして、彼が死んだ町。

　そこに彼の痕こん跡せきが残っていないとしたら──。

「──いいえ。方法はありますわ」

　しかし。

　僕の不安を遮るように姫宮先輩は言った。

「鉄之介さん。鈴音さんはあなたにこう言ったんですわよね？　あなたは桜鉄之介を完かん璧ぺきに演じるために創つくられた生体アンドロイドだと」

「……ええ。あんまり思い出したくないですけど、その通りです」

　そう、姉さんは確かに言っていた。

　僕は桜鉄之介の代用品スペア。

　そして、桜鉄之介の代用品スペアとしてあるみの傍そばにいるために、桜鉄之介が体験したであろう記憶を完璧にインストールしておいたって──。

「───っ！」

　瞬間、心臓の鼓動が大きく脈打った。

　記ヽ憶ヽをヽ完ヽ璧ヽにヽイヽンヽスヽトヽーヽルヽしヽたヽ？

　それは、つまり……。

「……気付いたようですわね。あなたは桜さくら鉄てつ之の介すけを完かん璧ぺきに演じるために創つくられた生体アンドロイド。そのために鈴すず音ねさんは桜鉄之介の記憶をあなたにインストールした。だとしたら──」



　桜鉄之介あなたが死んでしまったときの記憶も、残っているんじゃないですか？



「───っ」

　その言葉に呼吸すら止まりそうになる。

　姫ひめ宮みや先輩は休むことなく、続ける。

「確か、記憶の改ざんでしたか？　鈴音さんがそんなものをあなたにしていたと言っていたそうですわね。だから──たとえ記憶をインストールされていてもあなたはその理由が思い出せないのかもしれません」

「だ、だったら……」

「ですが、思い出せる可能性がゼロというわけじゃないと思いますの。だから──町に行くんです。本物のあなたが死んでしまった町へと」

「………っ！」

「……ごめんなさい。こんなことをするのは気分が悪いかもしれませんが……お願いです。わたくしは、どうしても知りたいんです。あなたが──桜鉄之介が死んでしまった理由が……」

　姫宮先輩は胸の前で掌てのひらを組みながら、祈るような顔で僕に言った。

　……くそっ。

　ずるいぞ。

　こんな顔をされたら、とてもじゃないけど断れないじゃないか。

「──わかりました。あっちに行ったら、町を回ってみましょう。なにか思い出すかもしれませんし」

　自分の口ではっきりと断言する。

　それに、僕だって知りたいんだ。

　桜鉄之介が死んでしまった理由。

　どうしてか、それを知ることができるまでは、あるみから告白の返事を聞いちゃいけない気がするんだ。

「──ありがとうございます、鉄之介さん」

　にっこりと。

　上品に微笑ほほえみながら、姫宮先輩はお礼を言ってきた。

　うーん、やっぱりこの人って可愛かわいい女の子だよな。普段は吸血鬼みたいに恐ろしいけどこうして僕のことも心配してくれるみたいだし、やっぱり根はいい人で……。

「では、お礼をしなくてはいけませんね」

「……はい？」

「決まっているでしょう？　あなたはわたくしのお願いを聞いてくれました。だったら、先輩としてちゃんとお礼をしなくてはいけませんわ」

「………」

　……警戒警報発令。

　今までの経験上、この人がこんな風にやけに張り切り出したときは絶対にロクなことが起こらない。それはインストールされた桜さくら鉄てつ之の介すけの記憶やこの半年間の経験で嫌というほどわかっているのだ。

「……むっ。なんですか、鉄之介さん。そんなに嫌そうな顔をして」

「い、いえ。別に嫌なわけじゃないですよ？　ただ、お礼をしてもらうのも悪いなって思って……。ていうか、姫ひめ宮みや先輩。一体どんなお礼をしてくれるんですか？」

「えっ……」

　訊きき返すと、どうしてか姫宮先輩は「そ、それは……」と顔を耳まで赤くしてしまった。

　………？

　なんだろう？

　どうしてこんなに恥ずかしそうにしてるんだ？

「うっ……」

　なぜか。

　姫宮先輩はきゅぅぅぅうっと桃色の口唇を噛かみしめた。

　──そして。

「鉄之介さん」

　まるで覚悟を決めたように。

　僕の顔を強く見つめがら──。



「わたくしが……あなたの恋人になってあげますわっ」



「………」

　瞬間。

　僕はこの人と二人きりで屋敷を出たことを、ちょっとだけ後悔した。



「さあ、鉄之介さん。あなたにはこの服が似合うと思いますわ」

　手に持った洋服を僕に差し出しながら、姫ひめ宮みや先輩が満面の笑みで言った。

　──電車を降りた後。

　目的地──僕の故郷の町へとたどり着いてから、姫宮先輩と僕はとりあえず町を散策してみた。そう、すべては僕の記憶を呼び起こすため。

　しかし、今のところ成果はなし。

　いくら町を歩いても何も変化は起きなかった。

　なので、姫宮先輩が少しだけ休憩しようと言い出して……。

「あの、姫宮先輩？　どうして休憩場所がこんなところなんですか？」

「ふふっ。いいじゃないですか。色んな洋服がありますし」

「いや、洋服って言われても……」

　思わず店内に飾られた衣装に目を向ける。そこにあったのはどこか一般向けとは違うアニメっぽいコスチュームの数々。

　コスプレショップ。

　あえて言うならそんな名称の店だろう。なぜか、姫宮先輩が休憩場所に選んだのはこの店だった。

「ていうか、どうしてこんな田舎町にコスプレショップが……」

「駅前でもらったこのパンフレットによると、町おこしの一環らしいですわよ？　ほら、最近よくあるでしょう？　アニメのモデルになった場所が聖地としてファンに巡礼されて、それにかこつけてアニメキャラがプリントされたお土産を大量生産するとか」

「つまり、この店も似たようなものだってことですか」

　だとしてもこんな田舎にコスプレショップを開くのはなんとなく間違っている気がする。大丈夫なのか、経営者。こんな営業理念じゃこの先生き残っていけないぞ。見たところ店員さんもやる気なさそうな感じでレジから動かないし。

「とにかく。この服を着てみてください。サイズはピッタリなはずですから」

「……あの、姫宮先輩。これってどう見ても女の子が着る服に見えるんですが……」

「大丈夫ですわ、サクラさん」

「その名前で呼ぶのはやめてくれませんっ!?」

「でも、あなたは桜さくら鉄てつ之の介すけ本人じゃなかったわけですし、鉄之介さんと呼び続けていいのかと思いまして……」

「だからって女の子扱いするのもどうかと思います！」

　ちなみに、姫宮先輩が持っているのは巫み女こ服。男が巫女服を着る時点でかなり間違っている気がする。本職の巫女さんが知ったら祟たたられそうだ。

「もう、ノリが悪いですね。あなたはわたくしの恋人ですのに」

「……いえ、ですからどうしていきなり恋人なんですか」

　あの電車内。

　姫ひめ宮みや先輩は僕を恋人にしてあげると言った。

　つまりは──恋ヽ人ヽごヽっヽこヽ。

　なんだかゴールデンウィークのときも似たようなことをした気がする。この人なりに僕のことを励まそうと明るく振る舞ってくれているのかもしれないけどさ。

「もしかして……鉄てつ之の介すけさんはわたくしと恋人になるのが嫌なのですか？」

「えっ……別にそういうわけでは……」

　答えた瞬間、姫宮先輩は「じゃあ、いいじゃありませんか」と言って僕の方に身体を寄せてきて……うわああああなんで急に腕を組んでくるんだこの人は！

「ひ、姫宮先輩……！」

「うふふっ。恋人ならこれぐらい普通でしょう？　わたくしと鉄之介さんは意外と相性も良さそうですし。もしかしたら、赤い鎖で繋つながれているのかも」

「それを言うなら赤い糸ですよね!?」

「あら、わたくしは大して変わらないと思いますけど？」

　にこやかに微笑ほほえむ姫宮先輩。

　うわー、ナチュラルに怖いことを言ってるぞこのお姫様。そのうち鎖で繋がれて飼われそうな気がする。江戸時代の拷問も真っ青のハードコアプレイである。

「と、とにかく！　離れてください！」

　必死に抵抗する僕。

　ていうか……胸が。姫宮先輩がやけにこっちに身体を寄せてくるせいで僕の二の腕あたりに柔らかいくせにやけに弾力のあるふにょんっとした感触が当たってるのは心臓に悪すぎるんですけど……！

「ひ、姫宮先輩、いい加減に……！」

「そうですわね。わたくしもこんなところで抱きついているのはちょっと恥ずかしくなってきましたし……鉄之介さんがわたくしのお願いを聞いてくださるなら、離してあげてもいいですわ」

「お、お願いって……」

「この巫み女こ服を着てください」

「それはお願いじゃなくて命令っていうんですっ！」

「では、命令します。さっさと着替えなさい」

「潔く開き直っちゃったっ!?」

　何を考えてるんだこの人は。そんなに僕のことをコスプレさせたいんだろうか？　……いや、きっとこの人のことだからコスプレさせられてあたふたする僕のことを観賞したいだけだろう。相変わらず、いい趣味してますね。

「わ、わかりました。コスプレしますから、離してください」

　嫌々ながらも頷うなずくと、姫ひめ宮みや先輩は「ふふっ。素直でよろしい」と言って僕の身体から離れた。

「さあ、鉄てつ之の介すけさん。試着室はあちらです」

「りょ、了解です。けど、その前に僕からもお願いをしていいですか？」

「えっ……嫌ですわ、鉄之介さん。いくら恋人ごっこをしてるからって言って、わたくしにエッチな要求をしようだなんて」

「どうしてあなたはそういうぶっ飛んだ思考をしちゃうんですか」

「でも、鉄之介さんが望むなら……」

「えっ……？」

「わたくし、頑張りますわ。ちょうどそこにＳＭ嬢っぽいコスプレもありますし、後輩の好きなプレイに付き合ってあげるのも先輩の役目です」

「僕がそういうプレイを好きって前提がまず間違ってる！」

　ついつい口調を荒らげてツッコミを入れてしまった。

　でも、すべてこの人が悪い。ヴァンプ姫宮め。相変わらず僕のことをからかう気満々じゃないか。

「でも、だとしたらわたくしにどんなお願いをするつもりなんですか？」

「決まってます。姫宮先輩もコスプレをしてください」

「えっ……まさか、本当にＳＭ嬢を……」

「違いますっ。なんでもいいですから、コスプレをしてくださいって意味です。そうすれば、僕も着替えますから」

　一人だけでコスプレするのはどうも恥ずかしいしな。仲間がいた方がマシな気がする。この人は昨日バニーガールの恰かつ好こうをしていたし、コスプレにそこまで抵抗はないはずで……。

「ど、どうしてわたくしがそんなことをしなくちゃいけないんですか!?」

「なんで急に恥ずかしがるんです!?」

「だって、コスプレですわよ？　このわたくしがそんなことをするなんて……っ」

「けど、昨日は思いっきりバニーガールの恰好をしてましたよね？」

「あ、あれは自分ですると決めたからいいんですっ！　あなたに命令されてコスプレするのとはわけが違いますわっ！」

「いやいや、命令って……」

「同じ部活のメンバーに恥ずかしい衣装を着せようとするなんて、よくそんなことができますわね。鉄之介さんの鬼畜」

「それは鏡を見ながら言うべきセリフですよ！」

　まず僕にコスプレをさせようとしたのはあなたでしょ。

「っ。わ、わかりましたわ。では、先に着替えてきますので……ちょっと後ろを向いていてください」

「は？　どうしてですか？」

「だ、だって……わたくしがどんな衣装を選ぶのか見られるのは……なんだか恥ずかしい気がしますし……」

　微かすかに頬ほおを上気させながら言う姫ひめ宮みや先輩。

　うっ……なんだろう。これじゃ女の子にいけないことをさせてるみたいだ。いや、実際僕は異性の先輩に無理やりコスプレをさせようとしてるし、十分いけないことのような気もするが……。

「ほ、ほらっ！　早くっ！」

「………っ！　わ、わかりましたよ」

　姫宮先輩から巫み女こ服を受け取った後で、後ろを向く。

　数十秒後、「……では、着替えてきますね」という声と共に姫宮先輩の足音が遠ざかっていった。どうやら、衣装を選んだらしい。

「……はぁ」

　なんだか、すごく疲れた。

　まったく……どうして僕は姫宮先輩と恋人ごっこをしなくちゃいけないんだ……。

「………」

　……でも。

　きっと姫宮先輩も気を遣ってくれているんだろう。

　桜さくら鉄てつ之の介すけの死んだ理由を探す。

　それは僕にとってはあまり気分がよくないことだ。

　だから、少しでも僕たちの気持ちが明るくなるようにこんなことをしてるんだと思う。まあ、だからってコスプレさせるのはやりすぎだと思うけどさ。まったく、あの人は昔からこういうところがタチが悪くて……。



「…………て、鉄之介さんっ」



　と、そこで響いたのはソプラノボイスだった。

　反射的に、目を向けると──。

「───っ！」

　思わず、言葉に詰まった。

　ドレス。

　そこにいたのはゴシックホラー映画にでも出てくるような黒いドレスを身に纏まとった姫ひめ宮みや先輩で──。

「な、なんですかっ。そんなにジロジロ見ないでくださいっ」

　微かすかに潤んだ瞳ひとみで睨にらみつけてくる姫宮先輩。

　しかし、着ている衣装のせいかいつもの迫力がない。フリルで飾られた黒いドレス。しかも、やけに大きく胸元が開いているせいで姫宮先輩の豊満なお胸が……ぐあー、なんだこれ。いくらなんでもこんな衣装をチョイスしなくても。

「ど、どうしてそんな衣装を着てるんですか？」

「うっ……それは、鉄てつ之の介すけさんがコスプレしろと言うから」

「だからってそんなに過激なヤツを選ばなくても……」

「し、仕方ないでしょうっ。衣装の脇わきにあった説明書きを見たのですが、これはファンタジーアニメに出てくる吸血鬼キャラの衣装らしいのです。だから……っ」

　そこまで言って、恥ずかしそうに顔を俯うつむかせるヴァンプ姫宮。

　ああ、そういや姫宮先輩ってホラー映画に出てくる吸血鬼のお姫様に憧あこがれてたんだっけ。でも、姫宮先輩って元からどっかのお姫様みたいな雰囲気を持ってたし、この衣装はベストマッチというか……。

「さあ、次は鉄之介さんの番です」

　げっ。

「わたくしが言うのもなんですが、あなたに巫み女こ服はお似合いだと思いますわ」

　それこそ吸血鬼のお姫様よろしく微笑ほほえむ姫宮先輩。

　くっ……仕方ない。ここまで来たらちゃんと着替えてこよう。ていうか、着替えなかったら姫宮先輩が本気で怒っちゃいそう。

「わかりましたよ。じゃあ、試着室に行ってきますね」

「ごゆっくり。着替えを覗のぞいたりしませんから、安心してくださいね」

「……ホントですか？」

「ええ。さっき試着室の中にカメラを設置しておきましたから」

「思いっきり盗撮ですよね!?」

「ふふっ。冗談ですよ。何も仕掛けていませんから大丈夫です」

「わかりましたよ……」

　はあっと息を吐きつつ、試着室へと入る。うーむ、まさか生まれ故郷の町でコスプレをしなくちゃいけないとは。

「まあ、よく考えれば今の恰かつ好こうもコスプレみたいなもんだけどさ」

　小さな声で独り言を呟つぶやいた。

　なにせ、僕は男の子なのに春原すのはら高校の女子制服を着てる。どうして引きこもりの僕がこんなことをしなくちゃいけないんだろうか。誰だれか教えてください。

「とりあえず、着替えるか」

　嘆息しつつも服に手をかけて……って、しまった。うっかりパンツを脱いでしまった。

　巫み女こ服に着替えるだけなら下着を脱ぐ必要はないのに。姫ひめ宮みや先輩のドレス姿なんてものを見たせいで頭が混乱してるのかもしれん。

「……ていうか、この絵面はちょっと危ないな」

　試着室の鏡に映っているのは、女子制服を着ながらパンツを脱ぎ捨てた僕。スカートのおかげで大事なところは隠されているが、どうも落ち着かない。くそっ、さっさとパンツを穿はかないと……。

「──鉄てつ之の介すけさん！」

「!?」

　が。

　瞬間、心臓が止まりそうになった。

　いきなり、姫宮先輩が試着室に飛び込んできたのだ。

「ちょ……姫宮先輩!?　いきなり何を──」

「──シッ。大声を出さないでください」

　バッと入って来るなりこちらの口を塞ふさぐ姫宮先輩。

　……なんだ？

　どうも姫宮先輩の様子がおかしい気がする。これじゃまるで、何かから逃げてきたみたいな……。

「なあ、あるみん。本当にこんなところにそうちょーたちがいるのか？」

「！」

　試着室のカーテンの向こうから響いた声に驚きよう愕がくする。

　今の幼い声は、まさか……。

「間違いありません。マスターと姫宮さんはここにいるはずです」

　次に響いたのは感情の希薄なロボットボイス。

　……間違いない。

　どうやらこのカーテンの向こうにいるのはあるみとカレンらしい。

「ど、どうして二人がここに？」

「……わかりませんわ。もしかしたら、わたくしたちを追いかけてきたのかもしれません」

「お、追いかけてって……」

　なんで？

　ちゃんと置手紙はしたはずなのに、なぜあるみたちがここにいるんだ？

「さあ、カレンさん。二人を捜しましょう」

「うん。でも、どうしてあるみんはそんなにそうちょーたちの行方が気になるんだ？　ひめのんの置手紙に書いてあったろ？　『少しだけ鉄てつ之の介すけさんと出かけてくる』ってさ」

「たっ、確かにそうですが……」

「それにこの町はあるみんとそうちょーが育った町なんだろう？　だったら、二人がここに来たのにはちゃんとした理由があるんじゃないか？　だから、わざわざそうちょーのケータイのＧＰＳまで使って追いかけて来なくてもよかったんじゃ……」

「うっ……」

　カレンの言葉にあるみは黙り込んでいるようだった。

　ていうか、僕のケータイのＧＰＳって。そんなものを使って居場所を探ってたのかよ。妹のくせにストーカーみたいなことしてやがる。

「───」

　けど──本当にどうしてだ？

　なんで、あるみはそんなに僕たちのことを──。



「…………ずるいです」



　と。

　消え入りそうな声で、あるみはそう呟つぶやいた。

「え？　それってどういう意味？」

「だって……ずるいじゃないですか。マスターと姫ひめ宮みやさんの二人だけでこの町に来るなんて。きっと二人がここに来たのは……おにぃちゃんが死んでしまった理由を確かめるためなんじゃないかって思います。そうじゃなかったら、この町に来るとは思えませんし」

「………」

　……あるみの言う通りだ。

　僕たちがここに来たのは、桜さくら鉄之介の死んだ理由を思い出すためで……。

「まあ、あの二人のことですからデートでもしてるのかもしれませんが」

「………」

「でなければ、こんな店に入らないと思いますしね。ふふっ、どうしてでしょう。あの二人がデートしてると思うと……どうもイライラするんです。別に悪意があるわけじゃないんですよ？　ただ、マスターが女の子とデートしてるところを考えると……」

「お、落ち着け、あるみん！　壁が！　あるみんが手を当ててる壁にヒビが入ってるから！」

「あっ……す、すみません、カレンさん。悪意はないのですが、つい……」

「いや、悪意っていうかもはや殺意って感じだったぞ？」

「ひ、人聞きの悪いことを言わないでくださいっ。私はただ……あの二人が抜け駆けしたことが気に入らないだけですから」

　ふんっと息を吐いてプンスカ怒るあるみ。

　……エマージェンシー。

　たぶん、ここで出ていったらあるみに殺される気がする。どうやら僕と姫ひめ宮みや先輩がこっそり抜け出したことがかなり頭に来てるっぽい。

「ていうか、どうして姫宮先輩は試着室に入って来たんです？」

　外に聞こえないように小声で訊たずねる。

　さすがに姫宮先輩にそこまでひどいことはしないと思うし、こんなところに逃げ込んで来なくても。

「し、仕方ないでしょう！　コスプレしてるのをあの方々に見られるのは嫌ですもの！」

「でも、その衣装は姫宮先輩が選んで着たのに。それに、昨日もバニーガールの恰かつ好こうをしてたじゃないですか」

「あ、あれはバンドを盛り上げるために割り切ってやったことですっ。ですが、これは鉄てつ之の介すけさんがわたくしに選ばせたものですし……っ」

　むっっと小声で唸うなる姫宮先輩。

　何やら本人にもこだわりがあるらしい。そう言えば、この人はあるみたちに自分が吸血鬼のお姫様に憧あこがれてるってことを話してなかったっけ。だから、ドレスを見られるのが恥ずかしいのかもしれない。

「………」

　ともかく。

　しばらくはここに隠れてるしかないか？

　今外に出ていったら間違いなくあるみに怒られそうな気がするし、あいつの頭が冷えるまで待った方が……。

「……あの、鉄之介さん」

　そんなことを考えていると、試着室に小さなソプラノボイスが響いた。

　その主は姫宮姫ひめ乃の。

　彼女は、どうしてか恐る恐るといった口調で、



「どうして、下着を脱いでいるのですか？」



「………」

　……しまった。

　いつの間にか、姫宮先輩の瞳ひとみが脱ぎ捨てられた僕のパンツをロックオンしてる。

「た、確かに昔の方は着物を着るときに下着を脱いでいたそうですが、いくら巫み女こ服を着るからって実践しなくても……」

「ち、違います！　これには理由があって！」

「一体どんな理由ですか？」

「実は、姫ひめ宮みや先輩のドレス姿を見たせいで……」

「なぜわたくしのドレス姿を見たことが下着を脱ぐ行為に繋つながるんですか!?」

　いやらしい……まさか鉄てつ之の介すけさんがそこまで変態だとは思っていませんでしたわ……と姫宮先輩は後ずさった。

　うわー、絶対におかしな誤解をしてるぞこの人。僕は見慣れないドレス姿を目撃したせいでちょっと混乱しただけなのに。

「お、落ち着いてください。僕は姫宮先輩のドレス姿を見たせいで……」

「淫いん乱らんなことに？」

「混乱ですよ！　どうしてそこで変な方向に話を進めようとするんですか！」

「だ、だって、鉄之介さんがおかしなことを言い出すから」

「それもこれも姫宮先輩がおかしな恰かつ好こうをしてるせいです」

「なっ！　心外ですわ！　わたくしだって嫌だったのに、鉄之介さんがやれって言うから仕方なく……っ！」

　小声で抗議をしながら薄うつすらと目に涙をためる姫宮先輩。

　げっ。なんで泣きそうになってるのさ。これじゃまるで僕が悪者みたい……って、実際に悪いのは僕か。でも、最初に僕にコスプレさせようとしたのは姫宮先輩なのに。

「……いや、」

　落ち着け。

　思考を切り替えろ。

　今は姫宮先輩よりも大きな問題がある。

　それはもちろん……。

「では、カレンさん。手分けして店の中を捜しましょう。この店は割りと広いようですが、二人で捜せばすぐに見つかると思います」

「「!?」」

　あるみの容赦ないガサ入れ宣告にうろたえる僕と姫宮先輩。

　……誰だれか助けて。あるみにこの現場を押さえられたら間違いなく誤解される。なにせ僕は女装姿（ノーパン）で姫宮先輩はコスプレスタイル。しかも二人きりで試着室に入ってるんだ。どう考えても現行犯逮捕は免れない状況である。

　その前に、なんとか状況を好転させないと……！

「なあ、あるみん」

　と。

　そこで口を開いたのはカレンだった。

「？　なんですか、カレンさん」

「いや……そうちょーたちを捜す前に、一つだけあるみんに聞いておきたいことがあるんだけど」

「聞いておきたいこと……ですか？」

　不思議そうに訊きき返すあるみ。

　すると、カレンは「……うん」と緊張した感じで息を吐いてから。



「あるみんは、そうちょーのことをどう思ってるんだ？」



「なっ……！」

　はっきりとあるみが息を呑のむ音がこっちまで聞こえてきた。

「ど、どうしてカレンさんまで姫ひめ宮みやさんのようなことを言い出すのですか！」

「だって……あるみんはそうちょーとひめのんがデートしてるのが気に入らないんだろ？　それはヤキモチを焼いてるからなんじゃないのか？」

「べ、別にそういうわけでは……っ」

「ホントか？」

「っ!?　そ、それは……」

「なあ、あるみん。カレンはあるみんの友だちなんだろ？　だったら……相談ぐらいなら乗るぞ？」

「カレンさん……」

　カレンの名前を呟つぶやいてから、あるみは黙ってしまった。

　──そして。

　少しだけ沈黙が流れた後で──。



「……わからないんです」



　彼女は、そんな言葉を零こぼした。

「私には……自分がマスターのことをどう思っているかわからないんです」

「でも、あるみんはそうちょーに告白されてたよな？」

「……はい。カレンさんの言う通り、私は昨日はマスターに告白されました。でも……自分の中でもまだ整理がついてないんです。だって、鈴すず音ねお姉ちゃんの話が本当だとしたら──」



　マスターは、私のおにぃちゃんじゃありませんから。



「───っ」

　ズキリ、と。

　その言葉に、胸の奥の辺りが痛んだ気がした。

「だから、告白にどう答えたらいいかわからなくて……」

「もしかして……あるみんは、死ヽんヽじヽゃヽっヽたヽおヽにヽぃヽちヽゃヽんヽのヽこヽとヽがヽ好ヽきヽだヽっヽたヽのヽかヽ？」

「………っ。そ、それは……」

　カレンの言葉に、気まずそうに黙るあるみ。

　……ああ、そうか。

　たぶん、あるみが好きなのは──桜鉄之介ホンモノの方なんだろう。

　蘇よみがえるのは、子供の頃ころにあるみと過ごした思い出。

　この町に住んでいた頃、僕たちは仲の良い兄妹だった。

　そして、僕はあるみのことが好きになった。

　もしかしたら、あるみも同じだったのかもしれない。

「───」

　だけど──そヽれヽはヽ僕ヽじヽゃヽなヽいヽ。

　だって僕はニセモノなんだ。

　いくらこの半年間一緒に高校デビューを頑張ってきたとしても、その事実だけは変えられない。

　だから、あいつが僕に告白の返事を伝えられなかったのは当然で──。

「──でヽもヽ」

　しかし。

　あるみは僕の思考を断ち切るように、言葉を紡いだ。

「私には……まだわからないことがあるんです」

「それは……おにぃちゃんが死んだ理由についてか？」

「ええ。それもあるのですが……それよりも、もっと気になるのが……」

　そこまで言って、あるみは黙ってしまった。

　そのまま「……いえ、きっと気のせいです。鈴すず音ねお姉ちゃんの話が真実なら、そんなことはありえないんですから」と呟つぶやいた。

　……なんだ？

　今あるみが言ったわからないこと。

　それが桜さくら鉄てつ之の介すけの死因じゃないとしたら、一体──。

「───っ!?」

　瞬間、思わず悲鳴を漏らしそうになった。

　姫ひめ宮みや先輩が僕のお尻しりのあたりをまさぐっていた。

「ひ、姫宮先輩、何をしてるんです？」

「落ち着いてください鉄てつ之の介すけさん。これは大事なことなんです」

「僕のお尻を触ることが!?」

「そ、そういう意味ではありませんっ。ほら、大人しくしてください」

　言いつつも、姫宮先輩は僕の腰から手を下ろしてスカートのポケットに手を伸ばした。

　そこから取り出したのは、僕のケータイである。

　彼女がそれをパチポチと操作すると──。

「……あっ」

　カーテンの向こうから、あるみの声が響いた。

「ん？　どうかしたのか？」

「いえ、いきなりマスターのＧＰＳの反応が消えてしまって……」

「もしかして、カレンたちがここに来たのに気付いて逃げちゃったんじゃないか？」

「……そうかもしれませんね。ＧＰＳの反応を消すためにケータイの電源を切ってしまったようです」

　むーっと悔しげに唸うなるあるみ。

　どうやら姫宮先輩が僕のケータイを弄いじっていたのはそういうことだったらしい。要はあるみが僕を追う手がかりをなくしたわけだ。

　これで、あるみが店を出ていってくれれば……。

「でも、もしかしたらそうちょーたちはまだこの店にいるかもしれないぞ」

　ぐわっ。

「それで、カレンたちに場所を悟られないようにケータイの電源を切ったのかも」

　……お見事。

　今日のカレンはやけに勘がいい。鍛え抜かれた警察犬のごとく僕たちを追い詰めてくる。このままじゃ見つかるのは時間の問題だぞ。

「どうする、あるみん？　もう少しここでそうちょーたちを捜すか？」

　あるみに訊たずねるカレン。

　ここであるみが頷うなずいてしまえば僕たちに逃げ場はなくなってしまうが……。

「……いえ、もうここを出ましょう」

　だけど、意外なことにあるみはあっさりと決断した。

「それに、せっかくこの町に来たので……行ってみたい場所があるんです。だから、店から出ましょう、カレンさん」

「う、うん。わかった」

　どこか強固なあるみの声に引かれるように、カレンの声が遠ざかっていった。

　どうやら、店から出ていったらしい。

　でも……。

「………」

　あるみは、どこに行く気なんだ？

　ここはあいつと僕が育った町だ。

　だから、あいつに縁のある場所と言えば……。

「──ふうっ。どうやら、助かったようですわね」

　僕と同じようにあるみが去ったと判断したのか、姫ひめ宮みや先輩がホッと胸を撫なで下ろした。

「それより……大丈夫ですか、鉄てつ之の介すけさん」

「──え？」

　突然声をかけられて驚いてしまった。

　そんな僕に、姫宮先輩はひどく心配そうな声で──。

「だって……さっきのあるみさんの言葉を聞いたとき、すごく辛そうな顔をしていましたから……」

「………っ」

　瞬間、あるみの言葉が脳裏でフラッシュバックする。



　──マスターは、私のおにぃちゃんじゃありませんから。



　確かに、あるみはそう言ったんだ。

　たぶん僕は、その言葉に少なからずショックを受けてしまって──。

「───っ！」

　直後、僕の身体を包む温かい感触。

　姫宮先輩が、僕の身体を正面からぎゅっと抱きしめていた。

　そして──。



「──大丈夫ですよ？」



　彼女は僕を安心させるようにそう呟つぶやいた。

「あるみさんは、きっと混乱しているだけですわ。あるみさんも、カレンさんとは違って亡くなってしまう前の鉄之介さんも知っていますからね。だから……心の奥底では複雑な気持ちなんだと思います」

「………」

　そう、姫ひめ宮みや先輩の言う通りだ。

　桜さくらあるみ。

　あいつは子供の頃ころの僕を知っている。そして夏祭りの日に事故に遭った後も、僕と再会することを夢見て生体アンドロイドの身体を動かすためのリハビリを頑張ってきたんだ。

　だから、今の桜鉄てつ之の介すけを──代用品スペアである僕を受け入れられないのは当然のことで──。

「そんなに不安そうにしないでください」

　僕の身体を抱きしめながら、姫宮先輩が微笑ほほえんでくれた。

「きっと──大丈夫です。わたくしもあるみさんと同じように亡くなる前のあなたを知っています。ですから、昨日の話──あなたが生体アンドロイドだということを聞いたときはショックでしたわ」

「だっ、だったら……！」

「でも……どうしてでしょうね。それでもわたくしは大丈夫だって思えるんです。もしかしたら、これは根拠のない思い込みなのかもしれません。けれど──」

　姫宮先輩は。

　その微笑みを僕に向けながら、



「あなたが鉄之介さんであることに、間違いはありませんから」



「………っ」

　……やめてください。

　声を嗄からしてそう叫びたかった。

　違うんだ。

　僕は桜鉄之介じゃない。

　ただ、その記憶をインストールされたニセモノで──。

「───っ」

　──けれど。

　気が付いたら、僕の頬ほおを温かい雫しずくが伝っていた。

「えっ……て、鉄之介さん？　大丈夫ですか？　わたくし、もしかしてあなたが嫌がることを……」

「いえ、そうじゃありません……」

　ぐいっと指で涙を拭ぬぐいながら、僕は応こたえた。

　……ああ。

　きっと僕は嬉うれしかったんだ。

　だって、姫ひめ宮みや先輩は僕のことを肯定してくれた。

　代用品スペア。

　そんな僕を、桜さくら鉄てつ之の介すけだって言ってくれたんだから。

「……ありがとうございました、姫宮先輩。おかげで、ちょっと元気が出ました」

「そ、そうですか？　それなら、よかったですわ」

　ホッと息を吐く姫宮先輩。

　ああ……なんだかんだで、この人は優しい人なんだな。いつもは吸血鬼みたいに怖いけど、後輩が困ったときはこうやって助けてくれる。

　姫宮姫ひめ乃の。

　彼女は、僕たちにとって大事な先輩で──。

「──鉄之介さん」

　と。

　姫宮先輩は、僕の身体を抱きしめたままで言葉を紡いだ。

「さっきも言いましたが……わたくしはあなたのことをニセモノだなんて思っていませんわ。いくら代用品スペアだからと言って、この半年間わたくしたちが過ごしてきた時間は嘘うそではありません。あなたは、鉄之介さんです。だから──」

　そして。

　姫宮先輩はゆっくりと僕に顔を近づけてきた。

「………」

　……あれ？

　なんだろう、このシチュエーションは。

　確かに僕は姫宮先輩のことを慕ってるけど、こんなに抱きつかれてしまうと……どうもおかしな気分になってしまう気がする。ていうか、ぎゅっと抱きついているせいで大きく開いたドレスの胸元から覗のぞく胸が身体に押し付けられて落ち着かなくて──。



「──鉄之介さん」



　そして。

　彼女は甘えるように僕の名前を呼んでから、ゆっくりとその赤い口唇を近づけて。

「んっ」



　かぷっと。

　僕の首筋に優しく歯を立てた。



「………」

　……しまった。

　たった今思い出した。

　姫ひめ宮みや先輩が僕の高校デビューを手伝うときに言った約束。

　吸血鬼ごっこ。

　そんなことをさせろって言ってたっけ。夏の間はまったくアピールがなかったから忘れてたけど、まさかこんなときに仕掛けてこなくても……！

「ひ、姫宮先輩！　僕の身体から離れてください！」

「んっ……どうしてですか？　あなたは鉄てつ之の介すけさんでしょう？」

「このタイミングでそう言われても喜んでいいかわからないんですが!?」

「もちろん、喜んでいいんですわよ？　わたくしがこんなことをしてあげるのは……あなただけですもの」

「っ!?」

　チュッと。

　口づけでもするみたいに姫宮先輩が僕の首筋に温かい口唇を触れさせた。

　……ヤバイ。

　なんなんだこのシチュエーションは。どうして僕はコスプレショップの試着室でこんなことをしてるんだろう？　そもそも、この町には桜さくら鉄てつ之の介すけが死んだ理由を探りに来たのに、これじゃ本末転倒じゃないか？

















「……鉄之介さん」

「な、なんですか？」

「………」

　訊たずね返すと。

　どうしてか、姫ひめ宮みや先輩はその頬ほおを赤く染めてから、



「今だけは……わたくしはあなたの恋人ですわよね？」



「……えっ？」

　その言葉に、僕は黙るしかなかった。

　──そして。

　姫宮先輩はゆっくりと僕の顔に口唇を近づけて──。



「何してるのよ、あんたたち」



「「!?」」

　瞬間、試着室のカーテンが開く音と同時に響いたのはひどくトゲトゲした声。そこにいたのはポニーテールが似合う女の子。

　桜くるみ。

　あるみの妹である彼女は、僕たちのことを半目で見つめていた。

「く、くるみ！　どうしてここにいるんだよ！」

　姫宮先輩の身体から離れながら叫ぶ。

　てっきりコイツは姉さんや黒くろ医い先生と一緒にいると思ったのに……。

「決まってるでしょ、お姉さまのことを追いかけてきたのよ」

「あるみのことを？」

「うん。実はこっそりケータイのＧＰＳの設定を変えてお姉さまの居場所がわかるようにしておいたの」

「おまえ、姉妹揃そろってそんなストーカーみたいなことを……」

「う、うるさいわねっ！　仕方ないでしょ！　お姉さまのことが心配だったんだもん！」

「でも、くるみさん。どうしてわたくしたちの居場所がわかったんです？」

「簡単よ。だって、試着室の前にあんたと引きこもりの靴があったもん。まあ、お姉さまたちは気付かなかったみたいだけどね」

「……なるほど。証拠はあったわけですか。けど、それならなぜわたくしたちに声をかけてきたんですの？」

「それは……」

　言って、くるみは気まずそうに黙った。

　そう言えば……どうしてコイツはあるみのことを尾行してたんだ？　心配だったんなら、普通に会いに行けばいいのに。

「………」

　それとも。

　やっぱりコイツには、あるみに会いたくない理由があるんだろうか？

　Ｅプロジェクト。

　それについてのデータを見てしまったせいで──。

「──いいわ。教えてあげる」

　たった一言。

　覚悟を決めたように、くるみはそう呟つぶやいた。

「あたしがあんたたちを──いえ、そこの引きこもりを捜してたのは、伝ヽえヽたヽいヽこヽとヽがあったからよ」

「！」

　彼女の真剣な表情に胸が緊張感で埋め尽くされる。

　伝えたいこと。

　それは──。

「でも、その前に」

　と。

　どうしてか、くるみは少しだけ頬ほおを染めてから試着室の床に落ちている物体を指さしながら──一言。

「……あんた、下着ぐらい穿はきなさいよ」



　とりあえず。

　僕たちはコスプレショップから出た。当然だ。とてもじゃないがあの場所は話をするのに向いてない。心なしか店員さんの目も僕たちに集中してたしね。

　なので、近くの喫茶店へと入ったんだけど……。

「ねえ、引きこもり。なんであんたコスプレショップを出たのに女装してるの？　もしかしてそういう趣味なの？　ヘンタイなの？」

「うるさいな。これしか服を持ってこなかったんだから仕方ないだろ」

「しかも、さっきはパンツまで脱いでたし」

「誤解を招くようなことを言うな！　あれは姫ひめ宮みや先輩のせいで……」

「鉄てつ之の介すけさんこそ誤解を招くようなことを言うのはやめてくださる!?　それじゃわたくしが脱がせたみたいじゃないですか！」

「え？　違うの？」

「なっ……く、くるみさん？　それはどういう意味ですか？」

「だって、あんたたち試着室の中で抱き合ってたし、だからてっきり……」

「違います！　わたくしは断じてそんないやらしいことはしていませんわっ！」

　バンっとテーブルを叩たたきながらプンスカ怒る姫宮先輩。その恰かつ好こうは春原すのはら高校の制服。いえ、さすがにあの吸血鬼ファッションのまま街を歩くわけにもいきませんし。

「まったく、あんたたちは騒がしいわね。これならやっぱりお姉さまと一緒にいればよかったわ」

　言って、くるみはさっき注文したクリームソーダのさくらんぼをパクっと頬ほお張ばった。

　そういや、あるみたちはどこへ行ったんだろう？

「なあ、くるみ。おまえはあるみたちがどこに行ったかわかるのか？」

「……うん。さっきも言った通りお姉さまの居場所はわかるようにしてあるから」

　ふうっと。

　くるみは息を吐いてから。



「お姉さまが今いる場所──それは、桜さくら鉄之介の実家があった場所よ」



「えっ──」

　……どういうことだ？

　確かに、この町には僕とあるみが育った家があったはずだ。

　でも、それはもうとっくに取り壊されたはずなのに……。

「どういうことなのですか、くるみさん」

　僕の疑問を代弁するように、姫宮先輩が口を開いた。

「鈴すず音ねさんから聞いたことがあります。確か、鉄之介さんたちの実家はもう取り壊されていると」

「そうね。引きこもりの両親が死んだあと、鈴音と引きこもりは親しん戚せきのうちに引き取られた。家はそのときに壊された。そう──」



　鈴音は、そんな風に嘘ヽをヽ言ヽっヽたヽはヽずヽよヽ。



「嘘うそ？」

　くるみの言葉に、思わず訊きき返していた。

「ええ。あたしが猫ねこ子このパソコンで見たＥプロジェクトのデータ。そこにはそれとはまったく違う事実が書かれていたの」

　次の瞬間、桜さくらくるみは真まっ直すぐ僕の方を見つめてきた。どうしてか、少しだけ憐あわれみの籠こもった瞳ひとみで。

　──そして。

「教えてあげる」

　彼女は。

　ゆっくりと口唇を動かして──。



「桜鉄てつ之の介すけの実家は取り壊されたんじゃない。火ヽ事ヽでヽなヽくヽなヽっヽてヽしヽまヽっヽたヽのヽ。そう──二年前にね」



「………っ！」

　──瞬間。

　僕の頭の中で──何ヽかヽがヽ繋ヽがヽっヽたヽ気ヽがヽしヽたヽ。

　二年前に死んだという桜鉄之介──彼が引きこもりになった本当の要因。

　姉さんが僕にその事実を言わなかった訳。

　くるみがあるみに会いたがらなかった理由。

　二年前に火事でなくなってしまったという僕の実家。

　そして、桜鉄之介が死んでしまった経緯。

　そのすべてが──頭の中で繋つながったんだ。

　けれど──。

「───」

　それは。

　僕にとって──いや、僕とあるみにとっては、どこまでも残酷な答えだった。










第11話　シスター





「本当によろしかったんですか、鉄てつ之の介すけさん。何も手がかりのないまま帰ってきてしまって」

　時刻は午後七時。

　僕とあるみが暮らしている家の前で、姫ひめ宮みや先輩が言った。

「はい。仕方ないじゃないですか、姫宮先輩。だって、僕はあの町で何も思い出せなかったんですから」

　そう──喫茶店でくるみから話を聞いた後。

　僕たちはこの街へと帰って来た。

　理由は、故郷の町を歩いても僕の記憶が戻らなかったからなんだけど──。

「それじゃ姫宮先輩。そろそろ遅い時間ですし、家に帰った方がいいですよ？　ほら、また明日学校があるわけですし」

「………」

　少しだけ黙った後、姫宮先輩は「……そうですわね」と呟つぶやいた。

「では、鉄之介さん。また学校で会いましょう」

「ええ。さようなら、姫宮先輩」

　別れの挨あい拶さつを告げると、姫宮先輩は少しだけ名残惜しそうにしながらも、一人夜道を帰っていった。

　──さて。

　これで僕の傍そばにいるのは──。

「ねぇ、引きこもり」

　横からくいっと服の裾を引っ張られる。

　そこにいたのは桜さくらくるみ。

　あるみの妹分である彼女は、どこか頼りなさそうに僕を見つめていた。

「あんた……これからどうする気？」

「別に何もしないよ。あっちに行っても桜鉄之介の死因は思い出せなかったんだしさ」

「でも、鈴すず音ねはあんたを研究所に連れ戻すんじゃ……」

「──ああ。そのことなら、きっと大丈夫だよ」

　たぶん、姫宮先輩の言う通り姉さんは試していたんだと思う。

　推測だけど、それは──僕が桜鉄之介の死因を思い出せるかどうか。

「───」

　だったら、きっと大丈夫だ。

　だって、僕は──。

「そう言えば、お姉さまは帰ってるのかしら？」

「どうかな？　家の明かりがついてないからまだここには帰ってきていないんだと思うけど……」

　もしかしてあるみも──知ってしまったんだろうか？

　僕の実家が火事で燃えたということ。あの喫茶店でくるみから聞いた話によると、その火事は他ほかのところに飛び火することはなく、被害に遭ったのは僕の実家だけだったらしい。そして、僕の実家があった場所にはすでに新しい家が建っているとか。

　けど──。

「───」

　それでも、近所の人から事情を聞けば僕の実家で何があったかぐらいは知れるかもしれない。

　──もし。

　それであいつが僕と同じように、気ヽ付ヽいヽてヽしヽまヽっヽたヽらヽ……。

「ん？」

　と、そこで一つの違和感を覚えた。昨日閉めてきたはずの玄関の鍵かぎが開いている。……おかしいな？　しっかり閉めたはずなのに。

　そんなことを考えながら、ドアを開けると──。



「やあ、おかえり。きみのことを待ってたよ」



　僕を出迎えたのは、何とも能天気な声だった。

　そこにいたのは白衣をまとった見慣れたシルエット。

「……姉さん」

　桜さくら鈴すず音ね。

　桜鉄てつ之の介すけの姉である彼女は、僕たちを出迎えるように一人佇たたずんでいた。



「さあ、どうぞ座って。お茶の用意はしておいたから」

　桜家のリビング。

　まるで当たり前のことのように、姉さんは僕とくるみのことを出迎えた。

「ていうか、姉さん。どうして電気を消して待ってたのさ」

「えへへ。きみのことを驚かせようと思って。ビックリした？」

「どう考えても昨日以上のビックリは得られないよ」

　なにせ自分が生体アンドロイドだって明かされたからな。あれ以上のインパクトはそうそうないぞ。

「まあ、そうだよね。むしろ、お姉ちゃんの方がビックリしちゃった」

「は？　どうしてさ？」

「だって、きみが女の子の服を着てるから」

「………」

　しまった。

　姉さんに会ったせいで、自分の服装のことをすっかり忘れていた。

「まさかそういう趣味を持つようになるなんて……もしかしてバグかな？」

「……姉さん。バカなことを言うのはやめてくれ。これは姫ひめ宮みや先輩が無理やり……」

「無理やりお着替えプレイを？」

「姉さんは僕の性癖を激しく誤解してるよね!?」

「もう、そんなに怒らないで。似合ってるんだからいいじゃない。けど、きみがビックリしなかったのは残念だな。せっかく家に帰って来たから張り切ってたのに。昨日は猫ねこ子この家に泊めてもらったし」

「黒くろ医い先生の？」

「猫子の家は広いからね。あ、ちなみにくるみも一緒に泊まったよ？　そして、お姉ちゃんと一緒にお風ふ呂ろに……」

「ちょ、ちょっと桜さくら鈴すず音ね！　あれはあたしがお風呂に入ってるところにあんたが勝手に入ってきたんでしょっ！」

「えー、背中も流してあげたのにー」

「あれもあんたが勝手に流しに来ただけよっ！」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように叫ぶくるみ。

　うーん、よく考えればくるみはあるみの妹だから、つまり姉さんの妹ってことにもなるんだよな。

　姉さん、あるみ、くるみ……か。

「………」

　……うん。

　想像を絶する三姉妹だ。

　ここまで個性的なメンツも珍しいぞ。

「……引きこもり。あんた、失礼なこと考えてないでしょうね？」

「か、考えてないよ？　それより、くるみ。おまえは黒くろ医い先生の家に帰らないのか？」

　そう、くるみだって生体アンドロイド。

　しかもまだ身体ができて間もないせいか、定期的にメンテナンスを受けなくちゃいけない。そのために黒くろ医い先生の家で同居している。

「……もうちょっとしたら帰るわよ。それに、なんていうか……」

「？　なんだよ？」

「………っ。別に、大したことじゃないけど──」

「もう、くるみも素直になればいいのに。ホントはおにぃちゃんのことが心配なんでしょ？」

「はああ!?　なんであたしがこの引きこもりのことを心配しなくちゃいけないのよ!?」

「でも、昨日は猫ねこ子この家で色々訊きいてきたでしょ？　心配してなくちゃあんなことはしないと思うけど」

「っ！　ち、違うわよっ、コイツに何かあったらお姉さまが悲しむから……っ」

　トレードマークのポニーテールをパタパタ揺らしながら必死に否定するくるみ。

　……そっか。

　コイツはコイツなりに僕のことを心配してくれてたのか。

「ありがとな、くるみ」

「なっ……どうしてあんたがお礼を言うわけ!?」

「だって、一応僕のことを心配してくれてたんだろ？　だから、ありがとう」

「っ!?」

　くるみはきゅぅぅぅうっと口唇を噛かみしめた後、「お、お礼が欲しくてやったわけじゃないわよ……」と消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　うーん、相変わらず素直じゃないヤツである。まあ、そこらへんは姉のあるみに似たのかもしれない。

「──ところで」

　と。

　会話の雰囲気を変えるように、姉さんは言った。

「きみはこれからどうするの？　サーカスインダストリアルの研究所に帰る？」

「………っ！　ちょっと！　桜さくら鈴すず音ね！」

「昨日も言ったでしょ、くるみ。彼は桜鉄てつ之の介すけの代用品スペア。それがバレてしまった以上、もうくるみたちと一緒にいる必要はないの」

「で、でも……」

　そんなのムチャクチャよ……と、くるみは小さな声で呟いた。

「だって……お姉さまたちはコイツと高校デビューを頑張って来たのよ？　それなのに、こんなにいきなり──」

「いや、いいよ、くるみ」

　彼女の言葉を遮るように、僕は口を開いていた。

　そして、次の瞬間──。



「──姉さん。僕は研究所に帰るよ」



「───っ!?　引きこもり！　あんた──」

「落ち着けって。まだ僕の話は終わってない。──ところで、姉さん。研究所に帰るのはいつなんだ？」

「そうだね。今日はもう遅いから……明日の朝でどうかな？」

「明日か……」

　……よし。

　それなら大丈夫だ。

　明日なら──まヽだヽあヽいヽつヽとヽ会ヽえヽるヽ可ヽ能ヽ性ヽがヽあヽるヽ。

「けど、いいの？　きみも研究所に帰る意味はわかってるよね？」

「ああ、もちろん。だから──一つだけ質問させて欲しいんだ」

「質問？」

　きょとんと小動物チックに首をかしげる姉さん。

　そんな彼女に、僕は言う。



「今の僕の身体は──桜さくら鉄てつ之の介すけをベースにして造つくられたものなの？」



「………っ！」

　瞬間、隣にいたくるみが息を呑のんだ。

　そう──生体アンドロイドには二種類のパターンがある。

　一つはあるみのように人間の身体をベースにして創られたタイプ。

　そしてもう一つは、ここにいるくるみのようにすべてが人工物で構成されているタイプ。

　だったら、僕は──。

「───」

　──いや。

　こんな質問に意味はない。

　だって、これは確認なんだ。

　おそらく、僕の推測が当たっているなら──。

「──ふふっ」

　クスッと。

　微かすかに笑ってから、姉さんは言った。

「いいよ、教えてあげる。今のきみの身体は桜さくら鉄てつ之の介すけをベースにしたものじゃないよ。つまりはくるみと同じ純度一〇〇％の生体アンドロイド。きみは──あヽるヽみヽとヽはヽ違ヽうヽのヽ」

「……そうなのか」

　……うん。

　これでたぶん繋つながった。

　僕の身体が桜鉄之介をベースにして造られたものじゃない。

　それはつまり、桜鉄之介を使えない理由があったからなんだと思う。

　そして、それがわかっただけでも、僕は──。

「──ありがとう、姉さん」

「？　どうしてお礼を言うの？　お姉ちゃんはきみのことをみんなから離ればなれにさせようと思ってるのに。それに──お姉ちゃんは、きみの本当のお姉ちゃんじゃないんだよ？」

「わかってるよ。それでも、姉さんは四月に僕とあるみのことを会わせてくれただろ？」

「………」

「たぶん、姉さんは桜鉄之介の代用品スペアとして接してくれたんだろうけど、それでも僕は……ほんの少しだけ感謝してるから」

　そう──桜鈴すず音ね。

　本当にメチャクチャな人だったけど──この人のおかげであるみはあの夏祭りの事故から助かることができて、そして普通の生活を送れるようになったんだ。

「……えへへ」

　照れくさそうに、姉さんが微笑ほほえんだ。

「お礼を言いたいのはこっちだよ。お姉ちゃんもきみがしっかり働いてくれて嬉うれしかったから」

「あくまで代用品スペアとしての評価なんだね」

「それでもきみは十分に役割を果たしたでしょ？　お姉ちゃんは、このままきみが生体アンドロイドだって気付かずにあるみと暮らしてくれることを祈ってた。まあ、結果はこうなっちゃったけどね。でも──」

　少しだけ。

　姉さんは間を作ってから。

「いつかは、本当のことを言わなくちゃいけなかった気もするけどさ。きみは桜さくら鉄てつ之の介すけの代わりに造つくられた生体アンドロイド。いつかはその事実をあるみに伝えなくちゃいけなかったと思うんだ。だから──今回のことは仕方のないことなのかもね」

「──まあ、そうだね」

　確かに──この半年間、僕とあるみたちが過ごした時間は嘘うそなんかじゃなかった。

　でも、それでも──僕の存在自体はどうしようもないニセモノだ。

　だったら、仕方のないことなのかもしれない。

　けれど──。

「姉さん」

　静かに、僕は彼女の瞳ひとみを見つめた。

「それでも僕は、姉さんにありがとうって言いたいよ」

「えっ……」

「だって、姉さんがいなかったら僕はあるみと出会うことはできなかった。──ううん。あるみだけじゃない。姫ひめ宮みや先輩やカレン、それに黒くろ医い先生やくるみと一緒に高校デビューをがんばることもできなかった」

「………」

「正直……楽しかったよ。みんなと過ごしたこの半年間は騒がしかったけど……とても楽しかった。だから──」



　ありがとう、姉さん。



　ただ真まっ直すぐに、僕は彼女にお礼を言った。

　そう──桜さくら鈴すず音ね。

　理由はどうあれ、この人は僕とみんなのことを会わせてくれたんだ。

　姫宮姫ひめ乃の。

　狼かみ谷やカレン。

　黒医猫ねこ子こ。

　桜くるみ。

　そして──。

「！」

　瞬間、軽やかな電子メロディが響いた。

　発信源は僕のケータイ。

　ポケットから取り出して、ディスプレイを確認してから、通話ボタンを押すと──。

『──マスター』

　聴こえてきたのは、僕を呼ぶ声。

　桜あるみ。

　電波の向こうにいるのは、彼女に違いなかった。

「やあ、あるみ」

『むっ。随分と軽い挨あい拶さつですね。今朝は姫宮先輩と駆け落ちしたのに』

「そんな大胆なことはしてない」

『でも、コスプレショップでデートをしたんでしょう？』

「うっ……それはそうだけどさ……」

『マスター。妹として忠告しますが、そのデートプランはどうかと思います』

「う、うるさいな！　僕だって好きであんなところに行ったわけじゃない。そもそも僕があの町へ行ったのは本当のことを確かめるためで……」

『そうでした。マスターはおにぃちゃんのことを調べるために私たちの故郷の街に行ったんでしたね。それで──どうでした？　何か収穫はありましたか？』

「──ああ。くるみから、僕の実家がなくなった本当の理由を聞けたからな」

『………。そうですか』

「それより、あるみ。おまえは今どこにいるんだよ？」

『私は……今、高校にいます』

「高校？」

『はい。さきほどカレンさんを屋敷に送り届けました。だから、私は今一人です。私たちが高校デビューを目指していた場所──春原すのはら高校にいます』

　そして。

　彼女は『──マスター』と改めて僕の名前を呼んでから。



『今から、私に会いに来てくれませんか？』










第12話　ラストナンバー





　私立春原すのはら高校。

　時刻は午後九時。すっかり人気のなくなった僕たちの学まなび舎や。そこが僕と会うためにあるみが指定した場所だった。

　あの後。

　あるみとの電話を終えた僕は、春原高校の男子制服に着替えてからここに来たわけだけど──。

「どうしておまえまで来たんだよ？」

　春原高校の校門の前。

　そこで僕は隣にいるポニーテールの少女──桜さくらくるみに話しかけていた。

「別にいいでしょ？　せっかくだから見送りに来てやったのよ」

「いや、見送りって……」

「というわけで、さっさと地獄に行きなさい」

「僕はこれからあるみに会いに行くんだけど!?」

「うるさいわね。今のは軽いジョークよ。あんたとお姉さまが二人きりで会うからイライラしてるの。言っておくけど、あたしは忘れたつもりはないわよ？　あんたは、お姉さまに……こ、こここ告白して……っ」

「………」

　死刑執行。気のせいか、そんな幻聴が聞こえた気がした。ヤバイ。このままじゃ僕はホントに地獄に行くことになるかもしれない。くるみならすぐにでも死への片道切符を発行して僕に手渡すことができる。

「お、落ち着け、くるみ。今はそんな場合じゃない」

「うっ……わ、わかってるわよ。今はお姉さまと会うから仕方ないわよね。そう、今は。だから、その後は……」

「怖いことを言うのもやめてくれ！」

「あー、もう、うるさいわねっ！　それもこれもお姉さまにあんなことを言っちゃったあんたが悪いんでしょ！」

　ふんっと息を吐きながらくるみは言いやがった。相変わらず、あるみのことになると見境がなくなるヤツだ。

「おまえって、ホントにシスコンだな」

「う、うるさいわね。お姉さまは家族なんだし、仲良くするのは当然でしょ」

「じゃあ、シスターコンプレックスっていうよりファミリーコンプレックスか」

「何よそのおかしな名称は」

「略して、ファミコン」

「何よその一昔前のゲーム機みたいな名称は!?」

「わかったよ。おまえのあるみへの執着っぷりは筋金入りだから、スーパーファミコンって呼んでやる」

「あんたあたしのことをバカにしてるわけっ!?」

　むーっとうなるくるみ。

　うーん、やっぱりコイツってリアクションが顕著だから面白い。雰囲気はあるみと似てるくせに、性格は結構違うからな。

「………」

　ともかく。

　コイツにも言っておかなくちゃいけないことがあるよな。

「なあ、くるみ」

「？　何よ。またからかう気？」

「違う。ちょっと大事な話だよ」

　ふうっと。

　僕は息を吐いてから。



「おまえ、僕の家に住んだらどうだ？」



「……は？」

　ポカンと。

　あまりのことにくるみは酸欠の鯉みたいに口をパクパクさせていた。

「何それ？　どういう意味？」

「いや、言葉通りだって。黒くろ医い先生の家でメンテナンスを受ける必要がなくなったら、うちに住めばっていこと。そうすれば、おまえはあるみと一緒に暮らせるだろ？」

「そ、それはそうだけど……でも……」

「ああ。僕と一緒に住むのは嫌か？　大丈夫。それなら、問題なくなるから」

「………っ」

　どうしてか、くるみはきゅっと口唇を噛かみしめた。

　……ああ。

　やっぱり、コイツは知ってるんじゃないだろうか。

　桜さくら鉄てつ之の介すけの死因。

　代用品ぼくが生まれた理由を。

「──とにかく。くるみ。これからは、おまえがあるみと一緒にいてやってくれ。もうすぐ僕はいなくなるんだし、そっちの方がいいだろ？」

「た、確かに鈴すず音ねは明日あんたを研究所に連れて帰るって言ってたけど……」

「ああ。だから──」

　ポンっと。

　気付いたら僕は彼女の頭に手を乗せていた。

　そして──。



「あるみのことを、頼む」



　たった一言、そう伝えた。

　──そして。

　彼女に背を向けて、校庭の方へと歩き出そうとして──。

「──待って！」

　ぎゅっと。

　瞬間、背中に触れる温かな体温。

　桜さくらくるみ。

　どうしてか、彼女が僕の身体に抱きついていた。

　まるで、僕のことを引き留めるように。

　そして……。



「──行っちゃダメ……っ」



　彼女は掠かすれた声でそう絞り出した。

「……どういう意味だよ？」

「あ、あたしだって知らないわよ！　でも……なんだかとっても嫌な予感がするのっ！　なんだか、このままあんたを行かせたら……」

　もう、二度と会えない気がする……と。

　くるみは僕の身体をぎゅっと抱きしめながら呟つぶやいた。

「……いきなり予感って言われてもな。大体、おまえは生体アンドロイドだろ。だったらなんでそんなアバウトなもんに頼ってるんだよ」

「う、うるさいわねっ！　実際に予感がしたんだから仕方ないでしょっ！　それに……それに……っ！」

「それに？」

「………っ！」

　訊たずね返すと、くるみははっきりと息を呑のんだ。

　静寂。

　夜の校庭を少しだけ、静寂が満たした後で──。



「──大丈夫」



　そう言って、僕はゆっくりとくるみの腕を解いた。

「あっ……」

　小さな声を出してから、くるみは僕の身体から放れる。

　その瞳ひとみは微かすかに潤んでいるように見えた。

　そんな彼女に──僕は言う。

「くるみ。今まで、ありがとう」

「なっ……」

「なんていうのかな。こんなこと言ったらおまえはきっと嫌がるだろうけど……おまえが来てくれて、僕は嬉うれしかったよ。なんだか、妹が増えたみたいな感じがして」

「………っ」

















「それに、おまえってあるみとよく似てるよ。素直になれないくせに、実は結構優しいところとかさ。だから──」

　まるで別れでも告げるように。

　僕は手を上げて彼女に背を向けながら。

「おまえは、大丈夫だよ」

「………っ」

　沈黙。

　僕の言葉に、くるみは少しだけ黙った後で。



「…………ばかっ」



　掠かすれきった涙声で、そう呟つぶやいた。

「あんたなんかにそんなこと言われても、全然嬉うれしくないもんっ」

「……ごめん。でも、これぐらいしか僕からおまえに言えることはないからさ。──じゃあな、くるみ」

「あっ……」

　言ってから歩き出すと、くるみが一歩だけ足を踏みだすのが聞こえた。

　しかし、その足音は追いかけて来ない。

　どうやら、僕を追いかけて来ようとするのはやめたらしい。

「───」

　──うん。

　これでいい。

　舞台は整った。

　ちゃんとくるみに伝えたいことを言えた。

　この後、僕がすべきことは──。



「こんばんは、鉄てつ之の介すけくん」



　と。

　そこで響いたのは鈴の音のように澄み切った響きだった。

「……黒くろ医い先生」

　そう、そこにいたのは黒医猫ねこ子こ。

　トレードマークの白衣を着こんだロボ研顧問は、夜の校庭で静かに微笑ほほえんでいた。



「どうして黒くろ医い先生がここにいるんですか？」

　夜の春原すのはら高校。

　僕は一人佇たたずむ黒医先生に向かって訊たずねた。

「実は、鈴すず音ねに頼まれたの」

「姉さんに？」

「ええ。さっき電話があってね。きみが研究所へと帰ることを嫌がってあるみちゃんと一緒に逃げるかもしれないから、見張っていて欲しいって」

「そんなことはしませんよ」

「ふふっ。そんなに怖い顔をしないで。大丈夫。二人の逢あい引びきの邪魔はしないから」

「いや、逢引って……」

「誰だれもいない夜の校舎で二人っきりで会うんだから、そう思われても仕方ないでしょ？　大丈夫。先生があるみちゃんのところまで送ってあげるわ」

　クスッと楽しそうに微笑ほほえむ黒医先生。

　……相変わらず、何を考えてるかわからないミステリアスな感じである。

「………」

　……でも。

　もしかしたら、僕はここでこの人に質問しておくべきなのかもしれない。

「黒医先生。一つ質問していいですか？」

「え？　もしかして……スリーサイズ？」

「違います」

「じゃあ、ウエストのサイズだけでいいの？　ふふっ、鉄てつ之の介すけくんったら見かけによらずマニアックね。でも、先生そういうのは嫌いじゃないわ。では、発表します。先生のウエストのサイズは──」

「お願いですから僕の話を聞いて！」

　ていうか、なんでよりにもよってウエストのサイズなんだよ。思春期の高校生的にはどう考えても胸の方が……って、今は話の本筋を曲げちゃいけない。

「僕の訊ききたいのはもっと別のことです。昨日、僕は姉さんから自分が生体アンドロイドだって聞かされました」

「らしいわね。まあ、先生はその現場にいなかったから鈴音から事情を聞いただけだけど」

「そうですか。じゃあ、くるみが黒医先生のパソコンのデータを覗のぞいたことは知ってるんですか？」

　そう、すべての始まりはそこだった。

　くるみがこの人のパソコンを──サーカスインダストリアルが行っていたＥプロジェクトのデータを見たばっかりに、姉さんは僕の正体をバラすしかなかった。

　でも……。

「教えてください」

　はっきりと。

　僕は黒くろ医い先生から目を逸そらさずに訊たずねた。



「あなたは、わざとくるみにＥプロジェクトのデータを見せたんじゃないですか？」



「………」

　質問に対する返答は沈黙。

　でも、この沈黙は……きっと図星を突かれたからなんだと思う。

　考えてみれば、おかしな話なのだ。

　この抜け目のない黒医先生がうっかりパソコンのデータをくるみに覗のぞかれてしまうなんて。くるみは黒医先生と同居してたからいくらでもそういうチャンスはあったかもしれないが……この人なら、逆に警戒してチャンスを潰つぶすと思う。

　──だけど。

　今回、こんなにあっさりとＥプロジェクトの秘密がバレてしまったのは──。

「──ふふっ」

　夜空の下。

　白衣をなびかせてから、黒医先生は微笑ほほえんだ。

「大正解。あなたの言ったことは大体当たっているわ、鉄てつ之の介すけくん」

「………っ！」

　やっぱりか。

　でも、どうしてだ？

　なんでこの人はこんなことを……。

「ねえ、鉄之介くん」

　疑問に固まる僕に、黒医先生はゆっくりと語り始めた。

「あなたは、どうして先生がこの高校に来たか知ってる？　それは──あなたを監視するためなの」

「………っ。それは、どういうことですか？」

「簡単な話よ。あなたは生体アンドロイド。二年間引きこもりとして家の中で暮らしてる分にはよかったけど、高校に行ったらどんなトラブルが起きるかわからないじゃない？　だから、先生はその監視役としてこの高校へ来たの」

「つまり、僕の様子をチェックしてたってこと？」

「その通り。まあ、あるみちゃんの様子をチェックする意味もあったんだけどね。リハビリを終えたとはいえ、あの子は結構デリケートだし。だから、先生はサーカスインダストリアルを退社したという嘘うそをついてこの高校に潜り込んだ」

「でも、だったら……」

　どうして、くるみにＥプロジェクトのデータを見せるようなことをしたんだ？

　姉さんの目的は僕が生体アンドロイドだってバレないままあるみと暮らさせることだったはずなのに。

「あはは。そこまで不思議そうにすることはないわ。つまりは、先生にもちょっとだけ親ヽ心ヽがあったってことだから」

「親心？」

「ここだけの話──あなたには結構な愛着があるの。だって、先生と鈴すず音ねはＥプロジェクトの中心人物だった。だから、あなたを造つくったのは必然的に先生たち。つまり、先生はあなたの親みたいなものだし」

「げっ」

「……鉄てつ之の介すけくん。どうしてそこで苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をするのかしら？」

　ジトーっとこちらを半目で睨にらむ黒くろ医い先生。

　いや、無理を言わないでほしい。つまり僕は姉さんと黒医先生の子供ってことになるじゃないか。

「もう、素直じゃないわね。お母さん寂しいわ」

「黙れ。そしてあなたは僕のお母さんじゃない」

「あら、もしかして反抗期？」

「これが僕のデフォルトです」

「ふふっ。まあ、いいわ。手のかかる子供ほど可愛かわいいって言うしね。それに、そういう子を脅きようは……ううん、教育するのはとっても楽しいことだもの」

「今どう考えても脅迫って言いかけましたよね!?」

　……嫌だ。

　この人が僕の生みの親とかマジで嫌だ。脅迫と教育を素で間違えるのは教師としてもどうかと思うぞ。

「相変わらず、あなたのツッコミは激しいわね」

「僕だってこんなシリアスな場面でツッコミなんかしたくありません」

「そうね。あんまりいっぱいツッコまれたら、先生の身体が持たないし」

「………。あの、黒医先生？　お願いですから、会話をおかしな方向に誘導しようとするのはやめ……」

「あっ、ダメっ、鉄てつ之の介すけくんのツッコミが激しすぎて、先生……先生……やぁんっ！」

「少しは緊張感ってものを持てないんですかあなたは!?」

　なんで？　どうして僕は夜の校庭で白衣を着た大人とこんなトークをしてるんだろう？

「じゃあ、そろそろマジメな話をしましょうか」

「僕は最初からマジメな話をしてるつもりです」

「そんなに怒らないで。ほら、コーヒーあげるから」

　言って、先生は白衣のポケットから缶コーヒーを一つ取り出した。ふざけんな。誰だれが缶コーヒー一つで懐柔されるか。

「もう、素直に飲めばいいのに。それとも牛乳の方がよかった？」

「牛乳？」

「鉄之介くんが『僕は黒くろ医い先生のくれる白い液体がすっごく飲みたいんです！』って大声で叫んでくれれば、今すぐ買ってきてあげるわよ？」

「色々誤解を招く言い方をするのはやめてください」

「そう、残念」

「何が残念なんですか……」

「実はね。先生と鉄之介くんの会話は録音されてるの。だから、鉄之介くんがさっきのセリフを叫んでくれれば後々面白いことに使えたのに……はぁ、残念」

「一番残念なのはそんなことを考えちゃうあなたの脳ミソだよっ！」

　……ダメだ、一度落ち着こう。

　この人の会話のペースに巻き込まれてちゃ先に進めない。それに、録音っていうのもきっと嘘うそ。さすがのこの人もそこまでのことはしてないと思う。そう信じなくちゃとてもじゃないがやっていけません。

「黒医先生。いい加減、本題に入りましょう」

「ふふっ、ごめんなさい。あなたと話すのは楽しいからついおしゃべりをしちゃったわ。やっぱり、あなたには……いえ、あヽなヽたヽたヽちヽには愛着があるから。──まあ、だから先生はくるみにパソコンのデータを見せてしまったのかもしれないけど」

「えっ……」

　不意に零こぼれたセリフに呼吸が止まる。

　僕たちに愛着があるからって……どういう意味だ？

「ところで」

　黒医先生は。

　缶コーヒーを手に持ったままで僕に話しかけてきた。

「どうして鈴すず音ねが先生をここによこしたと思う？」

「えっ……それは、僕とあるみが逃げようとした場合に止めるためで……」

「冷静に考えて。普通の人間にそんなことは無理よ。だって、あるみちゃんは生体アンドロイドだもん。あの子が本気で暴れたら、ちょっとやそっとのことじゃ止められないもの。あるみちゃんを止めるには──あの子を押さえ込める力を持った人が必要になるわ」

「あっ……」

　そうだ。

　生体アンドロイド。

　その人間離れした身体能力を僕は知っている。同じ生体アンドロイドである僕にもその能力は備わっているかもしれないが……どうにも使い方がわからない。

　でも、あるみは違う。

　辛つらいリハビリを乗り越えて生体アンドロイドの身体を使いこなせるようになった彼女は、その身体能力をいかんなく発揮できる。

「───」

　でも。

　それなのに、黒くろ医い先生が僕たちのストッパーとして派遣されたってことは──。

「答えは、一つよ」

　言って、黒医先生は片手に持っていた缶コーヒーをぎゅっと握りしめていた。

「!?」

　直後、校庭に響いたのは小さな破砕音。

　黒医先生が持っていた缶コーヒー。

　中身の入ったそれがグシャリと握りつぶされていた。まるで、機ヽ械ヽでヽプヽレヽスヽでヽもヽしヽたヽみヽたヽいヽにヽ。

「あーあ、もったいない。せっかくなら中身を飲んでからやればよかったわ」

　中身をボタボタと校庭に零こぼすコーヒーを持ちながら、黒医先生は苦笑していた。

　……なんだよ、それ。

　だって、黒医先生の持っていた缶コーヒーはスヽチヽーヽルヽ缶ヽだった。何か格闘技をやってるんならまだしも、十九歳の華きや奢しやな女の子である黒医先生にこんなことができるのはおかしい。

　そう、おかしい。

　スチール缶をグシャグシャに握りつぶすなんて、普ヽ通ヽのヽ女ヽのヽ子ヽには到底できないことで──。

「───っ！」

　瞬間。

　僕の頭の中に一つの仮説が浮かんだ。

「──うふふ」

　そして。

　黒くろ医い先生は語る。

　まるで僕の思考を先読みしたかのように、自らの正体を──。

「たぶん、あなたの考えは当たっているわ。そう──先生はサーカスインダストリアルが行ったＥプロジェクト。そのＧＭＴナンバーズ実験機──黒医猫ねこ子こ。つまり──」



　先生の身体には、あなたたちと同じ生体アンドロイドの技術が使われているわ。



「………っ！」

「といっても、先生の身体で機械になっているのはほんの一部だけどね。正確に言うなら──右ヽ腕ヽ。先生のこの腕は、あるみちゃんと同じ機械化義肢なの」

「………」

　……そうか。

　だからこんな風にスチール缶を壊せたわけか。生体アンドロイドとしての身体能力ならば、あれぐらいの破壊は簡単だろう。たとえそれが……右腕だけだったとしても。

　けど、どうしてだ？

　なんで黒医先生は生体アンドロイドなんかに……。

「教えてあげるわ。先生の身体がこうなった理由は──あるみちゃんと同じよ」

「………っ。それは、つまり──」

「そう──交ヽ通ヽ事ヽ故ヽ。今から四年ほど前。アメリカに留学していた頃ころに大きな事故に巻き込まれてしまったの。幸い、あの子のように身内や身体の大部分を失うことはなかったけど、片腕を失ったわ」

「………」

「本音を言うと、当時は途方に暮れていたわね。事故のショックはなかなか大きかった。実際に、片腕を失ってしまったし。けれど、そんなとき──先生は、鈴すず音ねと出会ったの」

「……姉さんと？」

「ええ。当時の鈴音はアメリカで生体アンドロイド──つまり、機械化義肢や脳介機装置ブレイン・マシン・インターフエイスの研究をしていた。きっと、あの子も先生に興味を持ったんだと思うわ」

「………」

「自分で言うのは自慢みたいになっちゃって嫌だけど──先生も鈴音と同じように自分の才能のおかげでアメリカに留学できていたから」

「だから、姉さんは黒くろ医い先生に興味を示した……」

　天才。

　黒医先生が自分と同じような種類の人間だったから。それに、確か黒医先生が専攻していたのは生物学全般。その知識は、姉さんの研究に役だったのかもしれない。

　サーカスインダストリアル。

　当時からあるみを助けるために進められていたであろう、Ｅプロジェクトに。

「そして、鈴音は片腕を失った先生にある取引を持ちかけた」

「………っ」

　取引。

　その言葉を聞いた瞬間、嫌な予感が頭を過よぎった。

　まさか、姉さんは……。

「そう。桜さくら鈴音は先生のことをＥプロジェクトの実ヽ験ヽ体ヽにしたの。先生が、Ｅプロジェクトに協力することを条件にね」

「じ、実験体って……」

「当然でしょう？　当時、鈴音は……いえ、サーカスインダストリアルはそういう人材を求めていたわ。生体アンドロイドの身体を試すテストをしようにも、まだあるみちゃんは幼かった。いくら彼女がリハビリを頑張ろうが、取れるデータには限界がある」

「………」

「それでは技術の発展は望めない。そう思ったサーカスインダストリアルは、新しい人材を求めた。つまり──生体アンドロイドの実験体になってくれる人材を。それが──先生。黒くろ医い猫ねこ子こだったというわけ」

「………っ」

　……なんだよ、それは。

　思わず僕は拳こぶしを握りしめていた。

　それじゃ、姉さんは黒医先生を自分の研究の道具にしたようなものじゃないか。

　いくらあるみを助けるためだからって、そんなことが──。

「うふふ。そんなに怒らなくていいのよ？」

　しかし。

　僕の感情とは裏腹に、黒医先生は微笑ほほえんでいた。

　そして──。

「鈴すず音ねは──何ヽもヽ悪ヽいヽこヽとヽはヽしヽてヽなヽいヽかヽらヽ」

「えっ……？」

「だって、そうでしょう？　確かに先生はサーカスインダストリアルの実験体になってしまったけど……おかげでこの腕と自分の能力を活いかせる職場を手に入れた。そして──自分と同じように交通事故で身体を失った女の子のことを、助けてあげることもできた」

「黒医先生……」

「さっき言ったでしょう？　あなたたちには愛着があるって。あなたも、あるみちゃんも、くるみも、先生と同じ生体アンドロイドの技術が使われている。そのせいか、どうも他人って気がしなかったの。だから──」



　先生は、あなたたちに本当のことを教えてあげたかったのよ。



「………」

　ああ、そうか。

　だから黒医先生はくるみにわざとＥプロジェクトのデータを覗のぞかせたのか。

　そう言えば、姉さんも言ってたっけな。



『きみは桜さくら鉄てつ之の介すけの代わりに創つくられた生体アンドロイド。いつかはその事実をあるみに伝えなくちゃいけなかったと思うんだ』



　そう──どんなに完かん璧ぺきな代用品スペアだろうが、僕は桜鉄之介じゃない。

　だったら、きっといつかは真実を知った方がいいに決まってる。

　そして、その後は──。

「──さあ、鉄てつ之の介すけくん」

　僕の名を呼んで。

　黒くろ医い先生はいつものようにクールに微笑ほほえんでから。

「あるみちゃんがあなたのことを待ってるわ。だから、いってらっしゃい」

「──はい」

　その言葉に、僕は静かに黒医先生に背を向けた。

　……ああ。

　黒医先生はしっかりと僕たちのことを考えてくれていたんだ。

　だから──僕たちに本当のことを教えようとした。

　その結果が、今の状況なら──。

「───」

　僕は──答えを出さなくちゃいけない。

　真実を前にした、答えを──。



「──マスター」



　唐突に。

　校舎の前まで来ると、聞き慣れた無愛想で無感情な声が響いた。

　そこにいたのは灰色の髪をツインテールにした女の子。華きや奢しやな身体とまるで熟練の職人が創つくった機械人形みたいな顔立ち。

　桜さくらあるみ。

　桜鉄之介の義妹いもうとである彼女は、ただ静かに夜の校舎の前で佇たたずんでいた。

「……あるみ」

「こんばんは、マスター」

　僕が呼びかけると、彼女はいつも通りの無表情で応こたえた。

　──そして。

「マスター。一つお願いがあります」

　まるで祈るような真しん摯しな動作で。

　僕のことをただ見つめながら──。

「これから私と……デートしてくれませんか？」



　あるみが選んだデートの場所。

　それは──僕たちが通う春原すのはら高校の校舎だった。

「なんだか、誰だれもいない夜の教室というのも新鮮ですね」

　僕たちのクラスに足を踏み入れながらそんなことを言うあるみ。

　電灯は点つけていないが、窓から差し込む街明かりのせいで彼女の顔はよく見ることができた。

「ていうか、おまえどうして校舎の鍵かぎなんか持ってたんだよ？　あれがなかったらここに入れなかったわけだけどさ」

「それは……黒くろ医い先生に言ったら貸してくれました。まあ、あの人なりのサービスでしょう」

「そうなのか。あの人も結構気が利くんだな」

「あと、保健室の鍵も貸してくれました」

「……保健室？」

「黒医先生が『二人が保健室のベッドでどんなプレイを繰り広げようと先生は気にしないから♪』と」

「変なところで気が回りすぎだろっ！」

　あんたは自分の職場をラブホテルにでもするつもりか。そんなことがＰＴＡにバレれば懲戒免職は免れないぞ。

「そうですね。さすがの私も夜の保健室でそんなプレイをするつもりはありません」

「当たり前だ」

「保健室のベッドの上で、マスターにプロレス技をかけ続けるなんて……」

「そのプレイはアグレッシブすぎる。ていうか……どうして僕たちの教室なんかに来たんだよ？」

「いえ、せっかくのデートなので普段来ない場所に行ってみようと思って。ですから、夜の教室に目をつけました」

「いや、目をつけましたって言われても……」

「まあ、マスターは夜のプールの方に目をつけていたようですが」

「断じてそんなことはない」

「本当ですか？　マスターのことですからきっと嬉き々きとして私をプールに連れ込むに違いありません。『ほら、見てみろあるみ！　夜だから僕たち以外誰もいない！　これなら安心して混浴できるな！』と……」

「プールは普通混浴だよ！」

　女性専用のプールとか聞いたことねえよ。いや、世界のどこかにはそういう施設も存在しているのかもしれないが。

「………」

　でも……夜のプールか。

　考えてみればそれはそれで魅力的なデートプランな気がする。月明かりに照らされた誰だれもいない夜のプール。そこで二人で遊ぶのはなんとなく背徳的な気がして、結構面白そうかも……。

「マスター。今現在のあなたはすごくいやらしい顔をしています」

「!?」

「『全裸で夜のプールに入るとかマジ背徳的だぜ！』みたいな妄想を垂れ流すのはやめてくれませんか？」

「僕、そこまでぶっ飛んだ顔してた!?」

「では、『全裸の妹と夜のプールに入るとかマジ背徳的だぜ！』みたいな感じですか？　……エッチです。どうしてマスターは私のいやらしい姿を……」

「……あの、あるみさん？　僕たちってここにデートに来たんですよね？」

　なんでこんなに毒舌を浴びせられなくちゃいけないんだよ。残念ながら僕はこんなデートプランで喜ぶほどドＭじゃない。

「───」

　それに、きっとコイツは僕に話したいことがあるんだと思う。

　僕たちの故郷の町。

　そこであるみは僕の実家がなくなった本当の理由を知った。

　コイツが、僕と同じようにそこからある事実を導き出したとしたら。

「わかりました。では、デートっぽいことをしましょう」

「え？」

　どういう意味だよ？　と訊きき返そうとした瞬間、僕の掌てのひらに触れる温かさ。

　あるみが、僕の掌を握りしめていた。

「あ、あるみ？」

「……ノープロブレムです。これで少しはデートっぽくなったでしょう？」

　平然を装っているが、あるみの顔は暗くら闇やみの中で仄ほのかに紅潮している気がした。うわー、そんな純情なリアクションをするのはやめてくれ。そんな顔されたらこっちまでドキドキしてくる気が……。

「なんだか……教室でこんなことをしているとドキドキしてしまいますね」

　僕と同じ心境なのか、あるみはぎゅっと掌に力を込めながら言った。

　……そうだよな。いくら慣れ親しんだ場所だからって誰もいない夜の教室でこんなことをするのは……。

「ひょっとしたらマスターが襲ってくるんじゃないかって、怖くてたまりません」

「そういう意味のドキドキ!?」

「ちなみに、襲ってくるというのはもちろん性的な意味ですよ？」

「暴力的な意味で襲うわけないだろ！」

「では、性的な意味では襲ってこないんですね？」

「えっ……」

「……マスター。どうしてそこで気まずそうに黙るんですか？」

　ジトーっと僕に向けられる軽けい蔑べつの眼まな差ざし。

　……いや。

　ちょっと待ってくださいよ。普通デート中に手を繋つないだときってもっとロマンチックな会話をするんじゃないのか？　なのになんでこんな尋問っぽい雰囲気になってるんだ？　このままじゃ僕の方が襲われるんじゃないだろうか。もちろん、暴力的な意味で。

「ご、誤解するな、あるみ。僕はそんなことはこれっぽっちも……」

「では、マスターは私にまったく興味がないんですね？」

「いや、そういうわけじゃ……」

「じゃあ……魅力的に見てくれてるんですか？」

「なっ……」

　隣を見ると、あるみはどこか恥ずかしそうに顔を俯うつむかせていた。

「………っ」

　……チクショウ。

　魅力的に思ってないわけないだろ。

　桜さくらあるみ。

　僕にとって──いや、桜鉄てつ之の介すけにとって初恋の女の子。

　だから僕は昨日コイツに告白したんだ。

　でも、それ以上に──。

「───」

　僕は、コイツのことを好きなんだと思う。

　それが今の僕に出せるたった一つの答え。桜鉄之介の記憶をインストールされたとか、そんなことは関係ない。

　間違いなく、今の僕は──あるみのことが好きなんだ。

　半年間。

　僕たちは兄妹として高校デビューを頑張ってきた。

　引きこもりの僕は最初街を歩くことすら困難だった。それが、今はフツーに高校に通うことができている。

　きっと、それはあるみのおかげだ。

　四月。コイツが僕のことを外に連れ出して、教こ室こへと導いてくれたおかげで──。

「───」

　──でも。

　それも、もう終わりだ。

「あっ……マスター？」

　ゆっくりと。

　僕はあるみと繋つないでいた手を放した。

　そして──。

「──あるみ」

　静かに、彼女の名を呼ぶ。

　教室。

　僕たちの高校デビューが始まった、その場所で──。

「おまえも今日あっちに……僕たちの故郷の町に帰ったんだろ？　どうだった？　何か気づいたことはあったか？」

「………っ」

　僕の問いに、あるみは少しだけ顔を強こわ張ばらせた。

　沈黙。

　少しだけ、彼女は黙った後で。

「……いえ、何もわかりませんでした」

　消え入りそうな声で、あるみはそう答えた。

「私たちの実家が火事で燃えてしまったことを知ることはできましたが、どうしてマスターが引きこもりになってしまったかまでは……」

「そっか。それならいいんだ。実は──僕ヽもヽ何ヽもヽわヽかヽらヽなヽかヽっヽたヽかヽらヽさヽ」

「えっ……」

　戸惑った様子で、あるみは僕のことを見つめてきた。

　──そう。

　今はこれでいい。

　僕は何もわからなかったし、何も思い出せなかった。

　今はあるみにそう信じ込ませればいい。

　だって──。

「───っ！　マ、マスター!?」

　ひどく困惑した様子で僕の名前を呼ぶあるみ。

　ぎゅっと。

　唐突に、僕は彼女の華きや奢しやな身体を抱きしめていた。

「なっ……い、いきなり何をするんですか！」

「……ごめん。ちょっとだけ、こうさせてくれ」

「そ、そんなことを言われても……確かに私たちはデートをしていますが……っ」

　言いつつも、あるみは僕の身体を強引に引き離そうとはしなかった。

　そして、教室を満たしたのは静寂。

　僕たち以外誰だれもいない教室を静けさが満たした後で──。



「──ありがとう、あるみ」



　彼女の温かい体温を感じながら、僕はそう呟つぶやいた。

「えっ……マスター。いきなり何を……」

「いや、いい機会だから改めてお礼を言っておこうと思ってさ。おまえのおかげで僕はこの半年間高校生活を過ごすことができた。結構トラブルも多かった気がするけど、その分楽しかったんだ。だから……ありがとう」

「っ。お、お礼なんか言う必要はありません。私の役目は妹としてマスターの高校で生活をサポートすることで……」

「それでも、おまえは僕のことを助けてくれただろ？」

　感謝を込めるようにぎゅっと抱きしめると、あるみは「……マスター」と小さな声で呟つぶやいてから、応こたえるように僕の背中を両手で抱きしめてくれた。

　──ああ。

　こうしていると四月にあるみに抱き着かれたことを思い出す。

　桜さくらあるみ。

　そう、いつだってコイツは僕のことを心配してくれていた。

「………」

　……でも。

　それも今日で終わりだ。

「ありがとな、あるみ」

　もう一度だけお礼を言ってから身体を離そうとすると、あるみは「あっ……」と小さな吐息を零こぼしてから僕の顔を見つめてきた。

「さあ、そろそろ帰ろうぜ。話すこともなさそうだし……それに、一応デートっぽいこともしたしさ」

「そ、それはそうですが……でも、本当にいいんですか？　だって、このまま帰ったらマスターは鈴すず音ねお姉ちゃんに──」

「ああ、そうだな。だから、あるみ」

　一直線に。

　僕は彼女を見つめながら言う。

「僕は、これからどこかへ逃げようかと思う」

「───っ」

　その言葉に、はっきりとあるみは息を呑のんだ。

「マスター。あなたは……」

「……うん。このまま帰ったら姉さんに研究所に連れてかれるだけだろ？　それはあるみだってわかってるはずだ」

「で、でも、だからって逃げるのは……」

　そこまで言ってあるみは言葉に詰まった。

　そう、たぶん逃げたって状況はよくならない。僕が生体アンドロイドである以上、いつかはメンテナンスを受けなくちゃいけない。そうしなければ身体に不具合が生じてくるはずだ。

　けれど──。

「──マスター」

　そこで。

　あるみは「一つだけ、お願いがあります」と言ってから、



「私も……一緒に連れて行ってくれませんか？」



「……あるみ」

　困ったことに、彼女が冗談を言っているようには見えなかった。

「無理なお願いだということはわかっています。でも……たとえ鈴すず音ねお姉ちゃんから逃げることになってしまっても……私はマスターと一緒にいたいんです」

「………」

「それに……逃げて時間を稼ぐことができれば、くるみたちが鈴音お姉ちゃんと交渉をしてマスターにメンテナンスをするよう説得することもできるかもしれません。だから──」

　まるで懇願でもするような表情で、あるみは僕のことを見つめてきた。

　その視線に応こたえるように、

「…………わかった」

　僕は小さく頷うなずいていた。

「じゃあ、少しの間教こ室こで待っていてくれないか？　僕は部室に行ってくるから」

「えっ……部室にですか？」

「うん。ちょっと忘れ物があるんだ。それを取りに行って戻ってきたら……これからの話をしよう。だから、ここで待っててくれ」

「………」

　あるみは少しだけ黙った後で「……わかりました」と呟つぶやいた。

　その言葉を聞いた僕は、静かに彼女に背を向けて教室を出ようとして──。

「──マスター」

　ドアを開ける寸前で、あるみが再び僕の名を呼んだ。

　そして、微かすかに震えた声で。

「ちゃんと、戻ってきてくださいね？」

「──ああ、もちろん。心配してくれてありがとな、あるみ」

　言ってから、僕は静かに教室のドアを開けた。

　視界に入るのは、月明かりが差し込む廊下。

　見慣れたはずの校舎の中は、電でん燈とうに照らされていないせいかまるで別世界のように見えた。



「……なんだか、やけに久しぶりな気がするな」

　この半年間で慣れ親しんだはずのロボ研の部室に入ってから、僕はそんなことを言った。昨日ここで姉さんから自分が生体アンドロイドだと聞かされてからそんなに時間は過ぎてないのに。まあ、それだけ今日色々なことがあったってことだろう。

「……ふぅ」

　静かに、僕は窓から注ぐ月明かりに照らされた中でため息を吐ついた。

　結論から言ってしまえば──僕はあるみに嘘うそをついてしまったことになる。

　本当は部室に忘れ物なんてなかった。あれはあるみを遠ざけて一人きりになるための言葉だ。

　そして、さっきあるみに告げた言葉──姉さんから逃げるというのも、嘘。

　いや、もしかしたら本当に逃げるのかもしれなかった。僕一人なら逃げても問題はなかったんだ。けど、あるみは一緒に逃げると言ってしまった。

　それは絶対にダメだ。

　僕の身体にいつ不具合が起きるのかはわからないが、あるみだって生体アンドロイド。定期的にメンテナンスを受ける必要がある。加えて、あるみは姉さんを説得できるかもしれないと言ってたけど、姉さんのあの態度では難しいだろう。

　だから僕は一人で逃げ──いや、正確には消ヽえヽよヽうヽと思ったんだ。

　だけど、それは叶かなわなかった。

　そして──。

「───」

　今、僕は部こ室こにいる。

　そう、自分が決めたことを実行するために。

「!?」

　と。

　そこで不意にポケットに入れていたケータイの電子音が響いた。ディスプレイを見ると、そこに浮かんでいたのは見慣れた名前だった。

「もしもし？　どうしたんだよ、あるみ」

　なるべく平静を装いながら電話の相手──桜さくらあるみに話しかける。

　すると、あるみは『いえ……』と呟つぶやいてから、

『マスターに確認しておきたいことがあって』

「確認？」

『──はい』

　ゆっくりと。

　彼女は息を吐き出してから、

『マスターは……今日、本当に何も思い出せなかったんですか？』

「………っ」

　その言葉に、心臓の鼓動がスピードを上げる。

　……なんでだ？

　どうしてあるみがこんなことを言う？

『実は……今さっき姫ひめ宮みや先輩から私のケータイに連絡がありまして』

「姫宮先輩から？」

『はい。今日私たちの故郷から帰ってきたとき、少しだけマスターの様子がおかしかった気がする、と』

「………」

『それに、私もさきほどのマスターの行動は少しおかしかった気がします。いきなり私に抱き着いてきたりして……あれではまるで……』

　そこまで言って、あるみは黙った。

　十数秒間。

　僕たちの間を、沈黙が支配してから。

『──教えてください』

　あるみはただただ一生懸命にそう告げた。

『マスター。あなたは、本当はわかっているんじゃないですか？　桜さくら鉄てつ之の介すけが……おにぃちゃんが引きこもりになった理由。そして……おにぃちゃんの死因について。もし、マスターがそれに気づいてしまったんなら……お願いです。私に、教えてください』

「あるみ……」

　どうしてだろう。

　なぜか今のコイツの言葉には逆らえない気がした。

　そう──僕はわかっている。

　桜鉄之介が引きこもりになって、そして死んでしまった理由。それについての推理はできている。ただ、それをあるみに伝えたくなくて黙っていただけだ。

　けれど……。

「……わかった」

　もしあるみが望むのなら、話すしかないのかもしれない。

　だって、あるみは桜鉄之介の妹なんだから。

「少し長い話になるけど、聞いてくれ、あるみ。たぶん、桜鉄之介が……おまえの兄貴が死んでしまった本当の理由。それは──」



　桜鉄之介ぼくが、望んだことだったんだ。



『───っ！』

　静かにあるみは息を呑のんだ。

　……ああ。

　もしかしたら、コイツも薄うつすらと勘付いていたのかもしれない。けど、その答えを信じたくなくて自分の中で否定していたんじゃないだろうか。

　桜さくら鉄てつ之の介すけが死んだ理由。

　それは、つまり──。

「簡潔に言うよ」

　夜の部室。

　そこに広がる静寂を切り裂くように、僕は──言葉を紡いだ。

「二年前。きっと、桜ヽ鉄ヽ之ヽ介ヽはヽ自ヽらヽ命ヽをヽ絶ヽっヽたヽんヽだヽ。そう──僕たちが生まれ育ったあの町で」



　そう──それが僕の導き出した答え。

　二年前に、桜鉄之介は自ら命を絶ってしまった。

　そう考えれば──すべてのことが繋つながるんだ。

『……どうしてですか』

　まるで僕の言葉を否定したいかのように、あるみは掠かすれた声でそう言った。

『どうしてマスターはそんなことを言うんですか。そんなことはありえませんっ。おにぃちゃんが……おにぃちゃんがそんなことをするなんて……っ』

　必死に僕の言葉を否定しようとするあるみ。

　推測だけど──コイツも僕と同じ結論にたどり着いていたんだと思う。

　なのに、それを必死に否定しようとしている。きっと僕が──桜鉄之介がそんなことをしたって信じたくないから。

　でも──。

「──ごめん、あるみ。僕にはわかるんだ。僕は──桜鉄之介の代用品スペアだから」

『………っ！』

　僕の言葉に、あるみは黙るしかなかった。

　そう、僕には桜鉄之介に記憶がインストールされている。

　だから、わかってしまうんだ。

　二年前に桜鉄之介がそんな決断をした理由が──。

『……説明してください』

　けど。

　それでもあるみは声を絞り出していた。

『マスター。あなたがおにぃちゃんの代用品スペアだというなら……私は、あなたの口から答えを聞きたいです』

「……あるみ。でも、それは……」

『お願いします。そうじゃないと、私は納得ができないんです。今日町に行って、私とおにぃちゃんが一緒に育った家が燃えてしまったことを知りました。そして──そこから一つの仮説を導き出しました。でも──』



　まだ……納得したくないんですっ。



　涙声ながらもあるみははっきりとそう断言した。

「──わかった」

　そして、僕は応こたえる。

　僕だけしか理解できない感情を、伝えるために──。

「姉さんは言ったよね？　桜さくら鉄てつ之の介すけは二年前に──死んでしまう寸前に引きこもりになったって。今まで僕は姉さんへのコンプレックスだけが引きこもりの理由だと思って──いや、思ヽいヽ込ヽんヽでヽいヽたヽ。でも、実際は……」

　そう、きっと二年前に僕が家を出なくなった理由は違ったんだ。

　それはきっと──。

「──あるみ」

　静かに。

　僕は瞳ひとみを潤ませている彼女を見つめてから──。



「桜鉄之介は──二ヽ年ヽ前ヽにヽ夏ヽ祭ヽりヽのヽ事ヽ故ヽのヽこヽとヽをヽ思ヽいヽ出ヽしヽたヽんヽだヽよヽ」



　そう──これが桜鉄之介が選んだ結末。

　僕とあるみが求めていたはずの答えだ。

「思い出してくれ。僕は夏休みになるまで、あるみが事故に巻き込まれたことを忘れてただろ？　それはきっと──あるみが事故に巻き込まれたことを忘れたかったからだったんだ。だって──あのとき、僕はあるみが死んじゃったと思ったから」

　きっと、僕の心は逃げることを選んだ。

　妹が目の前で死んでしまったということ。彼女を助けられなかったということ。そして、自分だけが生き残ってしまったということ。

　そのすべてから、逃げたかったんだろう。

「でも──今の僕の場合はそれでもよかったんだよ。今の僕には、あるみがいたから。夏祭りの記憶を思い出した時、傍そばにあるみがいてくれたよね？」

『……はい。それが、私の役目でしたから』

「……ありがとう、あるみ。身体は生体アンドロイドになってしまっていたけど、あるみはちゃんと僕の隣にいてくれた。だから、僕はおまえが死んでないって理解できたんだ。けれど──」



　桜さくら鉄てつ之の介すけの場合は、違ったんだ。



『───っ』

　僕の言葉に、あるみが息を呑のんだ。

　僕は、話を続ける。

「夏祭りの後、桜鉄之介は事故のことをすべて忘れてた。両親が病死したんだって思い込んで、さらには義妹いもうとの存在まで忘れてしまった。そうやって、心を守ろうとした。姉さんも弟を傷つけないために事故やあるみの存在のことを隠していた。でも……」

『それが……悪い方に働いてしまったと？』

「……うん。きっと、二年前に桜鉄之介は思い出してしまったんだよ。もしかしたら……事故から時間が経たったせいであるみのことを忘れようって意志が弱まったのかもしれない。何にしろ、桜鉄之介はあの夏祭りの事故の記憶を思い出した。そして──」

『──待ってください！』

　僕の声を遮るように。

　あるみが、声を張り上げていた。

『じゃあ、マスターはこう思ってるんですか？　おにぃちゃんは……私が死んだと思い込んで、そヽのヽ後ヽをヽ追ヽっヽてヽしヽまヽっヽたヽと？』

「………」

　沈黙。

　彼女の質問に対する答えは沈黙だった。

　それでも、その沈黙は──ほとんど肯定と同じだった。

　──そう。

　桜鉄之介は、思い出してしまったんだ。

　凄せい惨さんな事故現場。近くの民家から集まってくる人々。車の横っ腹に突っ込んできたであろう大型トラック。高く高く黒煙を上らせながら燃え盛る炎。遥はるか遠くで耳鳴りのように響いている祭まつり囃ばや子し。

　すべては、あの夏祭りの日の光景。

　そして──。



　────おにぃちゃん。



　あのとき響いたあるみの言葉。

　兄である自分を呼ぶ妹の声を。

「───」

　きっと、そのことが桜さくら鉄てつ之の介すけを追い詰めた。

　罪悪感。

　文化祭の前に僕が感じていたあるみに対する気持ち。妹を助けられなかった。そして、自分だけ助かってしまったという後悔。

　でも──今の僕は大丈夫だった。

　さっきも言ったように、あるみが傍そばにいてくれたから。

　僕のために辛つらいリハビリを乗り越えて生体アンドロイドの身体を手に入れたあるみのためにも、この罪悪感を乗り越えて立ち上がらなくちゃいけないって……そう思えたんだ。

　だけど──。

「………」

　桜鉄之介には、それができなかった。

　だって、彼の傍にはあるみがいなかった。

　すべてを忘れていた彼は、きっとたった一人で罪悪感に押しつぶされた。

　そして──。

「あるみ」

　僕は、言う。

　代用品スペアとして、桜鉄之介が選んだ決断を──。

「きっと、桜鉄之介僕は、生きることから逃げたんだよ」

『………』

「今日くるみに聞いたよ。僕たちの実家が、二年前に火事でなくなったって。……変に思ってたんだ。だって、二年前の僕や姉さんは実家を離れて祖母の家で暮らしてたはずだからね。だから──実家には誰だれも住んでいなかったはずなんだ。なのに、火事が起こってしまった」

『……マスター。それは……』

「ああ。たぶん、おまえの考えてる通り。僕たちの実家に火を付けたのは、桜ヽ鉄ヽ之ヽ介ヽ自ヽ身ヽだヽよヽ。そして……それが、桜鉄之介の選んだ決断だったんだ」

　──そう。

　たぶん、桜鉄之介は自分が助けられなかった妹と暮らしていた思い出の家を、最期の場所に選んだんだと思う。

『で、でも、どうしておにぃちゃんはそんな方法を……』

「たぶん、桜さくら鉄てつ之の介すけは妹ヽとヽ同ヽじヽ方ヽ法ヽをヽ選ヽびヽたヽかヽっヽたヽんヽだヽ。きっと……それがおまえに対するせめてもの償いになるって考えたんじゃないかな？」

　桜鉄之介の記憶をインストールされた僕にはわかる。

　桜鉄之介なら、そう考えたはずだ。

　その答えが──炎。

　あの夏祭りの日の事故。炎に包まれた車。そこで死んでしまった妹と同じ方法で死ぬことを、きっと望んでしまったんだ。

　これが……真相。

　桜鉄之介が死んだ理由。

　そして、僕という生体アンドロイドが生み出されたわけ。

　そう──僕は、いなくなった桜鉄之介の代用品スペアとして創つくられたんだ。

　彼の代わりに、あるみの傍そばにいるために──。

「───」

　──ああ。

　今思い出せば、楽しかったな。

　高校デビュー。

　引きこもりを直すためにそんなことを始めながらあるみたちと過ごしたこの半年間。

　僕は、幸せだった。

　代用品スペアだけど、桜鉄之介として生きられた。

　だから──。

『……マスター？』

　あるみの声が響く中、僕は窓から校庭を見下ろした。

　この部室にベランダはない。

　なので、窓の外からは僕たちの街の夜景が見えている。この部室は四階にあるせいか、街の明かりはやけに綺き麗れいに輝いていた。

「あるみ」

　ゆっくりと窓を開けてそこから流れ込む夜風を浴びながら、僕は電話の向こうにいる彼女に話しかける。

「実は……今日家に帰ったときに姉さんに言われたんだ。明日、僕のことをサーカスインダストリアルの研究所へ連れて帰るって」

『………っ！　そんなのダメです！　鈴すず音ねお姉ちゃんが連れ戻そうとするなら、さっきマスターが言ったみたいに逃げてしまえばいいじゃないですか！　マスターと一緒なら、私も……』

「それはダメだ。だって、僕やおまえは生体アンドロイド。生きていくためにはメンテナンスを受けなくちゃいけない。でも、僕は──姉さんに研究所に連れていかれたらきっと戻って来れないと思う」

　そう──それほどまでに、姉さんは頑かたくなだった。

　もしかしたら、真実を知ってしまったのに自分の弟の代用品スペアがまだいるのが我慢できないのかもしれない。

　死んでしまった家族の代わりに、僕が幸せになろうとしているのが。

　だから、あれほどまでに僕が研究所へ帰ることに固執した。

　だけど──。

「───」



　──僕は、そんな終わり方はしたくない。



　実験体。

　さっき黒くろ医い先生が言ってた通り、僕たちはサーカスインダストリアルが助けた人間であると同時に貴重なサンプルだ。研究所に帰ったら、どんな扱いをされるかもわからない。姫ひめ宮みや先輩、カレン、くるみ……そして、あるみとも二度と会うこともできずに。

　そんな。

　そんな人生を送るくらいなら。

『………っ！　マスター！』

　ケータイから、あるみが僕を呼ぶのが聞こえた。

　けれど──もヽうヽ遅ヽいヽ。

　窓。

　僕が背にしていた部室の窓。

　その窓から覗のぞく空に体重を預けるように、身体を倒した。

　そして──。

「あるみ」

　脳裏に映るのは、この半年間兄妹として一緒に高校デビューを目指してきた女の子。

　桜さくらあるみ。

　今電話の向こうにいるはずの彼女に、僕は──最期の言葉を紡ぐ。

「……ありがとう。そして──」



　──さよなら。



　あまりにも短い別れの言葉と同時に、僕は自分の身体を夜の空へと放ほうり出した。



　そう、これが僕の選んだ結末だった。

　奇くしくも、それは桜さくら鉄てつ之の介すけと同じ決断。

　生きることを──拒絶した。

　だけど──。

「───っ！」

　一つだけ。

　そう、僕にはたった一つだけ二年前の桜鉄之介とは違うところがあった。

　それは──。



「…………嫌ヽでヽすヽっヽ」



　ぎゅっと。

　宙空に放り出された僕の右腕を片腕で掴つかみながら、あるみは必死に言った。

　そう──僕と桜鉄之介の違いは、傍そばに彼女がいたこと。

　桜あるみ。

　いきなり部室に飛び込んできた彼女が、落下する寸前で僕の手を掴んでいた。

「お、おまえ……どうして……」

「電話をしながら、ここまで走ってきました。忘れたんですか？　私は生体アンドロイドです。身体能力は普通の人よりも上。あれだけの時間があれば、マスターに追いつくことができます」

　そう言ってから、あるみが「くっ……」と苦痛に顔を歪ゆがめた。

　もしかしたら……今ので身体のどこかを痛めたのか？　無理もない。いくら生体アンドロイドだからって、人間一人の身体を片腕で支えるのは辛つらいんだろう。急激に負荷が掛かったせいで、機械化義肢に不具合が出たのかもしれない。

　だから……。

「……あるみ。もヽうヽ、いヽいヽよヽ」

「………っ！」

「……本当に、ごめん。もう、いいんだ。僕は……もう、満足したんだ」

　そう、この半年間──僕は幸せだった。

　やけに騒がしくてトラブルばっかりの生活だったけど、僕はそれでも楽しかった。家に引きこもっていたときには決して手に入れることはできないものを、得ることができたんだ。

　だから──。

「………」

　沈黙。

　夜の春原すのはら高校を、少しだけ沈黙が満たした後で。

「……ダメですっ」

　たった一言。

　彼女は、僕の言葉を否定した。

「……マスター。そんな無責任なことを言わないでください。あなたは……私との約束をまだ果たしていません」

「……約束？」

「──はい。マスターは私に言ったじゃないですか。『今日のデートが終わったら好きなだけチョコレートを奢おごってやる！』って」

「そんなことは一言も言ってねえよっ！」

　つーか、こんなシーンでもコイツの頭の中はチョコレートなのか!?　……いや、落ち着け、僕。きっとあるみも突然の僕の行動に混乱してるだけで……。

「なので、どうせ飛び降りるんだったらチョコレートを奢ってからにしてください」

「………」

　……な、なんて妹だ。

　どんなに強気なネゴシエーターでもここまで豪快な交渉はしないぞ。相変わらずコイツは、無愛想で……。

「……え？」

　と。

　そこで僕の頬ほおに小さな雫しずくが触れる。

　涙。

　ポロポロと、あるみが温かい涙を流していた。

　そして──。

「……マスター」

　彼女は、掠かすれた声を必死に絞り出した。

「私は……まだ満足なんかしてません」

「………」

「マスターにチョコレートも奢ってもらってませんし、一緒にやるって決めた高校デビューを終えたわけでもありませんっ。それに……私は、まだマスターと一緒にいたいです。妹として……マスターの傍そばにいたいんですっ」

「あるみ……」

　僕が問いかけると、あるみはぎゅっと手に力を込めた。

　身体が痛んでいるはずなのに。

　下手をしたら、僕に引かれて自分も落ちてしまうかもしれないのに。

　それでも、コイツは──。



「──どうしてだよ」



　静かに。

　僕は彼女に手を握られたままで訊たずねた。

「どうして……僕のことをそんなに気遣ってくれるんだよ？　だって……僕は、おまえの兄妹じゃないんだぞ？」

　──そうだ。

　僕はあるみの兄貴じゃない。

　桜さくら鉄てつ之の介すけ。

　二年前に死んだ本物の代用品スペアにすぎない。

「───」

　それに、あるみだってこう言ってたじゃないか。

















『マスターは、私のおにぃちゃんじゃありませんから』



　──ああ。

　それなら、僕は──。

「──違います」

　けれど。

　あるみは、僕の言葉を真正面から否定した。

「違うって……どういう意味だよ。おまえだって言ってただろ？　僕が兄妹じゃないって……」

「マスター。落ち着いて思い出して考えてください。私はこう言ったじゃないですか。『鈴ヽ音ヽおヽ姉ヽちヽゃヽんヽのヽ話ヽがヽ本ヽ当ヽなヽらヽ──マスターは、私のおにぃちゃんじゃありませんから』。確かに、そう言ったはずです。そして──」

　ぎゅっと。

　僕の手を握りながら、あるみは言う。



「私は、マスターが……いえ、おヽにヽぃヽちヽゃヽんヽがヽ本ヽ物ヽのヽ桜ヽ鉄ヽ之ヽ介ヽだヽっヽてヽ思ヽうヽんヽでヽすヽ」



「なっ──」

「理由はわかりません。でも、どうしてもそうだとしか思えないんです。確かにあなたはおにぃちゃんの記憶がインストールされた完かん璧ぺきな代用品スペア。けど、それでも──私には、あなたがおにぃちゃんじゃないとは信じられないんです」

「………っ」

　どういう意味だ？

　じゃあ、僕は桜さくら鉄てつ之の介すけ本人で姉さんが嘘うそを吐ついてるって言うのか？

「……いや、」

　そんなことはありえないはずだ。

　だって、実際に僕の実家は燃えてなくなってしまっていた。

　それに──この身体が桜鉄之介のものだったとしたら、どうして姉さんがあそこまで僕を研究所に返すことに執着してたんだよ。

「───」

　──そうだ。

　今の言葉だって、あるみの嘘かもしれない──。

「───っ」

　──けど。

　僕には、彼女の言葉が嘘うそには思えなかった。

「……お願いします」

　桜さくらあるみ。

　透き通った瞳ひとみから大粒の涙を零こぼしながら、彼女は必死に声を振り絞る。

「私のことを……信じてくださいっ」

「………」

「ほっ……本当の兄妹じゃなかったですけど……子供の頃ころにおにぃちゃんと一緒にいたことはずっと憶おぼえていますっ。私には……おにぃちゃんが偽物か本物かどうかぐらいわかりますっ。だから……きっと、おにぃちゃんは桜鉄之介おにいちやんですっ」

「………」

「だから……死んじゃダメです。確かに、二年前におにぃちゃんは私の後を追おうとしたのかもしれません。けど、だからこそ……今度は逃げないでください」

「………っ！　勝手なこと言うなよ！　僕だって……僕だってホントは逃げたくなんかないよ！　でも、どうせ逃げなかったとしても、おまえと会えなくなるだけじゃないか！」

　──そうだ。

　明日には僕は姉さんに研究所に連れて帰られる。

　それに、逃げたとしても生体アンドロイドである僕はメンテナンスを受けなければ生きてはいけない。けど──それは、きっとあるみたちともう会えないってことだ。

　それなら、いっそのこと──。

「……マスター」

　しかし。

　あるみは、言う。

　きっと二年前に死んだ桜鉄てつ之の介すけに伝えたかったであろう言葉を、僕に──。

「生きることから、逃げちゃダメです」

「───っ！」

「それ以外のことなら、逃げてもいいんです。辛つらかったら、逃げてもいいです。悲しかったら、逃げてもいいです。そうやって逃げて……いつか立ち上がればいいんですっ。でも……生きることからだけは、絶対に逃げないでくださいっ」

「あるみ……」

「それに……おにぃちゃんは私と……私たちと一緒にいたくないんですか？　姫ひめ宮みやさんやカレンさん。それにくるみや鈴すず音ねお姉ちゃんや黒くろ医い先生。みんなと一緒に……高校デビューを頑張りたくないんですか？」

　そう言った瞬間、あるみは顔を苦痛に歪ゆがめた。

　同時にミシッという何かが軋きしむような音が響く。

　もしかしたら──あるみの機械化義肢みぎうでが壊れかけているのかもしれなかった。

　けど、それでも──。

「……おにぃちゃんっ」

　彼女は、僕の手を放さなかった。

　壊れかけた腕で僕の体重を支えているせいで、その華きや奢しやな身体はかなり窓の外に引っ張り出されてしまって、もはや落ちそうになってしまっている。

　それでも、必死に僕の腕を掴つかんでいる。

　掴んでくれている。

　これから先も、僕と一緒にいたいために──。



「……やめてくれ」



　気付いたら。

　僕はそんな言葉を漏らしていた。

　頼むから、やめてくれ。

　おまえに……妹にそんな顔をされたら……！

「……チクショウ」

　気付いたら、僕の声も掠かすれてしまっていた。

　……ああ。

　僕だって、一緒にいたい。

　あるみたちと一緒に高校デビューを目指したい。

　そして──。

「───」



　あるみと一緒に、ずっと歩いていきたい。



　できれば、これからもずっと。

　あるみと……僕なんかのことを必要としてくれる人たちと一緒に歩いていきたい。

　そう思えたんだ。

　だって──。



「──おにぃちゃんっ！」



　あるみが、僕なんかのことを兄妹だって認めてくれたんだから。

　そして──。

「──あるみ」

　僕は、彼女の手を握り返した。

　今の自分の気持ちを、すべて伝えるように──。

「───っ！」

　しかし、すでに遅かった。

　きっとあるみの腕も限界だったんだろう。

　まるであの夏祭りの交通事故。

　燃え出した車からあるみを助け出そうとしたときのように──あっけなく、僕と妹の手は離れてしまった。

　──直後。

「───」

　気付いたら。

　僕の意識は深い闇やみへと落ちていった。










第13話　エンディング





　白い光。

　そんなものに照らされて、僕は目を覚ました。

　瞬間、視界に飛び込んできたのは見慣れない部屋。病院よろしく潔癖なホワイトカラーに塗られた壁とベッド。

　どうやら僕は、そのベッドに寝かされているらしかった。

「………」

　……あれ？

　状況が上う手まく把握できない。

　確か、僕はさっきまで……。

「あっ、やっと起きたのね、この引きこもり」

　瞬間、ベッドの横から響いたのはどこか不満そうな声。

　桜さくらくるみ。

　ポニーテールが似合うあるみの妹であった。

「………」

　……えっと。

　ちょっと待ってくれ。

　つまり、この状況は──。

「──なるほど。ここは地獄か」

「どうしてそういう結論になるのよ!?」

「だって、くるみそっくりなヤツがいるし。おまえみたいに暴力的なシスコン妹がいるのは間違いなく地獄で……って、いたた!?　くるみ！　僕の顔にアイアンクローを決めるのはやめろ！　今のは冗談だって！　校門で言われたことのお返しだ！」

「うるさい。まったく……せめて、『こんなに可愛かわいい女の子がいるなんてここは天国か!?』ぐらい言いなさいよ」

　まあ、起きてすぐそんな冗談が言えるぐらいなら身体の方は大丈夫みたいだけど……とくるみはため息を吐ついた。

　彼女の言葉に、僕は自分が入院患者の着るような青い患者衣を纏まとっていることに気付いた。身体を起こしてもっとよく見てみようとしたが……。

「………っ！」

　瞬間、全身が軋きしむように痛んで上う手まく動けなかった。

　……思い出した。

　僕は部室から飛び降りようとして、それで……。

「……ここに運ばれたのか？」

　たぶん、ここは病院だろう。

　どうやら──僕は助かったらしい。

　でも──。

「くるみ。姉さんはどこにいるんだ？」

　そう、桜さくら鈴すず音ね。

　あの人は明日僕のことをサーカスインダストリアルの研究所へ連れて行くって言ってた。だったら、僕のことを連れ戻しにここまで来るんじゃ……。

「──あんた、やっぱり状況をまったく理解してないのね」

　が。

　くるみの口から聞こえたのはそんな言葉だった。

　……理解してない？

　どういう意味だよ。

　だって僕はあのとき窓から落ちて、ここに運ばれたんじゃ──。

「そう言えば、あるみはどこにいるんだ？」

「ああ、お姉さまなら猫ねこ子こたちとここに向かってるわ。あたしは鈴音と一緒に早めに来てたけど、あたしたちが住んでる街からここは若干距離があるからね」

「ここって……じゃあ、この病院は街の外なのか？」

「そうよ。ただし、訂正するならここは病院じゃなくて──サーカスインダストリアルが運営してる研究所」

「なっ……」

「ちなみに、ここはあヽんヽたヽのヽ部ヽ屋ヽよ」

「………っ」

　……ストップ。

　ちゃんと順序立てて説明して欲しい。

　いきなり僕がサーカスインダストリアルの研究所に運ばれたのは姉さんの意向だったとして……僕の部屋ってのはどういうことなんだ？

「いいわよ。ちょうど鈴すず音ねが席を外してるし、あたしが説明してあげる」

　コホンっと。

　くるみは少し緊張した様子で息を吐いてから。

「引きこもり。あヽんヽたヽのヽ身ヽ体ヽはヽ壊ヽれヽたヽわヽ」

「は？」

「だから、壊れたの。あんた、四階の部屋から飛び降りたんですって？　そのせいであんたのボディはほぼ全壊。一応猫ねこ子こが回収したらしいけど、もう二度と使い物にならないそうよ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。でも、僕は現にこうして……」

「だから、それはこういうことよ」

　僕の言葉を遮るように。

　くるみはビシッとこちらを指差してから。



「今のあんたは紛まぎれもなく生身の人間で、本ヽ物ヽのヽ桜ヽ鉄ヽ之ヽ介ヽっヽてヽわヽけヽ」



「………っ!?」

　あまりのことに、言葉を失う。

　だって、桜さくら鉄てつ之の介すけは二年前に死んだんじゃ……。

「まあ、色々説明してあげるけど……その前に、このメッセージを聞きなさい」

「メ、メッセージ？」

「うん。鈴音が、あんたが起きたら再生して欲しいってあたしに渡したのよ」

　言って、くるみは制服のスカートの中から小さなボイスレコーダーを取り出した。

　そして、そこから流れてきたのは──。

『やっほー、鉄ヽ之ヽ介ヽ』

　相も変わらず明るい声。

　桜さくら鈴すず音ね。

　姉さんは、当たり前のように弟僕の名前を呼んでから──。

『──おめでとう。そして、お疲れ様でした。これでサーカスインダストリアルが行ったＥプロジェクト──その本当の最終段階は、終了だよ』



「つまり、この状況を作り出すことがＥプロジェクトの本当の目的だったのよ」

　姉さんからのメッセージが流れた後で、くるみは呟つぶやいた。

　……この状況。

　それはつまり、本物の僕がこうして存在しているということで──。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。えっと……要するに、姉さんたちは僕たちを騙だましてたってことか？」

「そう。あたしが猫ねこ子このパソコンで見たデータはフヽェヽイヽクヽだったの。本当は──桜鉄之介あんたは死んでいなかった。あんたは、二年前の火事が起きた日からずっとこの部屋で眠って──いえ、正ヽ確ヽにヽはヽ昏ヽ睡ヽ状ヽ態ヽにヽなヽっヽてヽたヽらヽしヽいヽのヽ」

「こ、昏こん睡すい状態って……」

「二年前にあんたの実家が燃えたとき、あんたは家が焼け落ちる前に命からがら救助されたらしいわ。けど、その後……あんたはずっと目を覚まさなかった。鈴音の推測だと──精ヽ神ヽ的ヽなヽ問ヽ題ヽが関係してるんじゃないかって話よ」

「………っ。それって、まさか……」

「そう。二年前に、あんたはお姉さまを事故から助けられなかった。それでお姉さまが死んでしまったと思ったあんたは、二年前に後を追おうとした。けど、結果は失敗。だからこそ──あんたは、お姉さまへの罪悪感から目覚めることを拒否したんだと思うわ」

「………」

　……くるみの言いたいことはわかる。

　二年前の僕はきっと相当自分を追い詰めていた。なにせ、自分から命を絶とうとしたぐらいだ。だから生き残っても、目を覚ますことを拒絶したとしても不思議じゃないかもしれない。

　あるみへの罪悪感。

　そんなものに苛さいなまれていたから。

　けれど──。

「くるみ。僕は二年間この部屋で眠ってたっていったよな？　だったら……高ヽ校ヽにヽ通ヽっヽてヽいヽたヽ僕ヽはヽ誰ヽなヽんヽだヽよヽ？」

　そう、僕ははっきりと憶おぼえている。

　高校デビュー。

　そんな目標のために僕はあるみたちと一緒にいた。

　その記憶は──。

「だから、それが鈴すず音ねの言ってたＥプロジェクトの本当の最終段階ってヤツなんでしょ？　つまりは──本ヽ物ヽのヽ桜ヽ鉄ヽ之ヽ介ヽをヽ目ヽ覚ヽめヽさヽせヽるヽこヽとヽがヽ」

「ほ、本物って……じゃあ、高校に通ってた僕は……」

「鈴音の造つくった生体アンドロイド。ただし、お姉さまとは根本からシステムが違うらしいの。……お姉さまから聞いてない？　生体アンドロイドにおける重要なファクター……脳介機装置ブレイン・マシン・インターフエイス」

「それって……確か……」

　人間の脳が発する脳波を解析して、その人の思考を読み取り、電気信号に変換するんだっけか？　最後に、その電気信号を機械に伝えて動かすってヤツ。

「いい？　サーカスインダストリアルが開発した脳介機装置ブレイン・マシン・インターフエイスには、今のところ二種類のパターンがある。一つはお姉さまみたいに、頭の中に直接脳波をキャッチする機械を埋め込んでしまうパターン」

「確か、もう一つは──」

「頭皮に脳波をキャッチする機械を被かぶせるパターンね。その場合は、その機械が各端末に電気信号を伝えることになるわ」

「………っ！」

　……待ってくれ。

　今のくるみの話から予想するに、今まで高校に通っていた僕は……。

「たぶん、あんたの予想は当たってるわ。あんたはお姉さまとは違うもう一つのパターンの脳介機装置ブレイン・マシン・インターフエイスを使って、サーカスインダストリアルが造った生体アンドロイドの身体を遠ヽ隔ヽ操ヽ作ヽしてたわけ」

「要するに……僕が桜さくら鉄てつ之の介すけの記憶をインストールされた生体アンドロイドっていうのは嘘うそで、この部屋にいる僕の意思を生体アンドロイドの身体に伝えてたってことか？」

「まあ、すっごく簡単に言っちゃえばそういうことになるわね。なんでそんな面倒くさいことをしたかって言うと……それは、あんたが目覚めなかったからよ」

「………」

　……理屈はわかる。

　きっと、僕が昏こん睡すい状態になったとき、姉さんはなんとか僕を目覚めさせようとしてくれたんだと思う。

　しかし、それでも僕の身体は目を覚まさなかった。

　その結果が、脳介機装置ブレイン・マシン・インターフエイスを使った遠隔操作。

　本物の身体じゃなく、ニセモノの身体を使って僕という人間を目覚めさせた。

「でも、本当にそんなことが可能なのか？」

「……あんた、よくそんなことが言えるわね。実際にあんたはここで眠ってたくせに高校に通ってたじゃない」

「いや、それはそうだけどさ」

「でも……すべてが上う手まくいっていたわけじゃないらしいわ。鈴すず音ねは奇跡的に脳介機装置ブレイン・マシン・インターフエイスを使って昏こん睡すい状態のあんたの意識を呼び起こして生体アンドロイドの身体を動かすことに成功した。でも──」



　あんたは、お姉さまのことを全部忘れてたんだもん。



　はっきりとした口調で、くるみはそう言った。

「あの夏祭りの事故も、自分がそのことを思い出して死にかけたことも、お姉さまの存在さえも……全部ね。だから──鈴音はゆっくりとお姉さまのことを思い出させることにしたの」

「だから……姉さんは僕のところにあるみを？」

「もちろん。お姉さまと一緒に生活させることで記憶を思い出させようとした。ちなみに、無理やり思い出させるプランもあったんだって。それが、脳介機装置ブレイン・マシン・インターフエイスを使って、あんたの頭に直接記憶を送りつける方法」

「送りつけるって……記憶を電子信号にして送るってことか？」

「そう。言わば、生体アンドロイドに電子信号を送るのヤツの逆パターンね。鈴音はそれを記憶の改ざんって言ってたわ。でも──あんたのお姉さまに対する記憶はかなりデリケートなものだったから、ゆっくり思い出させることにしたらしいの」

「それも……Ｅプロジェクトの一環だったわけか？」

「まあね。事故にあったお姉さまに生体アンドロイドの身体を与えて、あんたの意識を取り戻させる。そうやって、あんたたちを兄妹に戻すことね。そのために、鈴音と猫ねこ子こはあたしたちを騙だましてたわけ」

「だけど……どうして僕は目覚めることができたんだ？」

「それは──きっと、お姉さまに対する罪悪感にケリがついたからじゃない？」

「でも、それだったら文化祭のバンドが終わった時点で目が覚めててもおかしくないと思うんだ」

　そう、バンド演奏を終えたときに僕はあの夏祭りのトラウマを克服したはずだった。

　なのに、目を覚ますことはなかった……。

「えっと、たぶんそれは……」

　瞬間、「そこからは、お姉ちゃんが話すよ」という声がドアの方から聞こえた。

「──おはよう。その身体の鉄てつ之の介すけと会うのは二年ぶりだね」

「……姉さん」

　そう、そこに現れたのは桜さくら鈴すず音ね。

　Ｅプロジェクトのリーダーにして、僕の姉である女の子だった。



「姉さん。いつからいたのさ？」

「ついさっきからだよ。ちょっと野や暮ぼ用ようを済ませに行ってたら、鉄之介が起きてたからね。あと、鉄之介はこの後色々と検査をしてもらうから。二年間も眠ってたんだし、一応お医者さんに診てもらった方がいいよ」

「……わかった。でも、その前に──僕が目覚められなかった理由を教えてくれ」

　真剣な態度で訊きく。

　すると、姉さんは「……うん。もちろん」と頷うなずいてくれた。

「鉄之介が夏祭りの事故のトラウマを払ふつ拭しよくしたのに目覚められなかった理由は一つ。それは──心のどこかで二年前に死んじゃおうとしたことを悔やんでたからじゃないかな？」

「………っ！　それは……」

「うん。結果的には助かったけど、鉄之介がああいう決断をしたのは事実。きっと──鉄之介は心の中でずっとそのことがふっ切れなかったんだと思う。でも──」



　今日、やっとそのことをふっ切ることができた。



「………」

　──確かに。

　あのときあるみの言葉を聞いて、僕は生きていたいって思えた。

　そう思うことができたんだ。

　──そのことで。

　二年前に自分がしたことへの気持ちをふっ切れたんだとしたら──。

「ちょっと待ってくれ。じゃあ──姉さんは、僕が今日ああいうことをするって予想してたの？」

　そうじゃないと姉さんの言動に説明が付かない。

　だって、昨日からの姉さんの行動はすべて僕にああさせるために起こしたみたいな──。

「──うん。鉄てつ之の介すけがああいうことをするのは、ある程度予想がついてたよ。これでも、鉄之介の行動パターンは猫ねこ子こと一緒にかなり予測しておいたしね。鉄之介があるみにさよならを言って──高校デビューを目指す場所であった部室を最期の場所に選ぶんじゃないかって確信してたから」

「……つまり、弟の行動はお見通しだったってこと？」

「……ごめんね。鉄之介やあるみたちを騙だますようなことをしちゃって。でも……これしか方法がないと思ったから……」

「姉さん……」

「正直──これは賭かけだったの。ずっと眠ってた鉄之介を、あの生体アンドロイドの身体を使って起こせたこと自体が奇跡的だった。けど……」

　お姉ちゃんはそこであきらめたくなかったの、と。

　姉さんは消え入りそうな声で言った。

「お姉ちゃんは、ちゃんと……鉄之介に目覚めて欲しかった。そして──あるみともう一度出会って欲しかったんだ。だから……こんなことをした。それが──Ｅプロジェクトの真相だよ」

「………」

　確かに。

　姉さんが僕とあるみのことを騙していたのは事実だ。

　けれど、それは──。

「え？　鉄之介？」

　瞬間、姉さんが僕を見て不思議そうにした。

　そう──僕は、全身を襲う軋きしむような痛みに堪えて無理やりベッドの上で上半身を起こした。

　そのまま、真正面から姉さんを見つめながら。



「……ありがとう、姉さん」



　たった一言。

　感謝の言葉を告げた。

　──そう。

　この人は、ずっと僕たちのために頑張ってくれていたんだ。

　桜さくら鉄之介と桜あるみ。

　大切な自分の家族。

　きっと姉さんは、僕たちを守りたかっただけで──。

「──あはは」

　僕の言葉に、姉さんは微かすかに瞳ひとみを潤ませながらも笑ってくれた。

　いつも通りの無邪気な微笑ほほえみで。

「やだなぁ、かしこまっちゃって。お礼なんかいらないよ。だって、お姉ちゃんは天才だからっ！」

　天てん真しん爛らん漫まんに笑いながら、にこやかにＶサインを決める姉さん。

　……ああ。

　やっぱり、姉さんは姉さんだ。

　子供の頃ころから僕はずっと姉さんにコンプレックスを抱いていた。

　どんな分野においても自分より優れている姉。

　だから、僕はいつの頃からか姉さんのことを無意識に嫌うようになっていたのかもしれない。

「───」

　──でも。

　きっと、本当は違ったんだ。

　僕は、心の奥底では──憧あこがれていたんだと思う。

　桜さくら鈴すず音ね。

　僕のたった一人の姉。

　いつもポジティブで、ネガティブな僕のことを励ましてくれる姉さんに、強く憧れていたんだ──。

「──でもね」

　と。

　姉さんは、会話の空気を変えるように言った。

「まだ、問題は残ってるんだ」

「……うん。わかってるよ、姉さん」

　静かに頷うなずいた。

　たぶん、それは僕の身体。

　二年間も昏こん睡すい状態にあった身体のことで──。

「鉄てつ之の介すけの身体はずっと眠ってた。つまり、二年間ほとんど動かない状態だった。だから……身体がすごく鈍っちゃってるんだ。日常生活を取り戻すにはリハビリをしなくちゃいけないくらいに」

「………」

　確かに、僕の身体はさっきも上半身を起こすのですら精一杯だった。たぶん、歩くのはもっとキツいだろう。それがまた今まで通りに生活を送るとなると……。

「……姉さん。リハビリはどれくらい掛かるの？」

「うーん、こればっかりはお姉ちゃんにもわからないな。最短で数ヵ月。長くて年単位の時間が掛かっちゃうかも」

「そんなにか……」

「どうせなら、鉄てつ之の介すけも猫ねこ子こみたいに機械の手足にしちゃう？　もしかしたらそっちの方が楽かもよ？」

「姉さんはホントにポジティブだね……。──でも……」

　僕はこの身体でリハビリを頑張っていきたい。

　せっかく目覚めることができたんだ。

　この身体で、また高校に通えるようになりたい。

　そして──。



「心配ありませんわ」



　と。

　そこで響いたのはやけに頼もしいソプラノボイス。

　ドアの方に目を向けると、そこにいたのは姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　僕の先輩だった。

「……姫宮先輩」

「あら、どうしてそんなに申し訳なさそうな顔をしているのですか、鉄之介さん。あなたはわたくしが創つくった部活の部員。そして、わたくしたちの目的は高ヽ校ヽデヽビヽュヽーヽをヽ目ヽ指ヽすヽこヽとヽ。だったら──また、頑張ればいいだけですわ」

　言って、彼女はにっこりと微笑ほほえんでくれた。

　ああ、たぶんこの人は黒くろ医い先生か姉さんから僕とあるみに関する事情を聞いたんだろう。だから、こんな風に励ましてくれる。

　先輩として、後輩を気遣うために……。

「それに、鉄之介さんがいないと面白くありませんからね」

「……は？」

「いえ、早く高校に戻っていただかないとわたくしの日常が退屈で仕方ありませんもの。ですから、しっかりとリハビリを手伝ってあげますわ」

「いや、そんなスパルタな……」

「ふふん。これぐらい当然ですわ。なにせ、わたくしはあなたの先輩で──」

「あら。鉄之介くんの前だと大人ぶるのね、姫乃ちゃん。さっきまでは『鉄之介さんの容体は大丈夫なのですか!?』って心配してたのに」

「く、黒くろ医い先生は黙っていてくださる!?」

　姫ひめ宮みや先輩が後ろにいる白衣に黒髪の女の子に叫んでいた。

　黒医猫ねこ子こ。

　僕たちの顧問は、いつものクール＆ビューティーな感じで佇たたずんでいた。

「……おはようございます、黒医先生」

「ふふっ。やけにかしこまってるのね。もしかして、素直に本当のことを教えなかったことを怒ってる？」

「いえ、そんなことはありませんよ。結果的に──僕はこうして目が覚められましたし」

　それに──黒医先生だって僕に……いや、僕たちに本当のことを伝えるために僕が死んだなんて嘘うそを吐いたはずだ。



『先生は、あなたたちに本当のことを教えてあげたかったのよ』



　脳内でリフレインするのは、夜の校庭で聞いた彼女の言葉。

　きっと、この人なりに僕を気遣ってくれたんだろう。

　そう──顧問として、同じ生体アンドロイドの技術に関かかわったものとして──。

「まあ、これからは一緒にリハビリを頑張っていきましょう。あなたも手伝ってくれるでしょ、カレンちゃん」

「……うん。そうだな」

「カレン……」

　黒医先生の後ろにいたのは、狼かみ谷やカレン。

　僕のクラスメイトにして、僕の友だちになってくれた女の子。

「大丈夫だ、そうちょー」

　僕を励ますように、カレンは強く言ってから、

「もしリハビリが上う手まくいかなかったら、パパみたいに子犬のボディを遠隔操縦して高校デビューを目指せばいいんだ」

「その高校デビューは嫌すぎるよっ！」

　いくらなんでもひどすぎるプランだった。僕が目指していた『フツーの男の子としての高校デビュー』からかけ離れている。

「まあ、確かにそれはちょっとカレンも嫌かな」

「ああ、そうだよね。さすがのカレンもクラスメイトが犬なのは……」

「そうちょーが犬になったらパパとキャラが被っちゃうし」

「そういう問題じゃなくて！」

「ふふっ。じゃあ、そうちょーもリハビリを頑張らないとな。ここに来る途中でせんせーに聞いたけど、結構大変なんだろ？　だったら──」



　カレンが、手伝ってあげるぞ。



　そう言って。

　カレンは子犬のように無邪気に微笑ほほえんでくれた。

「──うん。ありがとう、カレン」

　クラスメイトの言葉に頷うなずく。

　そう、僕は頑張らなくちゃいけない。

　カレンの励ましに応こたえるためにも──。



「──ねえ、引きこもり」



　そこで、僕を呼んだのは桜さくらくるみ。

　もう一人の生体アンドロイドである彼女だった。

「みんなに励まされてホッとしてるみたいだけど……わかってるんでしょうね？　あんたは──まだあんたのことを一番心配してくれてた人に会ってないわ」

「──ああ。わかってるよ」

　そう、くるみの言う通りだ。

　僕はまだこの身体であいつに会っていない。

　そう、無愛想で不器用な──僕の妹。

　生体アンドロイドの身体で最期に言葉を交わした女の子──。



「──おにぃちゃん」



　くるみの言葉を聞いていたのか、彼女は最後に部屋に入ってきてから僕を呼んだ。

「……あるみ」

　そう、桜あるみ。

　僕の義妹いもうとにして初恋の相手は、静かにベッドの横まで歩み寄ってきた。

　そんな彼女に──僕は言う。



「──ごめん、あるみ」



「………っ。どうして謝るんですか。せっかく私も鈴すず音ねお姉ちゃんに本当のことを教えてもらって、おにぃちゃんの身体も目を覚ましたのに……」

「でも、僕は……」

　そこまで言って、言葉に詰まってしまった。

　……そう。

　今夜、僕があるみの目の前であんなことをしたのは事実なんだ。

　今でもあのとき手を放してしまった感触は憶おぼえてる。

　きっと、いくら謝っても足りないだろう。

　僕はあるみに取り返しのつかないことを──。

「おにぃちゃん」

　──けれど。

　そこであるみは、再び僕の名前を呼んでから──。



「ノープロブレムです」



　いつもの口癖を言ってから。

　ぎゅっと、僕の手を握りしめてくれた。

　そして──。

「もう──この手を離したりしませんから」

「えっ……」

「忘れたんですか？　私はおにぃちゃんの高校デビューをサポートするためにやってきた生体アンドロイドです。だから、もう二度とこの手を離したりなんかしません」

「あるみ……」

「それに、あのとき……窓から落ちそうになったとき、おにぃちゃんは私の言葉を聞いて、私の名前を呼んでから、私の手を強く握り返してくれたじゃないですか。あのとき……私にはおにぃちゃんの本当の気持ちがわかった気がします」

「………」

　本当の気持ち。

　それは──あるみたちと一緒に高校デビューをしたいという想おもい。

　だから、僕はあるみの手を握り返したんだ。

　そう、あのときの僕は、死にたくないって思うことができたんだ──。

「ですから、私もおにぃちゃんがもう一度高校へ通えるよう、手伝いたいです。なので──」

　あるみは。

　もう一度だけ、僕の手を握りしめてから。



「おにぃちゃんも、もう私の手を離さないでくださいね？」



「……うん。もちろんだ」

　言って、僕は妹の小さな掌てのひらを握り返した。

　頭を過よぎるのは──幼い頃ころの思い出。

　そう、昔はこうやってよく手を繋つないでたっけ。

　それに──僕はこの手を二回も離してしまったんだ。

　一度目は、あの夏祭りの事故が起きたとき。

　二度目は、今夜の部室での出来事。

　だから──。

「───」

　もう二度と離さないって、心に決めよう。

　もちろんそれは物理的な意味じゃない。

　ずっと、あるみの傍そばにいるということ。

　兄妹として、互いに支え合っていくということで──。

「えーっと……二人とも。お姉ちゃんから一つ質問があるんだけど……いいかな？」

　と。

　そこで口を開いたのは桜さくら鈴すず音ね。

　我らが姉さんは、「うーん」と顎あごに手を当てながら、



「二人って、付き合っちゃうの？」



　あまりにも唐突に、特大級の爆弾を落としやがった。

　……ああ。

　やっぱり、姉さんは姉さんだった。

　相変わらずのトラブルメーカーっぷりである。

「ね、姉さん？　いきなり何を言うのさ？」

「だって、鉄てつ之の介すけって文化祭であるみに告白したんでしょ？　だから、お姉ちゃんとしては弟と妹がどういう関係になるのか気になっちゃうなー。──ところで、あるみは鉄之介に告白の返事はしたの？」

「!?」

　突如ターゲットにされてあるみは「なっ……あ、あぅ……」と明らかにうろたえた。

　自然に、僕たちの視線も彼女に集中。

　そう、昨日僕からの告白に対するあるみの答えは保留だった。

　でも──今は本当のことがわかった。

　本当の桜さくら鉄てつ之の介すけは、僕自身なんだ。

　だったら──。

「───っ」

　あるみも。

　僕の告白に応こたえてくれるんじゃ……。



「……おにぃちゃん」



「………っ」

　ドクンッと、

　再び掌てのひらを握られたせいで心臓の鼓動が跳ね上がった。

　全員の視線が集中する中。

　その先にいるのは、桜あるみ。

　微かすかに頬ほおを上気させた彼女は、覚悟を決めたように息を吐いてから、ゆっくりと桃色の口唇を動かして──。







「──ごめんなさいっ」









「………」

　静寂。

　室内の空気が何とも言えない静寂で埋め尽くされた。

　……あれ？

　えーっと、つまり、この展開は……。

「うわー、フラれちゃったね、鉄てつ之の介すけ」

「！」

「……ドンマイ、そうちょー」

「!?」

「ふ、ふんっ。当然よ。お姉さまがコイツなんかと付き合うわけないでしょ？」

「………」

「えっと……その、大丈夫ですか鉄之介さん？　なんだかどんどん顔から血の気が引いていっていますが……」

「は、はは。だ、大丈夫ですよ、姫ひめ宮みや先輩。このくらいじゃ僕はなんとも……」

「そうよね。先生も今は身体のリハビリよりもフラれた心のケアをした方がいいと思うけど、鉄之介くんならきっと大丈夫よね」

「大丈夫だと思うなら余計なことを言うのはやめてくれません!?」

　思いっきりツッコミを入れる僕。

　……ああ。

　フラれた。

　思いっきりフラれてしまった。

　ここまで見事な玉砕もないだろう。せっかく目が覚めたのに、まさかいきなりフラれるとは。

　なんだか現実の厳しさを味わった気分。いや、それを言うなら僕の身体は今までずっと眠ってたんだけどさ……。

「心配ありません」

　と。

　そこで、あるみが僕に話しかけてきて、

「おにぃちゃんは私にフラれてもノープロブレムです」

「間違いなくシリアスプロブレムだと思うんですけど!?」

「そんなに取り乱さないでください。さっきの返事は、少なくとも今はおにぃちゃんと……つ、付き合うことは無理ってことですから」

「えっ……じゃあ……」

「はい。私たちの目的は高校デビューです。だったら、おにぃちゃんはリハビリに専念するべきだと思うんです。ですから、もし私と付き合うとしたら……また一緒に高校に通えるときがいいなぁ……と」

　言って、あるみは頬ほおを羞しゆう恥ち心しんで染めて俯うつむいてしまった。

　……あれ？

　これはもしかして、リハビリさえ終われば僕と付き合ってもいいってことなんじゃ……。

「まあ、最終的に付き合うかどうかは今の私にはわかりませんが」

「おまえは天使のような顔で悪魔みたいなことを言うんだな！」

「むっ。何を言うのですか。私たちはこれからずっと一緒にいるのに」

「それもある意味生殺しだよっ！」

「いいじゃないですか。おにぃちゃんがその身体で高校に行くのは初体験なんですし、また新しい高校デビューが始まるわけなんですよ？　ほら、未来は希望でいっぱいです」

「………」

　いや、ホントにそうなのか？

　僕に課せられたミッションは、フラれた女の子と一緒にリハビリを頑張ること。なんだか、頑張らなきゃいけないのはリハビリじゃない気がする。それこそ黒くろ医い先生の言う通り心のケアなんじゃないだろうか。

「……まあ、とりあえずはやるしかないんだけどさ」

　はあっと気持ちを切り替えるために息を吐いてからそんなことを呟つぶやいた。

　きっと今大事なのはポジティブシンキング。

　僕に必要なのはこの身体を動かせるようにリハビリをすることだ。

　そして──再びあるみたちと高校へ通うこと。

　あるみの言う通り、本当の身体で、新しい高校デビューを始めるために──。

「───」

　──そう。

　この半年間で、僕はそういう考えができるようになったんだ。

　姫ひめ宮みや先輩。

　カレン。

　くるみ。

　姉さん。

　黒医先生。

　そして──あるみ。

　思えば本当に色々なことがあった半年間だけど……結果的に僕とあるみは仲直りできたし、一緒に高校デビューを目指す友だちや先輩も作れた。たぶん、姉さんと黒医先生もきっとサポートしてくれると思う。……いや、この二人は結構な不安要素だけどさ。

　何はともあれ。

　僕だってこれから頑張らなくちゃいけない。

　しっかりと、彼女たちの期待に応こたえるために──。



「──おにぃちゃん」



　と。

　そんなことを僕が考えているときだった。

「!?」

　口唇に触れる柔らかな温かさ。



　──キヽスヽ。



　あまりにも唐突に、あるみが僕に口唇を重ねてきていた。

「………っ！　お、おまえ！　いきなり何してんだよ！」

　咄とつ嗟さに距離を取りながら叫ぶ。

　すると、あるみは恥ずかしそうにしながら……。

















「だって……四月に再会したとき、私はマスターにキスされて起動して……子ヽ供ヽのヽ頃ヽみヽたヽいヽにヽ一ヽ緒ヽにヽいヽらヽれヽるヽよヽうヽにヽなヽっヽたヽじゃないですか。だから……いわゆるジンクスみたいなものです。ここでキスをしておけば、リハビリも上う手まくいくんじゃないかと思って」

「け、けど、いきなりキスをするのは……」

「兄妹だったら、これぐらいフツーじゃないですか？」

「フ、フツーって……」

「それに……私はおにぃちゃんの恋人じゃありません。ですから……い、今はまだこれぐらいのことしかできませんからっ」

「………っ！」

　あるみの言葉に、一気に顔が熱くなるのを感じた。

　えっと……つまり。

　それは、もし恋人になったらこれ以上のこともすることになるってことなのだろうか？

「あっ、鉄てつ之の介すけがいやらしいことを考えてる」

「！」

「もう、鉄之介さんったら……相変わらずですのね」

「ち、違います！　僕は別に……」

「……ドンマイ、そうちょー」

「その『ドンマイ』はどういう意味だよ!?」

「まあ、仕方ないわよね。鉄之介くんも男の子だし」

「誤解を招くようなことを言わないでください！」

「……ねぇ、引きこもり。この際だから、あんたサーカスインダストリアルの研究所で女の子に改造してもらったら？」

「末恐ろしいことを言うのはやめて！」

　あるみのキスのせいか、ただでさえ姦かしましかった部屋の空気が余計に騒がしくなってしまった。

　ああ……リハビリを始めてもこのネタでずっとからかわれそうな気がする。

　そんな感じで、僕が近い将来に軽い不安を抱いていると─。



「─ノープロブレムです」



　彼女は、いつもの口癖を零こぼした。

　─そして。

　僕の妹─桜さくらあるみは。

　桃色の口唇を緩ませて、小さな桜の花みたいに微笑ほほえんでから─。

「だって──私たちは、これからずっと一緒にいられるんですから」



















エピローグ





　Ｅプロジェクトレポート　♯５









　西暦××××年九月二十五日

　レポート作成者　ＧＭＴナンバーズ実験機──改め、桜さくら鉄てつ之の介すけ。



　本日、九月二十五日。

　姉さん曰いわく、ここでＥプロジェクトは一区切りになるらしい。同時にそれは、僕たちの物語がここでひとまず一区切りになるということだろう。

　でも──個人的な考えだけど、きっとそれは一区切りにすぎないと思う。

　高校デビュー。

　そんな目標のために、この半年間で僕はたくさんの体験をしてきた。それはきっと──これからも変わらない。どれだけ時間が経たっても、どれだけ季節が流れても、どれだけお互いの立場が変わってしまっても──根本的なことは変わることはないと思う。

　たとえ高校デビューを無事に終えたとしても、僕たちは様々な事柄や出来事と出会い、色々な初体験をしていくんだろう。

　──そう。



　僕たちは、これからもずっと歩き続けていく。










あとがき



　お久しぶりです！　『初体験にオススメな彼女』も最終巻。あさのハジメです。

　今回は最終巻ということで、クライマックス後編。

　明らかになるＥプロジェクトの真相、加速する人間関係、そして鉄てつ之の介すけとあるみが迎える結末……。フィナーレということでイベント盛りだくさんでお送りしておりますので、まだお買い上げでない方はこの本を持ったままレジの方に華麗なドロップキックをキメていただけるとありがたいです！

　さて。最終巻ということで『初体験にオススメな彼女』の物語はここでひとまず終わりです。この作品を創り始めたのは２０１１年の春ごろだったのですが、今までの約二年の間、非常にたくさんの経験を得ることができました。

　二作品を同時に刊行するというのは自分の作家人生においてそれこそ初体験で、色々大変なこともありましたが、同時に嬉しいことや楽しいこともたくさんあり、改めてこの作品に関わってくださった方々にお礼を言いたい気持ちでいっぱいです。

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　担当の成なり田た様。自分の作家人生において初体験となる担当編集チェンジということで、色々バタバタしてしまってご迷惑をおかけしました。引き続き作家として精進していこうと思いますので、今後ともよろしくお願いします。

　最後までキャラクターを描き切ってくださった高たか苗なえ京きよう鈴りん様。高苗様のイラストがなかったら、無事に完結することは不可能だったと思います。キャラクターたちに命を吹き込んでくださり、ありがとうございました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。出版や販売に関わってくださったすべての方々。ドラマＣＤの制作に関わってくださった方々。初代担当の庄しよう司じ様。そして、読者の皆様。最後に、ストーリーを作ってくれたキャラクターたち。

　この二年間、本当にありがとうございました。

『初体験にオススメな彼女』という物語はここで終わってしまいますが、この作品を書くことで得た経験は絶対に忘れません。

　作家としてデビューするときに決めた「少しでも面白い物語を書きたい」という気持ちを貫き通すためにも、今後も物語を書き続けます。

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、これからもアクセル全開ノンブレーキで突っ走っていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします！

あさのハジメ



















　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。東京都在住。

　　執筆中によくすることは、『ヘッドフォンで音楽を聴く』『歌う』『叫ぶ』『がなる』『ヘッドバンギング』……などなど。以上の理由から、家の中でしか仕事ができない引きこもり作家。

　　デビュー作は『まよチキ！』（ＭＦ文庫Ｊ刊）。



　イラスト

　高苗京鈴（たかなえ・きょうりん）

　　好物は某カード作品。あと他人に物を薦めること。

　　最近では担当さんに某黒い子のバスケ漫画を薦めました。

　　セクシーなツンキャラが好物です



　　ＨＰ「苗床育成観察記録」

　　http://takanae.chu.jp
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